
福岡市地域強靭化計画 進捗状況⼀覧（令和6年度）

目標１．直接死を最大限防ぐ

1-1 住宅・建物・交通施設等の複合的・大規模倒壊や不特定多数が集まる施設の倒壊による多数の死傷者の発⽣

（１）公共公益施設の耐震対策

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

1 1-1 (1) ▶「福岡市公共施設の耐震対策計画」に基づき、耐震対策の進捗状況、国の動
向、課題等を協議しながら、公共施設の耐震対策を推進する。

・「福岡市公共施設の耐震対策計画」に基づき、耐震対策の進捗状況、国の動向、課
題等を協議しながら、公共施設の耐震対策を推進し、「福岡市公共施設の耐震対策計
画」で耐震化の対象とした公共建築物の耐震化率は令和４年度末時点で100％であ
る。

順調 ー

財政局 ●耐震改修実施状況（公共土木構造物）

1 1-1 (1) ▶市庁舎などの市有施設は「福岡市アセットマネジメント基本方針」等に基づ
き、引き続き社会的要請に応じた防災機能の充実や、適切な維持管理に努め
る。

・個別施設計画に基づいて、計画的に整備・改修・維持管理を⾏った。
－ ー

財政局

1 1-1 (1) ▶市有建築物の構造体の耐震化と併せ、建築非構造部材や建築設備についても
耐震化を推進していく。

・「福岡市公共施設の耐震対策計画」に基づき、建築非構造部材や建築設備の耐震化
を推進した。 やや順調 ー

財政局

1 1-1 (1) ▶公共建築物の耐震化率100%達成を目指し、各施設の課題等を協議しなが
ら、耐震化を推進する。

・「福岡市公共施設の耐震対策計画」で耐震化の対象とした公共建築物の耐震化率は
令和４年度末時点で100％である。 順調 ー

財政局 ●耐震改修実施状況（公共建築物）

1 1-1 (1) ▶地下鉄、JR九州、JR⻄⽇本、⻄⽇本鉄道等の鉄道施設の早期運⾏再開を目
的とし、さらなる耐震化など、更新・改良等の⼯事が着実に進むよう働きかけ
ていく。

・地下鉄については、補修計画に基づき、地下トンネルの側壁等の経年劣化部分の補
修⼯事を実施した。 順調 ー

交通局

（２）住宅、大規模建築物等の耐震対策

1 1-1 (2) ▶「福岡市耐震改修促進計画」に基づき、総合的かつ計画的な建築物の耐震化
を促進する。

・耐震化対策として耐震に関する補助を⾏った。
 ＊R4︓50,127千円、R5︓48,132千円、R6︓164,705千円 順調 ー

住宅都市みどり
局

●耐震化率（住宅）

1 1-1 (2) ▶⺠間の住宅や建築物等の耐震化を促進するため、耐震改修補助制度等を継続
的に⾏う。また、耐震セミナ－や出前講座等の実施、揺れやすさマップの配
布、市ホ－ムペ－ジへの掲載など、耐震改修への働きかけを図る。

・耐震化対策として耐震に関する補助を⾏った。
 ＊R4︓50,127千円、R5︓48,132千円、R6︓164,705千円
・セミナー等の講演（R4︓2回、R5︓5回、R6︓5回）や揺れやすさマップの配布
（R4︓3,689部、R5︓4,086部、R6︓2,079部）を⾏った。

順調 ー

住宅都市みどり
局 ●耐震化率（特定建築物）

1 1-1 (2) ▶耐震建替えに踏み切れない旧耐震の木造住宅の所有者に対し、倒壊から命を
守る減災対策として、耐震シェルター、防災ベッドの設置等、住宅の耐震改修
⼯事費補助制度の活用を促進する。

・耐震化対策として住宅の耐震改修⼯事費補助等を⾏った。
 ＊R4︓42⼾、R5︓37⼾、R6︓105⼾ 順調 ー

住宅都市みどり
局

1 1-1 (2) ▶通⾏障害建築物の所有者に対して、耐震化の必要性を伝える周知啓発⽂書や
耐震化に関するセミナーの周知を実施し、耐震化の促進及び緊急輸送道路の閉
塞防⽌を図る。

・耐震化に関するセミナー等の講演を⾏った。
 ＊R4︓2回、R5︓5回、R6︓5回 順調 ー

住宅都市みどり
局

1 1-1 (2) ▶都心部における耐震性の高いビルへの建替え誘導を推進するため、規制緩和
制度等について⺠間企業等への周知を図る。

・都心部機能更新誘導方策をはじめとする様々なまちづくりの制度について、ホーム
ページやリーフレット等の作成・更新・配布などを通じて周知を⾏った。 順調 ー

住宅都市みどり
局

1 1-1 (2) ▶市営住宅の耐震化整備を図り、令和7年度末までに耐震化率100％達成を目
指す。また、「福岡市市営住宅ストック総合活用計画」等に基づき、引き続
き、効率的・計画的な機能更新・維持保全を図る。

・「市営住宅ストック総合活用計画」に基づく耐震改修や建替えの実施等により、令
和６年度末までに耐震化率100%を達成した。また同計画に基づき、効率的・計画的
な機能更新・維持保全を図っている。

順調 ー
住宅都市みどり
局

1 1-1 (2) ▶様々な広報媒体の活用や防災センターにおける自助共助プログラム、各種研
修の実施等を通じて、屋内での被災の危険性と、家具の転倒防⽌対策の重要性
を周知していく。

「災害に強い地域づくり講座」を実施した。
 ＊R６︓778回､35,561⼈
・地域等に対して、防災に関する講話や訓練を実施
・防災センターの体験施設（VR防災体験装置、地震体験コーナー等）を利用し被災
時の対応及び備えの重要性を周知した。
 ＊来館者数 R5︓65,039⼈ R6︓64,217⼈
・被災時の対応及び備えについての動画（オンライン来館）をYoutube上に公開し被
災時の対応及び備えの重要性を周知した。
 ＊R2.8.28公開 視聴数累計 R5︓67,205回 R6︓85,180回

順調 ー

消防局

1 1-1 (2) ▶地下街において、「地下街の安心避難対策ガイドライン」に基づく耐震対策
を促進するとともに、「地下街防災推進事業」を活用し必要な⽀援を⾏う。

・地下街の耐震対策を進めている地下街管理会社に対し、「地下街防災推進事業」を
活用し、耐震補強⼯事にかかる費用の一部を助成している。 順調 ー

住宅都市みどり
局

R4 R5 R6 目標
R4以降

100% 100% 100% 100%

R4 R5 R6 目標
R4以降

100.0% 100% 100% 100%

R4 R5 R6 目標
R9

約93％ 約96％ - 概ね解消

R4 R5 R6 目標
R9

約89％ 約89％ 約95％ 概ね解消



（３）大規模盛土造成地マップ等の作成・配布

1 1-1 (3) ▶マップを活用し、出前講座や市政だより、各種イベント等を通じて、継続的
に市⺠に災害リスクの周知を図るとともに、国や県の動向を踏まえ、適宜マッ
プの更新を⾏う。

・出前講座、イベント等での広報活動実績なし。
・マップについては令和2年3⽉6⽇に確定済につき更新予定なし。 － ー

住宅都市みどり
局

1 1-1 (3) ▶「⼤規模盛土造成地マップ」の作成・公表により、市⺠の防災意識を高め
る。

・令和2年3⽉6⽇公表済
順調 ー

住宅都市みどり
局

（４）避難経路の安全確保

1 1-1 (4) ▶ホテルやスーパー、学校、社会福祉施設などについて計画的に⽴⼊検査を実
施し、是正指導を⾏うこと等により、避難上必要な施設の適切な維持管理を促
進する。

・年間を通じて、⽴⼊検査を実施しており、令和６年度は7,800棟の⽴⼊検査を実施
し、不備事項の改善を指導した。 順調 ー

消防局

1 1-1 (4) ▶歩道や自転⾞通⾏空間の整備、平常時のパトロールによる道路の異常の早期
発⾒、看板等の落下防⽌をはじめとした屋外広告物の適正管理の指導等によ
り、安全な避難経路の確保に向けた取組みを進める。

・国土交通省が設定した屋外広告物適正化旬間（9/1〜9/10）に合わせ、市政だより
9/1号にて安全点検を呼びかけた。
・屋外広告物許可申請の際に、５年を経過した広告物については安全点検確認書の提
出を義務付け、広告物の安全を確認している。

順調 ー

住宅都市みどり
局

1 1-1 (4) ▶歩道や自転⾞通⾏空間の整備、平常時のパトロールによる道路の異常の早期
発⾒、看板等の落下防⽌をはじめとした屋外広告物の適正管理の指導等によ
り、安全な避難経路の確保に向けた取組みを進める。

・⽇常的にパトロールを実施し、道路の破損等の早期発⾒・早期補修することで、事
故防⽌に努めている。
・道路占用物については、占用者に対し、適切な維持管理を⾏うよう条件を付して許
可している。

順調 ー

道路下⽔道局

1 1-1 (4) ▶⽇頃から安全な避難経路を確認しておくよう、市⺠への広報・啓発を⾏う。 ・市政だよりやホームページなどによる広報、出前講座や市⺠防災の⽇講演会での啓
発を実施。 やや順調 ー

市⺠局

1 1-1 (4) ▶社会福祉施設、学校等公的施設について、実践的な避難訓練の実施や、実効
的なマニュアルの整備を継続的に⽀援する。

・避難確保計画の作成や避難訓練の実施について、所管施設（児童養護施設など）へ
通知を送付するとともに、障がい児施設については、障がい者福祉避難所運営マニュ
アル（R2.6⽉改定作成）を協定締結施設に配布している。
・障がい児施設については、障がい者福祉避難所運営マニュアル（R2.6⽉改定作
成）を協定締結施設に配布している。
・地域防災計画に基づいた保育施設等における避難確保計画の作成や⾒直し、訓練実
施について対象施設へ通知し、訓練実施報告の提出を促している。
・保育施設においては、以下について監査で確認し、必要に応じ助⾔指導を⾏ってい
る。
 ①消火訓練・避難訓練を⽉1回実施
 ②緊急時の対応の具体的内容及び手順、職員の役割分担、避難訓練計画等に関する
マニュアルの作成
 ③こどもの安全を確保するための安全計画の作成

順調 ー

こども未来局

1 1-1 (4) ▶社会福祉施設、学校等公的施設について、実践的な避難訓練の実施や、実効
的なマニュアルの整備を継続的に⽀援する。

・運営指導や集団指導等で⽀援・啓発・周知を⾏った。
・避難訓練の実施状況については、事業所に対して定期的に通知し、避難訓練実施促
進に努めている。

順調 ー

福祉局

1 1-1 (4) ▶社会福祉施設、学校等公的施設について、実践的な避難訓練の実施や、実効
的なマニュアルの整備を継続的に⽀援する。

・全児童クラブで「安全計画」を策定し、施設や設備等の安全点検、児童の安全確保
のための訓練や研修を計画的に実施している。
・各学校で、学校の危機管理マニュアルに基づき、火災や風⽔害、地震や津波などに
対応する訓練を計画的に実施している。

順調 ー

教育委員会



1-2 密集市街地や不特定多数が集まる施設における大規模⽕災による多数の死傷者の発⽣

（１）防災上安全な市街地の形成

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

1 1-2 (1) ▶木造密集、道路狭あい地域等の防御困難地域の把握、調査を⾏うとともに、
消防活動計画等の修正や作成を⾏い、対応強化を図る。

・防ぎょ困難地域を把握、調査し、消防活動計画の修正を⾏った。
順調 ー

消防局 ○指定緊急避難場所（屋外）数

1 1-2 (1) ▶幅員4ｍ未満の狭あいな道路を解消するため、４mまでの拡幅に必要な用地
については寄付を受け、道路の拡幅整備を推進する。

・狭あい道路整備延⻑（路線整備型）︓約8.5km（R6年度末時点）
順調 ー

道路下⽔道局

1 1-2 (1) ▶避難場所となる⾝近な公園の適正配置を⾏う。また、既存公園のリニューア
ルなどの機会には、避難場所としても活用できるよう整備するなど防災機能の
向上に取り組む。

・⾝近な公園の整備を実施した。
 ＊R６整備箇所数   6箇所（浦田南公園 等）
・既存公園の再整備を実施した。
 ＊R６再整備箇所数 ２９箇所
  内、地区避難場所  1３箇所（広域避難場所９箇所を含む）

順調 ー

住宅都市みどり
局

1 1-2 (1) ▶臨海部における避難場所となる港湾緑地の整備を進める。 ・アイランドシティはばたき公園の整備を⾏った。（整備済み⾯積︓7.2ha/12ha）
順調 ー

港湾空港局

1 1-2 (1) ▶道路等の配置の状況や土地利用状況等を踏まえて、道路、河川、鉄道等によ
り延焼遮断帯を形成し、原則200ha以下となるように都市防火区画を設定す
る（市街化調整区域に⾯する部分などを除く）。

・商業地域等において幹線道路沿線への防火・準防火地域の指定により、建築物の耐
火性能を向上させることで、延焼遮断帯の形成を促進している。 順調 ー

住宅都市みどり
局

1 1-2 (1) ▶延焼を防ぐ公園等のオープンスペースの整備や緑化を推進する。 ・⾝近な公園の整備を実施した。
 ＊R６整備箇所数   6箇所（浦田南公園 等）
・既存公園の再整備を実施した。
 ＊R６再整備箇所数 ２９箇所
  内、地区避難場所  1３箇所（広域避難場所９箇所を含む）

順調 ー

住宅都市みどり
局

1 1-2 (1) ▶都心部においては、避難⼈⼝が多いことから、⺠間開発にあわせたオープン
スペース及び避難空間の確保や公園等の整備を推進する。

・⺠間開発の機会を捉え、セットバックによる歩⾏者空間の確保や広場の創出等を含
むまちづくりの取組みに応じて容積率の緩和を⾏う「都心部機能更新誘導方策」の適
用に向けた協議を実施した。
・都心部にある既存公園の再整備を実施した。
 R６再整備箇所数   ２箇所（⻑浜公園・清流公園）

順調 ー

住宅都市みどり
局

1 1-2 (1) ▶新市街地の整備に当たっては、土地区画整理事業等により計画的に都市基盤
整備を図るとともに土地利用計画を適切に定め、都市防災にも配慮した良好な
市街地環境の形成に努める。また、既成市街地において、防災上危険な地域に
ついては、住⺠を主体とするまちづくりの気運の高まりに応じ、土地区画整理
事業や市街地再開発事業等の⾯的な整備手法による⽼朽建築物の更新及び防災
拠点となる公園等のオープンスペース、避難路となる区画道路等の公共施設の
整備に努める。

・都市防災にも配慮した良好な市街地環境の形成を図るため、5地区において土地区
画整理事業を施⾏中。
（貝塚駅周辺地区、橋本駅前地区、竹丘町３丁目地区、博多の森地区、周船寺駅南地
区） 順調 ー

住宅都市みどり
局

1 1-2 (1) ▶幅員４ｍ未満の道路が多い地区にあっては、建築物の建て替えにあわせた
セットバック（壁⾯後退）や、危険なブロック塀の除却等を促進することによ
り、地区の避難・防災活動が確保できる空間を確保する。

・狭あい道路整備延⻑（個別整備型）︓約15.4km（R6年度末時点 ※対象は市内全
域）
・危険なブロック塀等に対してブロック塀等除却費補助を⾏った。（R4︓77件、
R5︓87件、R6︓68件 ※対象は市内全域）

順調 ー

住宅都市みどり
局

R4 R5 R6
381 385 387



（２）消防機能の充実・強化

1 1-2 (2) ▶事業所・店舗等に対して、計画的に⽴⼊検査を実施し、適切な防火管理体制
の確保、消防用設備等の適正な維持・管理の指導を実施する。

・年間を通じて、⽴⼊検査を実施しており、令和６年度は7,800棟の⽴⼊検査を実施
し、不備事項の改善を指導した。 順調 ー

消防局 ●設備設置指導施設数

1 1-2 (2) ▶継続的にスプリンクラー等設備の設置指導を実施するとともに、消防団の活
動体制の強化に向けた活動訓練の充実化を図る。

・スプリンクラー設備の設置指導については、令和７年３⽉末時点で４施設に対して
設置指導を⾏っている。
・消防署と消防団の連携訓練を実施し、活動訓練の充実化を図った。

順調 ー

消防局

1 1-2 (2) ▶地域防災⼒の要となる消防団員の充足率100%を目指し、消防団器具置場の
建替えや被服・各種資機材の更新等により活動環境の充実を図るとともに、訓
練や研修の機会等を通じた消防団員の災害対応⼒の向上を進める。

・消防団の被服・装備を計画的に更新した。
・消防団で実施する訓練や消防学校における教育、研修等の中で、災害対応⼒の向上
を図った。

順調 ー

消防局

1 1-2 (2) ▶消防⾞両・資機材の計画的な更新・整備を推進するとともに、防火⽔槽や河
川等の無限⽔利を活用した消防⽔利の確保対策等を推進し、消防⼒の維持・向
上を図る。

・消防⾞両・資機材の更新・整備については、更新・整備計画を定め、概ね計画通り
に進んでいる。
・消防⽔利は充足済みである。防火⽔槽等、⽼朽化する等して修繕が必要なものにつ
いては、適宜対応を⾏ってる。

順調 ー

消防局

1 1-2 (2) ▶⼤規模地震による火災発生予防や延焼防⽌策を推進するため、出火防⽌に効
果が高い感震ブレーカーの設置や住宅用火災警報器の設置・更新、初期消火器
具の設置等について、啓発チラシ等による地域への働きかけや、地域における
防災訓練等による啓発指導を通じ、火災予防対策の重要性の周知を図る。

「災害に強い地域づくり講座」を実施した。
 ＊R６︓778回､35,561⼈
・地域等に対して、防災に関する講話や訓練を実施 順調 ー

消防局

（３）⽕災避難対策の推進

1 1-2 (3) ▶災害対策本部の運営訓練の振り返りや実際の災害対応などを踏まえ、災害対
策本部の組織体制、災害対応⽀援システム、避難情報の発令基準及び伝達手段
等について、必要な⾒直しを継続的に⾏うとともに、引き続き、防災・避難訓
練や防災研修を推進する。

・災害対策本部組織の⾒直しを⾏っている。
・災害対策本部の運営訓練を⾏うとともに、各種災害に関する研修を⾏った。

順調 ー

市⺠局

1 1-2 (3) ▶地下鉄においては、全線・全駅の客用トイレに光警報装置を設置するなど、
災害時における避難対策の充実化を図る。

・令和3年度に全線・全駅の客用トイレに光警報装置の設置が完了した。
 ＊R2:30駅→R3:全35駅
・七隈線延伸駅（櫛田神社前駅、博多駅）は開業当初(R5.3.27)から客用トイレに光
警報装置の設置を完了している。

順調 ー

交通局

1 1-2 (3) ▶地域防災計画に各交通機関の災害時の対応を定めており、初期消火訓練、通
報訓練、避難誘導訓練等の実施を促進するなど、その実効性を高めていく。

・下記の訓練を令和６年度中に実施した。
  隣接ビルとの通報連絡訓練を各管区駅にて毎⽉実施
  ⾞両火災、駅構内火災を想定した初期消火、連絡通報、避難誘導訓練を各管区駅
にて、年2回実施

順調 ー

交通局

R4 R5 R6 目標
R7

10施設 9施設 ４施設 ０施設



1-3 津波・高潮による多数の死傷者の発⽣

（１）海岸保全施設及び港湾施設の改修・維持管理

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

1 1-3 (1) ▶海岸保全施設の⻑寿命化計画、港湾施設の維持管理計画に基づき、適切に維
持管理を⾏うとともに、優先度の高い施設から計画的に改修を⾏い、施設の健
全性確保に努める。

・海岸保全施設及び港湾施設について、⻑寿命化計画及び維持管理計画に基づき点検
や調査を実施し、和⽩地区の護岸改良や、⾹椎パークポート地区かもめ⼤橋舗装補修
等、計画的に補修を⾏った。

順調 〇

港湾空港局

1 1-3 (1) ▶漁港区域において、福岡県の海岸保全基本計画で定めた高潮・波浪の計画天
端高を基準とした施設の整備等を推進するため、個別施設計画に基づき、優先
度の高い施設から計画的に改修、維持管理を⾏い、施設の健全性確保を推進す
る。

・平成29〜30年度︓⻑寿命化計画策定
・令和元年度〜︓漁港海岸保全のため点検等を実施

順調 ー

農林⽔産局

（２）津波ハザードマップ，高潮ハザードマップの公表

1 1-3 (2) ▶ハザードマップを活用し、出前講座や市政だより、各種イベント等を通じ
て、災害から⾝を守るための適切な避難⾏動を周知するなど、引き続き、市⺠
に対する積極的な啓発に取り組む。

・市政だよりやホームページなどによる広報、出前講座、市⺠防災の⽇講演会での啓
発を実施。 やや順調 ー

市⺠局

1 1-3 (2) ▶国や県の動向を踏まえ、適宜ハザードマップの更新を⾏う。 ・国や県の動向を踏まえ、必要に応じハザードマップを更新している。 順調 ー 市⺠局

（３）津波・高潮避難対策の推進

1 1-3 (3) ▶津波や高潮からの避難を確実に⾏うため、情報伝達手段の多様化、避難場所
の確保、市⺠や⼩中学校の児童・生徒等を対象とした防災教育等を継続的に実
施していく。

・以下の情報伝達手段にて避難情報を配信している。
  福岡市防災メール
  緊急速報メール
  福岡市防災気象情報ホームページ
  防災アプリ「ツナガル＋」
  福岡市LINE公式アカウント
  福岡市Xアカウント
  FAX/固定電話の音声案内（要配慮者のみ）
・避難場所として、公⺠館や⼩学校などを指定。
・防災教育の⽀援として教員向け研修や、児童・生徒を対象とした出前講座の実施な
ど教育委員会と連携して実施。

順調 ー

市⺠局

1 1-3 (3) ▶災害対策本部の運営訓練の振り返りや実際の災害対応などを踏まえ、災害対
策本部の組織体制、災害対応⽀援システム、ガイドラインに基づく避難情報の
発令基準及び伝達手段等について、必要な⾒直しを継続的に⾏う。

・災害対策本部組織の⾒直しを⾏っている。
・風⽔害訓練を実施した。 順調 ー

市⺠局

1 1-3 (3) ▶引き続き避難場所標識への海抜表⽰や、津波に関する情報伝達方法などの検
討を⾏うとともに、最⼤の津波浸⽔想定区域に基づく避難対象区域を⽰し、避
難の考え方や津波避難対策の周知を図ること等により、津波避難意識の向上・
醸成に向けた積極的・継続的な啓発を推進していく。

・避難場所標識に海抜を表⽰している。
・津波浸⽔想定区域に基づく津波ハザードマップを公開（H29.11）しており、避難
の考え方や津波避難対策の周知を図っている。 順調 ー

市⺠局

1 1-3 (3) ▶避難⾏動要⽀援者名簿の提供に関する条例を制定し、地域への名簿情報の提
供を拒否された方を除き、要⽀援者の情報を平常時から地域に提供できるよう
にする。

・令和２年度末に避難⾏動要⽀援者名簿の提供に関する条例を制定。
・令和３年度名簿から条例に基づき推定同意者を登載した名簿を作成配布。 順調 ー

市⺠局

1 1-3 (3) ▶避難⾏動要⽀援者名簿を活用した地域による要⽀援者の把握を推進するとと
もに、要⽀援者⽀援の取組みが進むよう地域を⽀援していく。

・令和３年度に避難⾏動要⽀援者⽀援ガイドブックを改訂。
・個別避難計画作成ワークショップを継続実施。 順調 ー

市⺠局 ○避難⾏動要⽀援者名簿の登載者数

1 1-3 (3) ▶避難情報配信システムへの高齢者などの登録率の向上に向け、周知してい
く。

・市政だより等を活用し、市⺠に周知啓発を⾏っている。
やや順調 ー

市⺠局

1 1-3 (3) ▶防災講演会・訓練の充実を図る。 ・「市⺠防災の⽇」講演会を実施（3/20）
・区防災訓練の実施（東区︓5/18、博多区︓10/20、中央区︓2/8、南区︓10/27
（中⽌）、城南区︓6/15、早良区︓5/25、⻄区︓10/20）

順調 ー

市⺠局

1 1-3 (3) ▶津波による被害が予想され、迅速な避難が困難な地域においては、公共施設
の指定や⺠間施設等との協定による津波避難ビルの確保を推進していく。

令和6年度には新たに指定緊急避難場所を３箇所追加した。
順調 ー

市⺠局

R4 R5 R6
19,504 18,288 17,005



（４）地下街・要配慮者施設等での浸水対策・避難確保

1 1-3 (4) ▶「雨⽔整備 レインボープラン」等に基づき、計画的な浸⽔対策を着実に推
進していく。

・雨⽔整備レインボープラン天神に基づき、雨⽔幹線等の整備を実施した。
順調 〇

道路下⽔道局

1 1-3 (4) ▶「天神地下街浸⽔時避難確保・浸⽔防⽌計画（浸⽔時対応マニュアル）」、
「博多駅地下街浸⽔時避難確保・浸⽔防⽌計画（浸⽔時対策マニュアル）」を
活用し、浸⽔に備えた資機材の準備や避難経路図の整備等、従業員への計画周
知等を進めていくよう、継続して地下街所有者に周知する。

・協議会等の機会を利用し、地下街所有者へ周知している。

やや順調 ー

市⺠局

1 1-3 (4) ▶地下街等の所有者⼜は管理者に、洪⽔時の円滑かつ迅速な避難の確保及び浸
⽔防⽌に関する計画に基づき、避難誘導、浸⽔防⽌活動等の訓練を実施するよ
う周知する。

・天神地下街、博多地下街ともに、R6.5に訓練を実施している。

順調 ー

市⺠局

1 1-3 (4) ▶要配慮者利用施設に対して、⽔防法に基づき、浸⽔に備えた資機材の準備や
避難経路図の整備等について記載した避難確保計画を作成し、災害発生時には
迅速な対応を⾏えるよう、施設管理者に周知を図る。

・避難確保計画の作成について
  浸⽔想定区域1,480件中、1,233件策定済。
  内⽔想定区域31件中、29件策定済。
  高潮想定区域1,444件中、1,238件策定済み
  津波浸⽔想定区域14件中、11件策定済。
・避難確保計画の作成状況については、事業所に対して定期的に調査を⾏い、計画作
成促進に努めている。

やや順調 ー

市⺠局 ○要配慮者利用施設における避難確保計画の作成数

R4 R5 R6
1,014 1,079 1,233



1-4 突発的⼜は広域かつ⻑期的な市街地等の浸水による多数の死傷者の発⽣

（１）河川改修事業の推進

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

1 1-4 (1) ▶⼤雨による河川の氾濫を防⽌し、浸⽔被害の軽減を図るため、河川改修を推
進する。

・都市基盤河川改修事業（⾦屑川、⽔崎川、周船寺川）
【改修延⻑】
＊周船寺川改修延⻑ R1︓15m、R2︓18m、R３︓0m、Ｒ４︓22ｍ、Ｒ５︓53
ｍ、R6︓14ｍ
＊⽔崎川改修延⻑  R1︓0m、R2︓7m、R３︓53m、Ｒ４︓０ｍ、Ｒ５︓０ｍ、
R6︓0m（R6年度事業完了）
＊⾦屑川改修延⻑  R1︓47m、R2︓44m、R３︓90m、Ｒ４︓49ｍ、Ｒ５︓27
ｍ、R6︓30m
【実施内容】
 護岸改修、橋梁架替、堰撤去、設計・調査、用地買収など
・福岡都市圏域総合流域防災事業（⾹椎川、若久川）
【改修延⻑】
 ＊⾹椎川改修延⻑ R1︓0m、R2︓0m、R３︓0m、R４︓0m、Ｒ５︓０ｍ、
R6︓0m
 ＊若久川改修延⻑ R1︓0m、R2︓0m、R３︓0m、R４︓0m、Ｒ５︓０ｍ、
R6︓0m
【実施内容】
 附帯⼯事、設計・調査

遅れている 〇

道路下⽔道局 ●治⽔安全度の低い河川における河川整備達成率

1 1-4 (1) ▶都市基盤河川改修事業（⾦屑川、⽔崎川、周船寺川）、福岡都市圏域総合流
域防災事業（⾹椎川、若久川）を推進する。

・都市基盤河川改修事業（⾦屑川、⽔崎川、周船寺川）
【改修延⻑】
＊周船寺川改修延⻑ R1︓15m、R2︓18m、R３︓0m、Ｒ４︓22ｍ、Ｒ５︓53
ｍ、R6︓14ｍ
＊⽔崎川改修延⻑  R1︓0m、R2︓7m、R３︓53m、Ｒ４︓０ｍ、Ｒ５︓０ｍ、
R6︓0m（R6年度事業完了）
＊⾦屑川改修延⻑  R1︓47m、R2︓44m、R３︓90m、Ｒ４︓49ｍ、Ｒ５︓27
ｍ、R6︓30m
【実施内容】
 護岸改修、橋梁架替、堰撤去、設計・調査、用地買収など
・福岡都市圏域総合流域防災事業（⾹椎川、若久川）
【改修延⻑】
 ＊⾹椎川改修延⻑ R1︓0m、R2︓0m、R３︓0m、R４︓0m、Ｒ５︓０ｍ、
R6︓0m
 ＊若久川改修延⻑ R1︓0m、R2︓0m、R３︓0m、R４︓0m、Ｒ５︓０ｍ、
R6︓0m
【実施内容】
 附帯⼯事、設計・調査

遅れている 〇

道路下⽔道局

R4 R5 R6 目標
R5

67% 67% 67% 75%



（２）治水池の整備

1 1-4 (2) ▶降雨時の河川への急激な流れ込みを緩和するため、洪⽔調節効果が⾒込まれ
る農業用ため池の治⽔池としての再整備や、既存治⽔池の機能向上等に取り組
む。

・流域貯留浸透事業（五ケ村池、道手池）
【整備した貯留量】
 ＊五ケ村池 R1︓0m3、R2︓0m3、R３︓0m3、Ｒ４︓0m3、Ｒ５︓0m3、
R6:0m3
 ＊道手池  R1︓0m3、R2︓0m3、R３︓0m3、Ｒ４︓0m3、Ｒ５︓0m3、
R6:0m3
【実施内容】
 設計・調査
・雨⽔貯留施設整備事業（コウザイ池）
【整備した貯留量】
 ＊コウザイ池 R1︓5,300m3、R2︓0m3、R３︓0m3、Ｒ４︓0m3、
Ｒ５︓0m3、R6:0m3
【実施内容】
 放流施設改良

遅れている ー

道路下⽔道局 ●河川への雨⽔流出抑制効果の高い治⽔池の貯留量

1 1-4 (2) ▶流域貯留浸透事業（那珂川流域、樋井川流域）を推進する。 ・流域貯留浸透事業（五ケ村池、道手池）
【整備した貯留量】
 ＊五ケ村池 R1︓0m3、R2︓0m3、R３︓0m3、Ｒ４︓0m3、Ｒ５︓0m3、
R6:0m3
 ＊道手池  R1︓0m3、R2︓0m3、R３︓0m3、Ｒ４︓0m3、Ｒ５︓0m3、
R6:0m3
【実施内容】
 設計・調査

遅れている ー

道路下⽔道局

（３）ため池の安全性向上

1 1-4 (3) ▶豪雨によるため池決壊の被害を未然に防⽌する目的で、安全性の向上のため
の調査や堤体の補強、緊急時の連絡体制の整備を推進する。また、農業用途が
なくなったため池の貯⽔機能を廃⽌するための⼯事を進める。

防災重点農業用ため池において調査や⼯事等を実施。
・洪⽔吐調査
 R2︓82箇所(池)、R3︓88箇所(池)、R4︓35箇所(池)
・劣化状況評価
 R3︓27箇所(池)、R4︓180箇所(池)、R5︓24箇所(池)
・⽔位監視システム設置
 R6︓6箇所(池)
・洪⽔吐改良（応急）⼯事
 R5︓2箇所(池)、R6︓2箇所(池)
・耐震調査
 R3︓2箇所(池)、R6︓2箇所(池)
・防災対策⼯事等が完了した箇所
 R2︓6箇所(池)、R3︓8箇所(池)、R4︓7箇所(池)、R5︓7箇所(池)、
 R6︓9箇所(池)

やや順調 〇

農林⽔産局 ○特措法に基づく防災対策⼯事等が完了したため池数

（４）河川点検及び補修等の実施

1 1-4 (4) ▶河川の維持管理計画等に基づいた施設の計画的な維持管理に取り組む。 ・「福岡市河川施設アセットマネジメント実⾏計画」に基づき、健全度評価に応じた
護岸補修等を⾏った。
 ＊R6:6河川（駄ヶ原川、若久川、七隈川、吉塚新川、⼗郎川、⾹椎川）

順調 ー

道路下⽔道局

1 1-4 (4) ▶河川メンテナンス事業（吉塚新川、上牟田川、綿打川、⽔崎川排⽔機場）を
推進する。

・「福岡市河川管理施設⻑寿命化計画」に基づき、排⽔機場の機械設備の維持修繕及
び更新等を⾏った。
 ＊R6:4排⽔機場（吉塚新川、上牟田川、田尻川、⽔崎川排⽔機場）

順調 ー

道路下⽔道局

（５）都市部における⾬水流出抑制策の推進

1 1-4 (5) ▶「福岡市雨⽔流出抑制指針」に基づき、本市所管の公共施設を対象とした雨
⽔流出抑制の取組みに、自然環境が有する多様な機能（グリーンインフラ）を
活用し、引き続き雨⽔流出抑制を推進する。

・雨⽔流出抑制について全庁を挙げて、⻑期的・継続的に各局等が連携し取組みを推
進している。
 ＊雨⽔貯留施設 720,614ｍ3、浸透側溝 166km

－ ー

道路下⽔道局 〇雨⽔流出抑⽌施設の整備状況

R4 R5 R6 目標
R5

16,790㎥ 16,790㎥ 16790㎥ 43,687㎥

R4 R5 R6
7 7 9

R4 R5 R6
716,024m3 717,330m3 720,614m3



（６）浸水対策の推進（都心部の浸水対策等）

1 1-4 (6) ▶「雨⽔整備Doプラン2026」及び「雨⽔整備 レインボープラン」等に基づ
き、計画的な浸⽔対策を着実に推進していく。

・雨⽔整備Doプラン2026に基づき、雨⽔管等の整備を実施した。
 ＊R6完了︓５地区（井相田、中洲、市崎、姪浜、福重） 順調 〇

道路下⽔道局 ○「雨⽔整備Doプラン2026」の推進

（７）地下施設の浸水対策

1 1-4 (7) ▶地下街等に接続する各施設所有者または管理者に対し、⽔防対策の重要性を
啓発するとともに、「避難確保計画・浸⽔防⽌計画の作成」、「自衛⽔防組織
の設置」、「訓練の実施」についての指導・助⾔を継続して⾏う。

・協議会等の機会を利用し、避難確保・浸⽔防⽌計画の作成を促進している。
・自衛⽔防組織が設置され、毎年、訓練が実施されている。 やや順調 ー

市⺠局 ●避難確保・浸⽔防⽌計画作成率

1 1-4 (7) ▶地下空間施設管理者にインターネットFAXや防災メールへの登録を促し、防
災情報の提供による早めの避難⾏動や自主的な⽔防活動の促進に取り組む。

・インターネットＦＡＸや防災メールで防災情報を発信し、地下空間施設管理者へ早
めの避難⾏動や自主的な⽔防活動を促進している。 順調 ー

市⺠局

（８）洪水・内水ハザードマップ等の公表

1 1-4 (8) ▶「洪⽔ハザードマップ」や「内⽔ハザードマップ」を作成・公表し、地下街
等の施設所有者⼜は管理者に対して周知・啓発を図る。

・ハザードマップのホームページ掲載や印刷物の配布、また複数の災害リスクを重ね
合わせて表⽰できるWeb版の「総合ハザードマップ」を配信している。 順調 ー

市⺠局 ●内⽔ハザードマップの作成・配布

1 1-4 (8) ▶ハザードマップを活用し、出前講座や市政だより、各種イベント等を通じ
て、継続的に市⺠に対し、適切な避難⾏動を周知するとともに、国や県の動向
を踏まえ、適宜ハザードマップの更新を⾏う。

・市政だよりやホームページなどによる広報、出前講座や市⺠防災の⽇講演会での啓
発を実施。 やや順調 ー

市⺠局

（９）浸水避難対策の推進

1 1-4 (9) ▶災害対策本部の運営訓練の振り返りや実際の災害対応などを踏まえ、災害対
策本部の組織体制、災害対応⽀援システム、ガイドラインに基づく避難情報の
発令基準及び伝達手段等について、必要な⾒直しを継続的に⾏う。

・災害対策本部組織の⾒直しを⾏っている。
・災害対策本部の運営訓練を⾏うとともに、各種災害に関する研修を⾏った。 順調 ー

市⺠局

1 1-4 (9) ▶市⺠が災害時に自主的に避難⾏動を取ることができるよう、河川⽔位計、河
川監視カメラ等の観測機器を適切に維持・管理するとともに、ホームページで
公開し、情報提供していく。

・河川⽔位計、河川監視カメラ等の観測機器を適切に維持・管理するとともに、ホー
ムページで公開し、情報提供している。 順調 ー

市⺠局

1 1-4 (9) ▶避難⾏動要⽀援者名簿の提供に関する条例を制定し、地域への名簿情報の提
供を拒否された方を除き、要⽀援者の情報を平常時から地域に提供できるよう
にする。

・令和２年度末に避難⾏動要⽀援者名簿の提供に関する条例を制定。
・令和３年度名簿から条例に基づき推定同意者を登載した名簿を作成配布。 順調 ー

市⺠局

1 1-4 (9) ▶⼤規模な地下街を有する天神周辺地区についても、引き続き⽔位周知下⽔道
の検討を進めていく。

・天神周辺地区においても令和6年5⽉27⽇に⽔位周知下⽔道を指定し、下⽔道の⽔
位情報をリアルタイムで閲覧でいるホームページや福岡市防災メールによる内⽔氾濫
危険情報の提供を開始している。

順調 〇

道路下⽔道局

1 1-4 (9) ▶局地的な⼤雨や台風などの被害が頻発していることを踏まえ、風⽔害被害の
甚⼤さ、周囲の状況や情報収集に基づく早期避難⾏動の重要性などについて、
「防災センター」において、風雨や流⽔、浸⽔の体験ができるような、風⽔害
用の教育コンテンツ・プログラムの充実を図ることにより、市⺠の風⽔害に対
する避難意識の醸成を積極的に推進していく。

・防災センターの体験施設（VR防災体験装置、地震体験コーナー等）を利用し被災
時の対応及び備えの重要性を周知した。
 ＊来館者数 R5︓65,039⼈ R6︓64,217⼈
・被災時の対応及び備えについての動画（オンライン来館）をYoutube上に公開し被
災時の対応及び備えの重要性を周知した。

順調 ー

消防局 ○防災センターの利用者数

1 1-4 (9) ▶避難⾏動要⽀援者名簿を活用した地域による要⽀援者の把握を推進するとと
もに、要⽀援者⽀援の取組みが進むよう地域を⽀援していく。

・令和３年度に避難⾏動要⽀援者⽀援ガイドブックを改訂。
・個別避難計画作成ワークショップを継続実施。 順調 ー

市⺠局

R4 R5 R6
４地区 ４地区 5地区

R4 R5 R6 目標
R9

52.6% 52.6% 61.5% 100%

R4 R5 R6 目標
R4

100% 100% 100% 100%

R4 R5 R6
52,168 65,039 64,217



1-5 土砂災害等による多数の死傷者の発⽣

（１）土砂災害警戒区域等に係る対策

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

1 1-5 (1) ▶防災危険個所の点検を実施し、必要に応じてのり⾯保護や擁壁改修等の⼯事
を推進する。

・R6.6 早良区荒江 墓地崖地法⾯保護⼯事実施。
・他の個所も引き続き、防災危険個所の点検を実施していく。 やや順調 ー

財政局

1 1-5 (1) ・擁壁改修等の⼯事に向けた設計等を⾏った。
 ＊R6︓1公園
・擁壁改修等の⼯事を⾏った。
 ＊R6︓8公園

やや順調 ー

住宅都市みどり
局

1 1-5 (1) ▶宅地防災⼯事資⾦融資制度の周知を図り、防災⼯事を促進する。 ・宅地防災⼯事資⾦の融資実績なし
－ ー

住宅都市みどり
局

1 1-5 (1) ▶⽇常の道路パトロールに加え梅雨時期や⼤雨後に重点パトロールを実施す
る。

・⽇常の道路パトロールに加え、梅雨時期に土砂流出や道路冠⽔等の危険箇所の重点
パトロールを実施している。 順調 ー

道路下⽔道局

1 1-5 (1) ▶災害発生前の対策や災害時の迅速な対応ができるよう、出⽔期の前に関係機
関合同で、防災危険個所の点検を実施する。

・５⽉に消防、警察と⽔防調整会議及び危険個所調査を⾏っている。＜東区＞
・毎年５⽉〜６⽉頃に、消防・警察と⽔防対策について協議及び訓練を⾏い、必要が
あれば現場確認を⾏っている。＜博多区＞
・R６.6.14 区内６個所実施済み。＜中央区＞
・R6.5⽉ 消防・警察とともに、区内５個所の点検を実施。＜南区＞
・R６.5.14 区内５箇所合同点検実施、その他の個所については同⽇会議にて情報
共有（警察・消防・区役所）＜城南区＞
・毎年6⽉ごろに警察・消防と⽔防対策の体制や危険個所について協議を⾏ってお
り、必要に応じて現地確認を実施している。＜早良区＞
・R6.5.10 関係機関（⻄警察署、⻄消防署）と⽔防対策について協議、情報共有を
実施。⻄区内の災害危険個所について各機関において点検を実施。＜⻄区＞

順調 ー

各区

1 1-5 (1) ▶危険な⼤規模盛土造成地の抽出は、現地踏査等による優先度評価計画（第⼆
次計画）を実施し、それに基づき優先度が高い箇所の地盤調査等（第⼆次調
査）を実施する。その結果、危険な箇所があれば、対策⼯事の実施を検討す
る。

・令和５年度で優先度評価計画（第⼆次計画）完了
・令和６年度から地盤調査等（第⼆次調査）に着手
→第⼆次計画によって抽出された調査対象箇所についてR6~R8にかけて第⼆次調査
を実施。

順調 〇

住宅都市みどり
局

（２）治山事業

1 1-5 (2) ▶事業主体である県に治山事業の必要性がある箇所について、引き続き要望を
実施する。

・県に対する治山事業の市要望件数 11箇所
順調 ー

農林⽔産局

（３）土砂災害ハザードマップ等の公表

1 1-5 (3) ▶土砂災害ハザードマップを活用し、出前講座や市政だより、各種イベント等
を通じて、継続的に市⺠に対し、適切な避難⾏動を周知するとともに、国や県
の動向を踏まえ、適宜ハザードマップの更新を⾏う。

・県の土砂災害警戒区域等の調査結果に基づき、適宜ハザードマップの更新を⾏って
いる。
・市政だよりやホームページなどによる広報、出前講座での啓発を実施。

順調 ー

市⺠局

1 1-5 (3) ▶避難勧告等の発令情報を土砂災害警戒区域内の各町内に提供し、実効性のあ
る避難体制の強化を図っていく。

・地域及び区職員にて災害連絡網を構築し、避難指⽰等の発令情報や避難所開設状況
等の情報を提供している。＜７区＞
・避難情報発令様式を基に、各自治協議会⻑に情報を提供している。＜中央区＞
・SNSを活用し、地域及び区職員にて災害連絡網を構築し、避難指⽰等の発令情報や
避難所開設状況等の情報を提供している。＜城南区＞

順調 ー

各区



（４）警戒避難対策の推進

1 1-5 (4) ▶災害対策本部の運営訓練の振り返りや実際の災害対応などを踏まえ、災害対
策本部の組織体制、災害対応⽀援システム、ガイドラインに基づく避難情報の
発令基準及び伝達手段等について、必要な⾒直しを継続的に⾏う。

・災害対策本部組織の⾒直しを⾏っている。
・災害対策本部の運営訓練を⾏うとともに、各種防災に関する研修を⾏った。 順調 ー

市⺠局

1 1-5 (4) ▶土砂災害ハザードマップを活用し、出前講座や市政だより、各種イベント等
を通じて、継続的に市⺠に対し、適切な避難⾏動を周知するとともに、自主的
な避難⾏動の促進につながるよう、引き続き、土砂災害フィールドワークを実
施していく。

・市政だよりやホームページなどによる広報、出前講座での啓発を実施。
・土砂災害フィールドワークやワークショップによる避難経路の確認を実施。

やや順調 ー

市⺠局 ○土砂災害フィールドワーク実施数

1 1-5 (4) ▶防災メールによる避難情報の配信や土砂災害警戒区域内に位置する要配慮者
利用施設へのFAX送信等により、警戒区域内の住⺠に対する情報伝達を徹底す
る。また、自主防災組織での連絡体制づくりの促進など、市⺠の自発的な避難
⾏動につながる取組みを進めていく。

・要配慮者が利用する施設について、関係課と連携し、FAXによる避難情報が配信で
きる体制を整えている。また、自主防災組織等の地域における連絡体制づくりの促進
を継続して図っていく。 順調 ー

市⺠局

1 1-5 (4) ▶避難⾏動要⽀援者名簿の提供に関する条例を制定し、地域への名簿情報の提
供を拒否された方を除き、要⽀援者の情報を平常時から地域に提供できるよう
にする。

・令和２年度末に避難⾏動要⽀援者名簿の提供に関する条例を制定。
・令和３年度名簿から条例に基づき推定同意者を登載した名簿を作成配布。 順調 ー

市⺠局

1 1-5 (4) ▶避難⾏動要⽀援者名簿を活用した地域による要⽀援者の把握を推進するとと
もに、要⽀援者⽀援の取組みが進むよう地域を⽀援していく。

・令和３年度に避難⾏動要⽀援者⽀援ガイドブックを改訂。
・個別避難計画作成ワークショップを継続実施。 順調 ー

市⺠局

1 1-5 (4) ▶避難情報配信システムへの高齢者などの登録率の向上に向け、周知してい
く。

・市政だより等を活用し、市⺠に周知啓発を⾏っている。
順調 ー

市⺠局 ○避難情報配信システム登録数

R4 R5 R6
1 0 0

R4 R5 R6
1,178 1,040 1,034



1-6 情報伝達の不備・途絶等による多数の死傷者の発⽣

（１）総合ハザードマップの構築・公開

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

1 1-6 (1) ▶総合ハザードマップを活用し、出前講座や市政だより、各種イベント等を通
じて、継続的に市⺠に対し、適切な避難⾏動を周知していく。

・市政だよりやホームページなどによる広報、出前講座、市⺠防災の⽇講演会での啓
発を実施。 やや順調 ー

市⺠局

1 1-6 (1) ▶総合ハザードマップの情報を適宜、更新・追加し、適切に市⺠に対する情報
提供を⾏っていく。

・土砂災害警戒区域等の変更に伴う更新等を適時⾏った。
順調 ー

市⺠局

（２）校区安全安心マップの更新⽀援

1 1-6 (2) ▶災害発生時に地域住⺠が安全かつ迅速に避難⾏動がとれるよう、安全安心
マップの作成・更新を⾏い、災害リスクや避難⾏動について周知・啓発を図
る。

・令和３年度末を以て東区全校区にてマップ作成を完了したため、令和４年度以降
は、マップ内容については校区の主体性を活かしたものとしつつ、マップの印刷費の
⽀援を⾏った。（令和６年度⽀援実施︓３校区）＜東区＞
・全校区安全安心マップを作成済み。各校区に配布している地図クリエーターを基に
各校区にて作成・更新を依頼している。＜博多区＞
・３校区において安全安心マップの更新を実施した。＜中央区＞
・全校区安全安心マップを作成済。令和６年度は２校区の更新作業を⽀援。
＜城南区＞
・令和元年度に早良区内25校区のマップ作成は完了している。しかし、マップ更新
について地域からの要望が少ないため、令和５年度より再度マップ更新に関する案内
を早良区２５校区へ送付。（令和６年度⽀援実施︓２校区）＜早良区＞
・⻄区内４校区において、地域住⺠と協⼒して、既存の安全安心マップの更新を⾏
い、全⼾配布できる部数の印刷を⾏った。（配布は地域による）＜⻄区＞

順調 ー

各区

（３）通信インフラを用いた避難誘導⽀援

1 1-6 (3) ▶災害対策本部の運営訓練の振り返りや実際の災害対応などを踏まえ、迅速に
避難誘導を実施することのできる情報伝達手段やその運用について、必要な⾒
直しを継続的に⾏う。

・Lアラートを使用した避難情報配信について、システムを所管する福岡県に対して
改善の提⾔を⾏った。 順調 ー

市⺠局

1 1-6 (3) ▶全国瞬時警報システム（Jアラート）の受信機を含め、防災⾏政無線を適切
に維持・管理し、災害発生時における緊急情報を⾏政機関等に瞬時に伝達する
ことで、市⺠の迅速な避難⾏動へ繋げていく。

・防災⾏政無線の保守に係る業務委託契約を⾏い、適切に維持・管理するとともに、
必要に応じ修理等の対応を⾏った。 順調 ー

市⺠局

1 1-6 (3) ▶操作研修や各種訓練等により、災害対応⽀援システムを円滑で効果的に運用
し、多様な情報伝達手段を活用することで、市⺠の迅速な避難⾏動に繋げてい
く。

・災害対応⽀援システム利用者に操作用マニュアルを配布した。
・各局、区、室の防災担当職員を集め、災害対応⽀援システムの操作研修を実施し
た。

順調 ー

市⺠局

1 1-6 (3) ▶報道機関との協定等による体制を維持するとともに、通信関連技術の発達や
近年の災害の教訓等を踏まえ、情報伝達手段を改善していく。

・災害時の連絡が滞りなく⾏われるよう、年度当初に報道機関の協定締結先の平時、
災害時の連絡先（担当者名、電話・FAX番号・メールアドレス等）を確認した。
・以下の情報伝達手段にて避難情報を配信している。
  福岡市防災メール
  緊急速報メール
  福岡市防災気象情報ホームページ
  防災アプリ「ツナガル＋」
  福岡市LINE公式アカウント
  福岡市Xアカウント
  FAX/固定電話の音声案内（要配慮者のみ）

順調 ー

市⺠局

1 1-6 (3) ▶防災⾏政無線については、確実な保守により安定的な運用を継続しつつ、通
信技術の進展を踏まえ、IP無線やMCA無線等、⺠間事業者が提供するサービ
スの活用も含め、情報伝達手段の多重化・多様化を推進していく。

・令和６年８⽉に基本設計が完了し、令和６年12⽉〜令和７年11⽉にかけて設備関
係の実施設計、令和７年２⽉〜７⽉にかけて建築関係の実施設計を実施している。 順調 ー

市⺠局 ○デジタル無線機（MCAアドバンス）の整備箇所数

R4 R5 R6
49 49 49



（４）通信インフラ以外の避難誘導⽀援

1 1-6 (4) ▶通信インフラ以外の避難誘導⽀援として、避難場所標識の整備を進めるとと
もに、地域や関係機関と連携しながら、迅速な避難⾏動を促す情報伝達体制を
整備する。

・令和６年度には新たに2施設に避難場所標識を整備し、設置率が98.9％となってい
る。
・要⽀援者の避難⽀援体制づくりへの⽀援を継続して実施している。

順調 ー

市⺠局 ○避難場所標識看板の設置数

1 1-6 (4) ▶地下鉄線各駅に設置する多⾔語対応避難誘導プラカードの活用と併せて、全
駅に配置しているタブレット端末より、必要なアプリがインストールされたス
マートフォンにお客さまが選択された⾔語で⽂字情報が表⽰される多⾔語案内
放送を駅構内に⾏う。

・地下鉄各駅において、多⾔語対応避難誘導プラカードの設置に加え、翻訳アプリを
活用して、多⾔語案内放送を実施。

順調 ー

交通局

（５）外国人の避難誘導⽀援

1 1-6 (5) ▶庁内関係部署と連携し、防災ホームページやハザードマップの多⾔語化、多
⾔語対応による電話相談や対⾯相談窓⼝の設置のほか、ホテル協会等との連携
強化等について、取組みを進める。

・⼤規模な災害が発生した場合には、「福岡市災害時外国⼈情報⽀援センター」を設
置し、外国⼈のための多⾔語での情報発信や相談・問い合わせ対応等を⾏うこととし
ている。

順調 ー
総務企画局 ○外国⼈における災害時の避難場所の認知率

1 1-6 (5) ▶庁内関係部署と連携し、防災ホームページやハザードマップの多⾔語化、多
⾔語対応による電話相談や対⾯相談窓⼝の設置のほか、ホテル協会等との連携
強化等について 取組みを進める

・英語・中国語・韓国語のハザードマップについて、防災ホームページへ掲載してい
る。 順調 ー

市⺠局

1 1-6 (5) ▶庁内関係部署と連携し、防災ホームページやハザードマップの多⾔語化、多
⾔語対応による電話相談や対⾯相談窓⼝の設置のほか、ホテル協会等との連携
強化等について、取組みを進める。

・福岡市ホテル旅館協会において、SNSを活用した災害時等における情報発信の実証
を実施【R3】
・外国⼈向け観光情報サイト内の災害情報ページを周知する広報ツールとしてカード
（英）を作成し、市内宿泊事業者60施設へ提供【R5】

順調 ー

経済観光⽂化局

1 1-6 (5) ▶地下鉄線各駅に設置する多⾔語対応避難誘導プラカードの活用と併せて、全
駅に配置しているタブレット端末より、必要なアプリがインストールされたス
マートフォンにお客さまが選択された⾔語で⽂字情報が表⽰される多⾔語案内
放送を駅構内に⾏う。

・地下鉄各駅において、多⾔語対応避難誘導プラカードの設置に加え、翻訳アプリを
活用して、多⾔語案内放送を実施。

順調 ー

交通局

1 1-6 (5) ▶外国⼈が多い地域において、災害発生時に外国⼈が円滑な避難および避難所
生活が送れるよう、多⾔語での防災マップの作成を⾏う。

・外国⼈住⺠が多い校区など必要に応じて、地域と協議し対応していく。＜早良区＞
－ ー

各区

（６）要配慮者への避難誘導⽀援

1 1-6 (6) ▶要配慮者利用施設への確実な情報伝達体制に必要な⾒直し等を継続的に⾏
う。

・要配慮者が利用する施設について、関係課と連携した更新に合わせ、FAXによる避
難情報が配信できる体制を整えている。 順調 ー

市⺠局

1 1-6 (6) ▶個別計画の作成や同計画に基づいた避難⽀援訓練の実施を⽀援するワーク
ショップを開催するなど、避難⽀援等関係者による避難⾏動要⽀援者名簿の活
用を促進する。

・個別避難計画作成ワークショップを継続実施。
順調 ー

市⺠局 ○避難⽀援訓練に係るワークショップ開催数（累計）

1 1-6 (6) ▶避難⾏動要⽀援者名簿の提供に関する条例を制定し、地域への名簿情報の提
供を拒否された方を除き、要⽀援者の情報を平常時から地域に提供できるよう
にする。

・令和２年度末に避難⾏動要⽀援者名簿の提供に関する条例を制定。
・令和３年度名簿から条例に基づき推定同意者を登載した名簿を作成配布。 順調 ー

市⺠局

1 1-6 (6) ▶避難情報配信システムへの高齢者などの登録率の向上に向け、周知してい
く。

・市政だより等を活用し、市⺠に避難情報配信システムの周知啓発を⾏っている。
順調 ー

市⺠局

（７）防災知識の普及啓発及び訓練の実施

1 1-6 (7) ▶継続的な防災に関する知識の普及啓発及び訓練の実施を推進するとともに、
訓練の内容を深めていく。

「災害に強い地域づくり講座」を実施した。
 ＊R６︓778回､35,561⼈
・地域等に対して、防災に関する講話や訓練を実施

順調 ー
消防局 ●災害に強い地域づくり事業実施校区数

1 1-6 (7) ▶地域や企業等に対し、出前講座（講演、ワークショップ）を実施し、引き続
き防災知識の普及啓発を⾏う。

・出前講座の実施（令和６年度 108回）。継続して実施していく。
順調 ー

市⺠局

1 1-6 (7) ▶現在及び将来の地域防災の担い手の育成を図るため、各学校における防災教
育に確実に生かせる実践的な教職員向け研修会を⾏うほか、各学校における防
災教育の⽀援を⾏う。

・教員向けの防災研修会の実施による防災教育の⽀援を⾏っている。令和６年度はオ
ンライン研修会を実施。また、出前講座として⼩学校や中学校で防災教育も実施。 順調 ー

市⺠局

1 1-6 (7) ▶⼤規模災害時に地域住⺠が避難所運営に主体的に取り組む体制づくりを⽀援
するため、校区ごとに避難所運営について学ぶワークショップを実施してい
く。

・市⺠局や区で避難所運営を学ぶワークショップを地域向けに実施。市⺠局は令和６
年度に８校区で実施。全市の95％にあたる145校区で地域主体の運営訓練を実施し
ており、全校区での訓練実施を目指し継続して取り組む。

順調 ー
市⺠局

R4 R5 R6
581 584 587

R4 R5 R6
52.9%

R4 R5 R6
23 29 41

R4 R5 R6 継続
141 141 148 151



目標２．救助・救急、医療活動が迅速に⾏われるとともに、被災者等の健康・避難⽣活環境を確実に確保する

2-1 被災地での⾷料・飲料水・電⼒・燃料等、⽣命に関わる物資・エネルギー供給の停⽌

（１）必要物資等の備蓄・調達・配送体制の整備

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

2 2-1 (1) ▶引き続き、備蓄促進ウィークや出前講座・イベント等あらゆる機会を通じた
広報・啓発活動により、市⺠・企業における最低３⽇分の⾷料、飲料⽔等の自
主的備蓄の促進に取り組む。

・備蓄促進ウイーク、出前講座（令和６年度 108回）、市⺠防災の⽇講演会での啓
発を実施。 順調 ー

市⺠局

2 2-1 (1) ▶今後も「福岡市⽔道局災害応急対策計画」等に基づき、発災後３⽇間３リッ
トル/⼈・⽇程度の応急給⽔に努める。

・計画的に応急給⽔資材の備蓄に努めている。 順調 ー ⽔道局

2 2-1 (1) ▶市⺠による飲料⽔の備蓄の充実に向け、今後もホームページを通じて、市⺠
への呼びかけを⾏うとともに、応急給⽔訓練を継続して実施し、災害時の応急
給⽔の円滑化を進める。

・飲料⽔の備蓄について、ホームページを通して呼びかけを⾏った。
・新規採用及び転⼊職員に対し応急給⽔研修を実施した。 順調 ー

⽔道局

2 2-1 (1) ▶備蓄物資の適切な管理を⾏うとともに、備蓄品目の拡充や分散備蓄を推進す
る。

・備蓄計画の策定に併せて各品目の必要性を再検討し、必要のあるものについては拡
充したほか、分散備蓄場所を増やした。
・令和６年度は、簡易トイレの数量を拡充し、⼤⼈用おむつ、トイレットペーパー、
ドライシャンプー、ドライボディソープ、体拭き、使い捨てカイロ、着圧ソックスの
備蓄を開始した。

順調 ー

市⺠局 ●⾷料・飲料⽔の備蓄

2 2-1 (1) ▶企業との協定に基づく災害時の物資の供給を確保し、⽀援要請時に企業等と
の連携が円滑に図れるよう連絡体制を確⽴するとともに、流通備蓄の更なる充
実に向け、企業等と実効性のある協定を締結していく。

・災害時の連絡が滞りなく⾏われるよう、年度当初に物資供給の協定締結先の平時、
災害時の連絡先（担当者名、電話・FAX番号・メールアドレス等）を確認した。
・1団体と物資供給に関する協定を締結した。
 ＊R5:31団体→R6:32団体

順調 ー

市⺠局

2 2-1 (1) ▶物資供給協⼒に関する協定の実効性を高めるため、訓練等を活用し、協定業
者との連携強化を図り、災害時における⽀援物資の供給確保を図る。

・災害時の連絡が滞りなく⾏われるよう、年度当初に物資供給の協定締結先の平時、
災害時の連絡先（担当者名、電話・FAX番号・メールアドレス等）を確認した。 順調 ー

市⺠局

2 2-1 (1) ▶物資集積拠点から避難所まで遅滞が生じることなく、被災者まで確実に届く
ことを重視した円滑な物資輸送が実施できるよう、主要物流事業者の役割分担
の明確化など課題を整理し、運営マニュアルへ反映する等、実際の対応に即し
た体制の充実を図る。

・物資調達・輸送チームにて勉強会、訓練を実施し、職員の災害対応能⼒の向上及び
マニュアルのブラッシュアップを進めている。

順調 ー

市⺠局

2 2-1 (1) ▶災害救助法に基づき、救助実施市として、⼤規模自然災害時等に被災者に対
して円滑に物資が供給できるよう、国、県、九州市⻑会、指定都市市⻑会等と
連携し、取組みを進める。

・災害時に円滑に連携できるよう、国（総務省）、指定都市市⻑会、九州市⻑会、福
岡県の各担当者と相互に連絡先（担当者名、電話・FAX番号・メールアドレス等）を
確認した。

順調 ー
市⺠局

2 2-1 (1) ▶他都市との相互応援協定に基づく合同防災訓練等に参加するなど、広域的な
連携体制の強化を図るとともに、緊急時給⽔拠点や給⽔基地の増設に取り組
み、応急給⽔体制の充実を図る。

・他都市との合同防災訓練について、R6年11⽉に⽇本⽔道協会九州地方⽀部の36の
事業体と福岡市において実施し、広域的な連携強化を図った。 順調 ー

⽔道局 ●給⽔基地の整備

2 2-1 (1) ▶「物資調達・輸送調整等⽀援システム」を活用するため、県との連携や体制
の充実を図る。

R7年度より「物資調達・輸送調整等⽀援システム」が「新物資システム（B-Plo）」
に仕様変更となる予定のため現⾏システムの訓練は中⽌となった。

順調 ー 市⺠局

（２）水道施設の防災対策

2 2-1 (2) ▶配⽔管、導⽔管及び送⽔管の新設や更新時には全て、地震の揺れに強い耐震
管を使用し、計画的に耐震化を推進する。

・基幹管路の耐震化率は57.9％、⼩⼝径を含めた市内の導・送･配⽔管の耐震化率は
63.2％となっている（令和6年度末） 順調 〇

⽔道局

2 2-1 (2) ▶配⽔管の⽼朽化対策については、それぞれの埋設環境に応じた実質的な耐用
年数に対応できるよう、計画的な更新・耐震化に取り組む。特に、「福岡市地
域防災計画」に指定された収容避難所や救急告⽰病院など、⽔道局における重
要給⽔施設への給⽔ルート（配⽔管）を優先的に耐震化する「耐震ネットワー
ク⼯事」を推進する。

・令和6年度は新たに7施設への給⽔ルートの耐震化を完了し、令和6年度末までに整
備を完了させる計画の256施設すべて（100％）の給⽔ルートの耐震化が完了した。

順調 〇

⽔道局 ●耐震ネットワーク⼯事の整備率

2 2-1 (2) ▶配⽔調整システム（遠方監視制御装置等）を計画的に更新する。 ・遠方監視制御装置について、13箇所の更新を実施した。 順調 ー ⽔道局

2 2-1 (2) ▶取⽔場や浄⽔場及び導⽔管等の⽼朽化した施設の計画的な更新に取り組むと
ともに、浄⽔場の再編を推進する。また、地震や⽔害などの自然災害に備え、
⽔道施設の防災対策を推進する。

・重要施設の耐⽔化については、令和6年度末までに２施設の対策を実施
 (進捗率︓２施設/5施設 40%) 順調 ー

⽔道局

2 2-1 (2) ▶⼯業用⽔については、施設の効果的な維持補修を⾏うことで⻑寿命化を図る
とともに、⽼朽化した施設や配⽔管の更新を計画的かつ効率的に⾏っていく。
特に、基幹管路の更新は最優先で取り組み、⼯業用⽔の安定供給を図ってい
く。

・基幹管路の更新（総延⻑8.3㎞）については、令和4年度に完了した。

順調 ー

⽔道局

●優先的に更新すべき配⽔管の残延⻑

●実質的な耐用年数を超過した配⽔管の割合

R4 R5 R6 目標
R6

13箇所 13箇所 13箇所 14箇所

R4 R5 R6 目標
R6

94.9% 97.3% 100.0% 100%

R4 R5 R6 目標
R8

144㎞ 108㎞ 72㎞ ０㎞

R4 R5 R6 目標
R8

3.5% 2.7% 1.8% 0%

R4 R5 R6 継続
27万食 27万食 27万食 27万食



（３）陸上輸送⼿段の確保

2 2-1 (3) ▶「福岡市道路整備アクションプラン」に基づき、都市計画道路などの道路
ネットワークを構成する道路整備を推進するとともに、「福岡市無電柱化推進
計画」に基づき、緊急輸送道路を中心に無電柱化を推進することで、災害時に
おける⼈流・物流を確保する。また、緊急輸送道路等における新設電柱の占用
抑制を図る。

・無電柱化計画に基づく無電柱化整備延⻑︓163.5km
・令和２年度から緊急輸送道路等における新設電柱の占用制限を実施しており、令和
５年４⽉に占用制限の区域を追加で指定した。 やや順調 ー

道路下⽔道局

2 2-1 (3) ▶緊急輸送道路上の橋梁について、引き続き、計画どおり耐震対策⼯事を実施
するとともに、耐震基準の⾒直しに伴う、新たな耐震補強計画を策定する。

・福岡市橋梁耐震補強計画(R4〜R23)に基づき、R６年度は４橋の耐震補強設計及び
５橋の耐震補強⼯事を進めた。
(R6年度末時点 耐震補強着手︓13/110橋)
(R6年度末時点 耐震補強完了︓0/110橋)

－ 〇

道路下⽔道局

2 2-1 (3) ▶橋梁などの道路施設については、定期的に点検を実施し、予防保全対策を実
施することで災害に強く安全性の高い道路空間の形成を図る。

・福岡市アセットマネジメント個別施設計画(R6~R10)において、R6末時点で
13橋/63橋の補修を完了した。
 ＊R6:13橋
 ※R6に橋梁⻑寿命化修繕計画を他計画と統合

順調 〇

道路下⽔道局

2 2-1 (3) ▶道路パトロール及び路⾯下空洞調査、路⾯性状調査を実施しながら舗装の損
傷を的確に判断し、計画的な修繕を実施することで安全で信頼の高い道路空間
の確保を図る。

・道路パトロール及び路⾯下空洞調査を実施しながら舗装の損傷を的確に判断し、計
画的な修繕を実施することで安全で信頼の高い道路空間の確保を図っている。
 ＊道路パトロール 幹線道路︓2回/⽉以上
          生活道路︓1回/年以上
 ＊路⾯下空洞調査 幹線道路︓   56路線、路線⻑103.4km
          生活道路︓1,111路線、路線⻑136.1km

順調 ー

道路下⽔道局

2 2-1 (3) ▶緊急輸送道路ネットワーク及び啓開道路について、福岡県と連携しながら、
必要に応じて⾒直しを⾏う。

・福岡県緊急輸送道路ネットワーク及び道路啓開計画については、福岡県が主体であ
り、必要に応じて協議会を開催し、県などとともに⾒直しを⾏う。
（R5年度︓福岡県緊急輸送道路ネットワーク計画等策定協議会において、緊急輸送
道路ネットワーク⾒直し実施）

順調 ー

道路下⽔道局

2 2-1 (3) ▶災害時における交通マネジメントを実施するため、国や関係機関と体制づく
りに努める。

・災害復旧時に、交通混乱の影響を最⼩限に留めることを目的に、国が「災害時交通
マネジメント検討会」を開催することとなっている。（R６年度１回開催） 順調 ー

道路下⽔道局

2 2-1 (3) ▶海上輸送機能と連携した緊急物資等の輸送機能確保のため、臨港道路の整備
や改修を進める。

・アイランドシティ地区において、コンテナターミナルへと繋がる臨港道路の整備を
⾏った。（整備済み延⻑︓10.5km/12.2km） 順調 ー

港湾空港局

2 2-1 (3) ▶通⾏障害建築物の所有者に対して、耐震化の必要性を伝える周知啓発⽂書や
耐震化に関するセミナーの周知を実施し、耐震化の促進及び緊急輸送道路の閉
塞防⽌を図る。

・耐震化に関するセミナー等の講演を⾏った。
 ＊R4︓2回、R5︓5回、R6︓5回 順調 ー

住宅都市みどり
局

2 2-1 (3) ▶道路啓開に必要な応急対策用資材の配備を推進するとともに、関係業者との
訓練を繰り返し実施することにより、関係業者との協⼒体制の強化を図る。

・防災協定を締結している福岡市土木建設協⼒会と防災訓練を実施し、関係業者と協
⼒体制の強化を図っている。（R6.5.22実施） 順調 ー

道路下⽔道局

（４）海上輸送⼿段の確保

2 2-1 (4) ▶災害発生時においても、物流機能を維持できるよう、コンテナターミナルや
航路の整備など、港湾施設の機能強化を進め海上輸送手段の確保を図る。

・国が⾏っていた耐震強化岸壁の整備が完了し、令和３年９⽉に供用開始した。
やや順調 ー

港湾空港局

2 2-1 (4) ▶災害時における海上からの緊急物資等の輸送など円滑な災害⽀援を図るとと
もに、経済活動や市⺠生活への影響を最⼩限に抑えるため、アイランドシティ
等において耐震強化岸壁の整備を進める。

・国が⾏っていた耐震強化岸壁の整備が完了し、令和３年９⽉に供用開始した。
やや順調 ー

港湾空港局 ●耐震強化岸壁（ アイランドシティ ）の整備率

2 2-1 (4) ▶災害発生時においても港湾機能を維持できるよう、PDCAサイクルの手法に
より博多港BCPの⾒直し及び改善を⾏い充実を図る。

・博多港BCPについて、「航路・泊地等啓開要領」や「感染症編」の策定など充実化
を⾏った。 順調 ー

港湾空港局

2 2-1 (4) ▶地震、津波、高潮発生時においても物流機能を維持できるよう、防災機能の
充実を図る。

・高潮対策として、アイランドシティコンテナターミナルの受変電所に防⽔扉を設置
した。
・博多港BCPについて、「航路・泊地等啓開要領」や「感染症編」の策定など充実化
を⾏った。

順調 ー

港湾空港局

2 2-1 (4) ▶海上での災害活動に必要な消防艇及びヘリコプターの更新・整備、⽔上消防
体制の機能統合や新たな部隊運用の検討などを⾏い、臨海部における救助活動
のさらなる迅速化を図るなど、港湾消防⼒の強化を進める。

・消防艇の整備については、整備計画を定め、着実に⾏っている。
・ヘリコプター１機（１号機）については、Ｒ５年度に機体更新完了。 順調 ー

消防局

2 2-1 (4) ▶防災拠点漁港（博多漁港）において施設の耐震化を推進するとともに、事業
継続計画（BCP）を策定し、⼤規模地震等の災害発生時の各関係機関との連絡
体制や役割の明確化を図る。

・平成27年度︓耐震化に向けた詳細設計，地質調査
・平成28〜令和元年度︓耐震強化岸壁⼯事
・令和4年度︓ＢＣＰ策定

順調 ー
農林⽔産局

●都市計画道路の整備率

●無電柱化計画に基づく無電柱化整備延⻑

R4 R5 R6 目標
R6

85.0% 85.1% 85.2% 86.1%

R4 R5 R6 目標
R6

155.6㎞ 160.3㎞ 163.5㎞ 168㎞

R4 R5 R6 目標
R9

71% 71% 71% 100%



（５）エネルギー供給⼿段の確保

2 2-1 (5) ▶電⼒やガスの被害への対応については、実践的な防災訓練の実施などを通し
て、各事業者と連携した取組みを継続して実施していく。

・インフラ関連の事業者と災害対応に関する情報共有会議や震災対処訓練を⾏い、連
携の強化を図った。 順調 ー

市⺠局

2 2-1 (5) ▶電⼒・ガスなどのライフラインの迅速な復旧に向け、⾞両や資機材の保管場
所の確保等、初動体制でライフライン事業者と協定に基づく綿密な連携体制を
構築する。

・インフラ関連の事業者と災害対応に関する情報共有会議や震災対処訓練を⾏い、連
携の強化を図った。 順調 ー

市⺠局

2 2-1 (5) ▶石油業協同組合との協定の取組みをより実効性の高いものとし、災害時のエ
ネルギー供給の確保を図っていく。

・災害時に石油業協同組合等からの重要施設や緊急⾞両への燃料供給が迅速に⾏われ
るよう、平時において、連絡先（担当者名、電話・FAX番号・メールアドレス等）を
確認した。

順調 ー
市⺠局

2 2-1 (5) ▶災害による停電時の電源供給にもつながる、再生可能エネルギーや電気自動
⾞等の導⼊促進を図るため、引き続き、市⺠等への導⼊助成や、市有施設への
導⼊検討、国等の補助⾦制度の情報提供などに取り組む。

・再生可能エネルギーや電気自動⾞等の導⼊推進を図るため、市⺠等への導⼊助成と
して、「住宅用エネルギーシステム導⼊⽀援事業補助⾦」及び「次世代自動⾞の普及
に向けた⽀援事業補助⾦」を実施するとともに、市有施設への「太陽光発電設備の導
⼊」を検討するほか、「国等の補助⾦制度の情報提供」などに取り組んでいる。
①住宅用エネルギーシステム導⼊⽀援事業補助⾦
 太陽光発電システムや家庭用燃料電池、リチウムイオン蓄電システム、V2Hシステ
ム等の設置について、経費の一部を助成することで、自家消費型の住宅用エネルギー
システムの導⼊推進に取り組んでいる。
 ＊導⼊システム数累計︓20,155基
②次世代自動⾞の普及に向けた⽀援事業補助⾦
 電気自動⾞等の購⼊について、経費の一部を助成することで、次世代自動⾞の普及
に向けた⽀援事業に取り組んでいる。
 ＊補助実績累計︓2,858台
③市有施設の太陽光発電設備の導⼊
 学校、公⺠館、庁舎などの221施設、1,000kW以上の発電規模を持つメガソー
ラー６施設へ導⼊。
④国等の補助⾦制度の情報提供
 市ＨＰにおいて、国等の各種補助⾦制度の情報提供を⾏っている。

順調 ー

環境局

2 2-1 (5) ・次世代自動⾞展⽰・試乗会を実施し、電気自動⾞等の普及・啓発を図った。
（R6.10.26〜27） 順調 ー

環境局

2 2-1 (5) Moving e等の展⽰・給電等を実施し、燃料電池自動⾞等の普及・啓発を図った（令
和６年度実績︓39件） 順調 ー

経済観光⽂化局

2 2-1 (5) ・市庁舎の浸⽔対策として、非常用電源を屋上に設置完了。 順調 ー 財政局

2 2-1 (5) ・区庁舎の停電対策として、非常用電源の高所への再整備や⽌⽔板設置に向けた設
計、⼯事を⾏った。
・博多、城南、⻄、東、南、早良区役所の整備が完了している。

順調 ー
市⺠局

2 2-1 (5) ・部品供給のひっ迫により１消防署は令和８年度に完了する。その他は令和７年度に
⼯事完了予定である。 やや順調 ー

消防局 ○消防署・出張所における非常用電源の整備数

2 2-1 (5) ▶市区庁舎・消防署・病院などの重要拠点において非常用発電機等の整備と燃
料の備蓄量の確保を継続的に推進しつつ自律分散型エネルギーの導⼊等による
エネルギー供給源の多様化・分散化等の取組みを進めていく。

・福岡市⽴こども病院、福岡市⺠病院において、非常用発電源を設置している。ま
た、福岡市と関係機関による、災害時における石油類燃料の供給に関する協定書によ
り、石油類燃料の優先供給を要請することができる重要施設として位置付けられてい
る。なお、こども病院では加えて、太陽光発電設備を設置し、エネルギー供給源の分
散化等を図っている。

順調 ー

保健医療局

2 2-1 (5) ▶医療・福祉施設の災害時機能強化に向けた自家発電設備の整備について周知
を図る。

・集団指導や国庫補助通知等で、福祉施設の災害時機能強化に向けた自家発電設備の
整備について周知を⾏った。 順調 ー

福祉局 ○特別養護⽼⼈ホームにおける非常用電源の整備数

2 2-1 (5) ▶医療・福祉施設の災害時機能強化に向けた自家発電設備の整備について周知
を図る。

・医療施設の災害時機能強化のため、補助⾦を活用した医療施設の自家発電設備の整
備について、県から県下の医療機関に対して、直接周知を⾏っている。 － ー

保健医療局

（６）防災知識の普及・訓練

2 2-1 (6) ▶備蓄促進ウィークや出前講座・イベント等あらゆる機会を通じた広報・啓発
活動により、市⺠・企業における自主的備蓄を促進していく。

・市政だよりやホームページなどによる広報、備蓄促進ウイークや出前講座、市⺠防
災の⽇講演会での啓発を実施。 やや順調 ー

市⺠局

2 2-1 (6) ▶地域や企業等に対し、出前講座（講演、ワークショップ）を継続的に実施
し、事前の備えや備蓄の重要性について、普及啓発を⾏う。

・出前講座の実施（令和６年度 108回）。継続して実施していく。
順調 ー

市⺠局

2 2-1 (6) ▶広く市⺠に対し、災害時の対応や事前の備え等について理解の増進を図るた
め、防災啓発イベント等を実施していく。

・備蓄促進キャンペーンの実施（9/1〜9/7）
・市⺠防災の⽇講演会（R6.3） 順調 ー

市⺠局

▶市区庁舎・消防署・病院などの重要拠点において非常用発電機等の整備と燃
料の備蓄量の確保を継続的に推進しつつ自律分散型エネルギーの導⼊等による
エネルギー供給源の多様化・分散化等の取組みを進めていく。

▶市⺠や企業への電気自動⾞・燃料電池自動⾞の導⼊に向けて、各種イベント
等において電気自動⾞・燃料電池自動⾞の外部電源供給機能を活用したデモン
ストレーションなどを⾏い、普及・啓発を図る。

R4 R5 R6
70 74 64

R4 R5 R6
35施設 35施設 35施設



2-2 多数かつ⻑期にわたる孤⽴地域等の同時発⽣

（１）多様な輸送⼿段の確保

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

2 2-2 (1) ▶ヘリコプター離着陸場が有効活用できるように調査を継続的に実施してい
く。

・毎⽉、ヘリコプター着陸場の調査を実施しており、変更等があれば、現地の詳細調
査を⾏って、消防局内で周知している。

順調 ー
消防局 ○ヘリコプター離着場調査件数

2 2-2 (1) ▶道路啓開実施体制の整備を図るとともに、緊急輸送路の整備を図る。 ・防災協定締結団体を含めた建設業界との協議により、災害時の緊急対応体制を確保
している。

順調 ー
財政局

2 2-2 (1) ▶道路啓開実施体制の整備を図るとともに、緊急輸送路の整備を図る。 ・道路整備アクションプラン2024に基づき、地震や台風などの災害時における円滑
な⼈命救助や物資輸送路の確保を目的として、緊急輸送道路の整備（拡幅、橋梁の耐
震補強など）を進めている。

順調 ー
道路下⽔道局

2 2-2 (1) ▶海上交通・輸送を確保できるよう、関係機関と連携していく。 ・博多港BCPについて、「航路・泊地等啓開要領」や「感染症編」の策定など充実化
を⾏った。

順調 ー
港湾空港局

（２）自主防災体制の整備・強化

2 2-2 (2) ▶各校区の実情に応じた防災計画の作成や防災訓練の実施を⽀援するなど、地
域の状況や特性に合わせた地域防災活動の活性化・実効性確保の取組みを引き
続き推進していく。

・訓練やワークショップの実施にあたっては、校区等の求めに応じて、企画・実施を
⽀援しており、地域の状況や特性に合わせた地域防災活動の活性化・実効性確保の取
組みを今後も継続していく。
＊令和６年度 自主防災組織、地域の団体等が主催する防災訓練※の実施回数
   実施回数︓1,108回 参加者数︓56,081⼈
※「防災訓練」は市⺠局や消防局が⾏う出前講座や、図上訓練、研修会等も含む。

順調 ー

市⺠局

2 2-2 (2) ▶各校区の実情に応じた防災計画の作成や防災訓練の実施を⽀援するなど、地
域の状況や特性に合わせた地域防災活動の活性化・実効性確保の取組みを引き
続き推進していく。

・「地域・学校・区」の３者にて作成した学校を避難所として開設する際のルールに
ついて、適宜更新＜東区＞
・地域住⺠のみで避難所運営を⾏う想定訓練を実施し、自主防災組織の防災⼒強化を
図った。＜博多区＞
・地域住⺠、施設管理者、区職員の3者で、風⽔害時を想定とした避難所開設訓練を
実施し、各校区（地区）の避難所開設基準や災害リスクについての確認を⾏った
（14校区・地区）＜中央区＞
・城南消防署と連携し、少⼈数でも訓練等が実施可能な住⺠向けの訓練・研修メ
ニューを作成することで、地域防災活動の活性化についての⽀援を⾏った。
＜城南区＞
・地域住⺠主体で避難所運営を⾏う想定訓練を実施し、避難所運営に必要な役割の確
認など、自主防災組織の防災⼒強化を図った。＜早良区＞
・25校区中24校区の改訂等が完了している。残り1校区（今宿校区）について改定
に向けた地域との協議を⾏い、令和７年度の改定に向けて調整中。＜⻄区＞

順調 ー

各区

2 2-2 (2) ▶博多あん・あん塾などを通じて、地域の防災リーダーを育成していく。 ・地域の防災リーダーを育成するため博多あんあん塾を実施。令和6年度までに
1,544名が受講修了。

順調 ー
市⺠局 ○地域の防災リーダーの育成数（あんあん塾修了者）

2 2-2 (2) ▶出前講座、自主防災研修会等を通して、地域住⺠の防災意識の高揚を図ると
ともに、率先して防災・減災に向けた取組みを⾏える⼈材を育成していく。

・出前講座および自主防災研修会、博多あんあん塾などを通じて地域の防災リーダー
育成を引き続き実施していく。

順調 ー
市⺠局

2 2-2 (2) ▶地域の防災⼒向上と避難生活におけるストレスの軽減、災害関連死等の防⽌
を図るため、校区ごとに避難所運営について学ぶワークショップを実施してい
くとともに、校区の特性にあったマニュアルの作成を⽀援していく。

・市⺠局や区で避難所運営を学ぶワークショップを地域向けに実施。市⺠局は令和６
年度に８校区で実施。全市の95％にあたる145校区で地域主体の運営訓練を実施し
ており、全校区での訓練実施を目指し継続して取り組む。

順調 ー
市⺠局

2 2-2 (2) ▶地域の防災⼒向上と避難生活におけるストレスの軽減、災害関連死等の防⽌
を図るため、校区ごとに避難所運営について学ぶワークショップを実施してい
くとともに、校区の特性にあったマニュアルの作成を⽀援していく。

・「地域・学校・区」の３者にて作成した学校を避難所として開設する際のルールに
ついて、適宜更新＜東区＞
・マニュアル作成の⽀援を⾏うと共に、校区において必要な情報があれば随時提供及
び研修を⾏っている。＜博多区＞
・地域住⺠、施設管理者、区職員の3者で、風⽔害時を想定とした避難所開設訓練を
実施のうえ、各校区（地区）の一時避難所の避難所開設・運営マニュアルを作成し、
３者で共有した（14校区・地区）。＜中央区 ＞
・校区の特性を活かした避難所運営マニュアルの作成⽀援を実施。（R7.3⽉末まで
に23校区で実施）＜南区＞
・「避難所開設マニュアル」の作成⽀援（１校区）及び実証訓練（10校区）を実施
＜城南区＞
・R6.6.7校区自主防災組織研修会において、昨年に引き続き「避難所運営活動シー
ト」の周知を図った。＜⻄区＞

順調 ー

各区

R4 R5 R6
1,380 1,452 1,544

R4 R5 R6
11件 10件 10件



2-3 自衛隊、警察、消防、海保等の被災等による救助・救急活動等の絶対的不⾜

（１）消防施設等における機能の充実・強化

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

2 2-3 (1) ▶指令管制情報システム、消防無線等の消防通信施設の計画的な更新整備を⾏
うとともに、適切に維持管理を⾏う。

・指令管制情報システムは、令和11年度に全⾯更新を実施予定である。消防無線等
の消防通信施設は、令和６年５⽉に実施設計を完了後、令和７年2⽉に⼯事請負契約
を締結し、更新⼯事に着手した。

順調 ー

消防局

2 2-3 (1) ▶消防団員の確保に向け、様々な機会を捉え広報活動を⾏うとともに、「消防
団協⼒事業所表⽰制度」などの普及促進に努め、⼊団、活動が⾏いやすい環境
を整備していく。

・消防団員の確保に向け、様々な広報媒体や機会を捉えて広報活動を実施するととも
に、令和６年度から休団制度を導⼊するなど、⼊団、活動がしやすい環境整備を⾏っ
た。

順調 ー

消防局 ●消防団員⼈数の充足率
（条例定数2,602 ⼈に対する実員数の割合）

2 2-3 (1) ▶災害発生時においても活動できるよう、消防団員の安全装備や資機材の充実
強化を図るとともに、福岡市アセットマネジメント推進プランに基づき、非常
用自家発電の整備を図る。

・消防団の安全装備を計画的に更新した。
・部品供給のひっ迫により１消防署は令和８年度に完了する。その他は令和７年度に
⼯事完了予定である。

やや順調 ー

消防局

2 2-3 (1) ▶「福岡市耐震対策計画」に基づき、⽼朽化した施設の建て替え等の整備を⾏
う。

・消防施設は基準を満たす耐震性を有するよう整備している。
・建て替え等については、アセットマネジメント推進プランに基づき、実施を検討し
ていく。

順調 ー

消防局

2 2-3 (1) ▶消防隊等に対する救助資機材の更新・整備や専門的な訓練の実施、救急救命
用資器材の整備や救急自動⾞の計画的な更新・整備等を進めるとともに、国の
整備指針の動向や社会情勢の変化等を踏まえて、福岡市消防用設備等の技術基
準の⾒直しを図る。

・救助資機材について計画的に更新・整備を⾏った。
・救急⾞更新計画に合わせて、救急⾞積載機材の更新を実施した。
・福岡市消防用設備等の技術基準の⾒直しを⾏った。 順調 ー

消防局

2 2-3 (1) ▶⼤規模な自然災害の発生により、広範囲かつ複数のエリアで救助需要が高ま
ることが懸念されることから、現場で効率的に状況を把握するドローン等の運
用を検証し、更なる活用に向けた検討を進め、災害対応体制の強化を図る。

・ドローン操縦士による操縦訓練を実施した。

順調 ー

消防局

R4 R5 R6 目標
R9

88.7% 89.0% 88.9% 91%



（２）自主防災体制の整備・強化 〔2-2（2）再掲〕

2 2-3 (2) ▶各校区の実情に応じた防災計画の作成や防災訓練の実施を⽀援するなど、地
域の状況や特性に合わせた地域防災活動の活性化・実効性確保の取組みを引き
続き推進していく。

・訓練やワークショップの実施にあたっては、校区等の求めに応じて、企画・実施を
⽀援しており、地域の状況や特性に合わせた地域防災活動の活性化・実効性確保の取
組みを今後も継続していく。
＊令和６年度 自主防災組織、地域の団体等が主催する防災訓練※の実施回数
   実施回数︓1,108回 参加者数︓56,081⼈
※「防災訓練」は市⺠局や消防局が⾏う出前講座や、図上訓練、研修会等も含む。

順調 ー

市⺠局

2 2-3 (2) ▶各校区の実情に応じた防災計画の作成や防災訓練の実施を⽀援するなど、地
域の状況や特性に合わせた地域防災活動の活性化・実効性確保の取組みを引き
続き推進していく。

・「地域・学校・区」の３者にて作成した学校を避難所として開設する際のルールに
ついて、適宜更新している。＜東区＞
・地域住⺠のみで避難所運営を⾏う想定訓練を実施し、自主防災組織の防災⼒強化を
図った。＜博多区＞
・地域住⺠、施設管理者、区職員の3者で、風⽔害時を想定とした避難所開設訓練を
実施し、各校区（地区）の避難所開設基準や災害リスクについての確認を⾏った
（14校区・地区）。＜中央区＞
・城南消防署と連携し、少⼈数でも訓練等が実施可能な住⺠向けの訓練・研修メ
ニューを作成することで、地域防災活動の活性化についての⽀援を⾏った。
＜城南区＞
・地域住⺠のみで避難所運営を⾏う想定訓練を実施し、自主防災組織の防災⼒強化を
図った。 ＜早良区＞
・25校区中24校区の改訂等が完了している。残り1校区（今宿校区）について改定
に向けた地域との協議を⾏い、令和７年度の改定に向けて調整中。＜⻄区＞

順調 ー

各区

▶博多あん・あん塾などを通じて、地域の防災リーダーを育成していく。 ・地域の防災リーダーを育成するため博多あんあん塾を実施。令和6年度までに
1,544名が受講修了。 順調 ー

市⺠局 ○地域の防災リーダーの育成数
（あんあん塾修了者）

▶出前講座、自主防災研修会等を通して、地域住⺠の防災意識の高揚を図ると
ともに、率先して防災・減災に向けた取組みを⾏える⼈材を育成していく。

・出前講座および自主防災研修会、博多あんあん塾などを通じて地域の防災リーダー
育成を引き続き実施していく 順調 ー

市⺠局

2 2-3 (2) ▶地域の防災⼒向上と避難生活におけるストレスの軽減、災害関連死等の防⽌
を図るため、校区ごとに避難所運営について学ぶワークショップを実施してい
くとともに、校区の特性にあったマニュアルの作成を⽀援していく。

・市⺠局や区で避難所運営を学ぶワークショップを地域向けに実施。市⺠局は令和６
年度に８校区で実施。全市の95％にあたる145校区で地域主体の運営訓練を実施し
ており、全校区での訓練実施を目指し継続して取り組む。

順調 ー
市⺠局

2 2-3 (2) ▶地域の防災⼒向上と避難生活におけるストレスの軽減、災害関連死等の防⽌
を図るため、校区ごとに避難所運営について学ぶワークショップを実施してい
くとともに、校区の特性にあったマニュアルの作成を⽀援していく。

・「地域・学校・区」の３者にて作成した学校を避難所として開設する際のルールに
ついて、適宜更新している＜東区＞
・マニュアル作成の⽀援を⾏うと共に、校区において必要な情報があれば随時提供及
び研修を⾏っている。＜博多区＞
・地域住⺠、施設管理者、区職員の3者で、風⽔害時を想定とした避難所開設訓練を
実施のうえ、各校区（地区）の一時避難所の避難所開設・運営マニュアルを作成し、
３者で共有した（14校区・地区）。＜中央区＞
・校区の特性を活かした避難所運営マニュアルの作成⽀援を実施。（R7.3⽉末まで
に23校区で実施）＜南区＞
・「避難所開設マニュアル」の作成⽀援（１校区）及び実証訓練（10校区）を実施
＜城南区＞
・R6.6.7校区自主防災組織研修会において、昨年に引き続き「避難所運営活動シー
ト」の周知を図った。＜⻄区＞

順調 ー

各区

R4 R5 R6
1,380 1,452 1,544



（３）広域受援体制の整備

2 2-3 (3) ▶広域的かつ基幹的な広域受援活動拠点の確保に向けて検討を進める。 ・市災害対策本部等及び区災害対策本部の震災対処訓練の中で、災害時受援業務マ
ニュアルに沿って、応援職員の受援調整の流れを確認した。 順調

市⺠局

2 2-3 (3) ▶災害時に円滑に⼈的⽀援を受け⼊れられるよう、災害時受援業務マニュアル
の作成に取り組む。

・災害時受援業務マニュアルの認識共有と⾒直しに関する意⾒交換を⾏うため、受援
調整チーム会議を開催した。（R6.6、R6.10、R6.12 計3回） 順調

市⺠局

2 2-3 (3) ▶広域⽀援体制における⽀援機能の強化に関する検討を⾏うなど、更なる連携
強化に取り組む。

・九州市⻑会防災部会事務局において、九州市⻑会と陸上自衛隊⻄部方⾯隊との災害
時対応における相互協⼒に関する協定に基づき、連携しながら訓練を実施した。
（R6.5 情報伝達訓練、R6.11即応⽀援訓練）

順調 ー

市⺠局

2 2-3 (3) ▶消防局における受援計画を策定し、有事の際に円滑に広域⽀援を受け⼊れら
れるように備える。

・福岡県や警察などの関係機関と情報共有を実施した。
順調 ー

消防局 ○消防局における受援計画の策定

2 2-3 (3) ▶被災場所において関係機関が迅速・的確に連携し、災害時の膨⼤な消防・救
急需要に対応できるよう、⾞両や資機材を整備するとともに、情報集約、情報
共有、通信及び関係機関調整などの機能強化を図り、現場指揮本部機能の強化
を図る。

・緊急時に円滑な消防応援活動が実施できるよう、県下関係消防本部と消防⼒の状況
について情報を共有している。

順調 ー

消防局

（４）災害ボランティア、災害⽀援に関わる人材の育成・⽀援

2 2-3 (4) ▶災害ボランティア養成セミナー等を実施し、災害ボランティア活動を担う⼈
材の育成を⾏う。

・R6.6.22 災害ボランティアワークショップの開催 於あすみん
 ＊参加者数︓40名 順調 ー

市⺠局 ○災害ボランティアにかかる講座等への参加者数

2 2-3 (4) ▶災害ボランティア団体等とのネットワークの構築により、ボランティアとの
連携強化を図る。

・R6.6.22 災害ボランティアワークショップの開催 於あすみん
 ＊参加者数︓40名
・R7.1.23 災害ボランティア団体等意⾒交換会
 ＊参加者数︓25名

順調 ー

市⺠局

2 2-3 (4) ▶市⺠への関心を高め、ボランティアの裾野を広げるため、災害ボランティア
や災害ボランティアセンターの取組みを広く市⺠へ周知する広報・啓発を実施
する。

・R6.6.22 災害ボランティアワークショップの開催 於あすみん
 ＊参加者数︓40名 順調 ー

市⺠局

2 2-3 (4) ▶博多あん・あん塾などを通じて、地域の防災リーダーの意識醸成を図るとと
もに、自主防災組織等と効果的に連携し、地域の特性に応じた防災訓練の企
画・実施を⽀援するなど地域防災⼒の向上を図る。

・博多あんあん塾を修了した博多あんあんリーダー会と連携し、地域が⾏う防災訓練
への⽀援を⾏い地域防災⼒の向上を図っていく。 順調 ー

市⺠局

（５）⾏方不明者把握体制や情報通信機能の構築・整備

2 2-3 (5) ▶⾏方不明者の把握に向け、災害時等において「災害時安否情報システム」の
活用のほか、警察署等の防災関係機関との密接な連携、的確な情報把握が実施
できるよう体制の構築を図る。

・県警も含む防災関係機関と、情報共有会議や震災対処訓練を⾏い、連携の強化を
図った。 順調 ー

市⺠局 ○安否情報システムを用いた訓練

2 2-3 (5) ▶避難場所等で市⺠が安否情報の発信等に活用できる特設公衆電話や、災害時
伝⾔ダイヤル・伝⾔板等の機能について、防災訓練等の機会を活用し、事業者
と連携して積極的に市⺠に周知していく。

・避難所開設訓練時における特設公衆電話の確認作業や、市総合防災訓練時における
災害時伝⾔ダイヤル等の啓発を実施。継続して取り組んでいく。 順調 ー

市⺠局

R4 R5 R6
策定済み 策定済み 策定済み

R4 R5 R6
40 42 40

R4 R5 R6
2 2 2



2-4 想定を超える大量の帰宅困難者の発⽣、混乱

（１）⼀時退避施設の確保等

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

2 2-4 (1) ▶天神ビックバンや博多コネクティッドなどの建て替え誘導等の機会を捉え、
一時退避施設の整備を誘導していく。

・天神ビックバンや博多コネクティッドなどの建替えの誘導等については、誘導方策
として、耐震化や退避施設の確保など防災の取り組みを⾏う場合の加点も実施してい
る。具体的に建替えの話があった場合には、市⺠局と住宅都市局とが連携し、退避ス
ペースの確保や飲料⽔・非常⾷等の備蓄などを事業者に働けかけていく。

順調 ー

市⺠局

2 2-4 (1) ▶⼤規模災害発生時に、避難者や一時帰宅困難者（外国⼈を含む）をスムーズ
に受⼊れできるよう、物資の備蓄及び提供を含め、協定施設と連携強化し、受
⼊体制を整えていく。

協定の変更はなく、前年度に引き続きコンベンション施設4施設を避難者受け⼊れ施
設としている。 順調 ー

経済観光⽂化局 ●一時退避施設の収容⼈数

2 2-4 (1) ▶⼤規模災害発生時に、避難者や一時帰宅困難者（外国⼈を含む）をスムーズ
に受⼊れできるよう、物資の備蓄及び提供を含め、協定施設と連携強化し、受
⼊体制を整えていく。

天神地区において、まちづくり協議会と協⼒し、令和６年７⽉に帰宅困難者対策にか
かるセミナー、令和６年10⽉に帰宅困難者対策にかかる一時滞在施設開設訓練を実
施
・協定施設への周知啓発に努める。

順調 ー

市⺠局 ○帰宅困難者の一時滞在施設の協定数

2 2-4 (1) ▶避難場所となる⾝近な公園の適正配置を⾏う。また、既存公園のリニューア
ルなどの機会には、避難場所としても活用できるよう整備するなど防災機能の
向上に取り組む。

・⾝近な公園の整備を実施した。
 ＊R６整備箇所数   6箇所（浦田南公園 等）
・既存公園の再整備を実施した。
 ＊R６再整備箇所数 ２９箇所
  内、地区避難場所  1３箇所（広域避難場所９箇所を含む）

順調 ー

住宅都市みどり
局

（２）帰宅困難者（外国人を含む）、観光客等への情報提供等

2 2-4 (2) ▶引き続き、徒歩帰宅者に対する⽀援の充実を図るとともに、官⺠連携による
滞留者の安全確保に向けて、事業者等との連携を図り、一⻫帰宅の抑制や避難
誘導などのルールの作成に取り組む。

・一⻫帰宅抑制の基本原則の周知徹底を図るため、事業者が具体に取り組むべき内容
をとりまとめた手順となる「事業所における帰宅困難者対策ガイドライン」の周知・
啓発に取り組んだ。
引き続き、関係事業者と連携し、一⻫帰宅抑制の周知や避難誘導などの具体的なルー
ルの作成に取り組む。

順調 ー

市⺠局

2 2-4 (2) ▶⼤規模災害時に公共交通機関の機能が一時的に停⽌・不足した際には、応急
策としてシェアサイクルの無償開放を⾏う。

災害時の避難所間の職員の移動など、公務利用としてのシェアサイクルの活用につい
ては、シェアサイクル事業者や関係部署と協議を⾏っていく。 － ー

道路下⽔道局

2 2-4 (2) ▶観光案内のサービスを維持できるよう観光案内所へ非常用電源設備を設置す
る。また、災害時における宿泊施設との連絡体制を構築し、宿泊施設等におけ
る現場対応⼒の向上を図る。

・福岡市観光案内所（天神・博多）に非常用電源を設置【R2】
・発災直後に宿泊施設が対応すべき内容をまとめた「緊急対応リスト」を作成
【R3】
・外国⼈向け観光情報サイト「グローバルサイト」内の災害情報ページを周知する広
報ツールとしてカードを作成し、市内宿泊事業者60施設へ提供【R5】

順調 ー

経済観光⽂化局

2 2-4 (2) ▶観光案内所における多⾔語による情報発信と併せて、市観光情報サイトにお
いても同様の情報発信を⾏う。

・観光情報サイト「よかなび」や外国⼈向け観光情報サイト内に災害情報ページ
（⽇・英・韓・繁・簡）を作成。
・災害時に施設の開館状況や交通遮断の状況等の情報発信を⾏う体制を構築。

順調 ー

経済観光⽂化局

2 2-4 (2) ▶無線Wi-Fiの活用やデジタルサイネージ及び街頭ビジョンを活用した効果的
な情報配信に取り組んでいく。

・引続き市美術館に設置したデジタルサイネージで災害時に情報発信を⾏う体制を構
築。 順調 ー

経済観光⽂化局

2 2-4 (2) ▶事業者に対し、災害時における従業員の一⻫帰宅を抑制するよう積極的に周
知していく。

天神地区において、まちづくり協議会と協⼒し、令和６年７⽉に帰宅困難者対策にか
かるセミナーを実施し、従業員の一⻫帰宅抑制について周知した。 順調 ー

市⺠局

R4 R5 R6
29 34 44

R4 R5 R6 目標
R10

30,305 30,305 30,305 38,000



2-5 医療・福祉施設及び関係者の絶対的不⾜・被災、⽀援ルートの途絶、エネルギー供給の途絶による医療・福祉機能の⿇痺

（１）医療・福祉施設の防災機能の向上

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 進捗状況（R４.3末時点）
進捗状況（R7.3末時点）

※時期や実施箇所、数値など具体的な内容を記載してください
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

2 2-5 (1) ▶市有の医療施設において、建物の免震装置が正常に動作するよう定期的な点
検を⾏う。 進捗状況 順調 ー

保健医療局 ○災害拠点病院及び救急告⽰病院における耐震化整備
数（対象39施設）
 ※対象施設数との差は未把握分

2 2-5 (1) ▶市域全体での医療機能の低下を防ぐため、災害時の患者の受⼊れが可能な
中・⼩規模の⺠間医療施設を含む医療機関の建物の耐震化を促進する。

・医療施設の災害時機能強化のため、補助⾦を活用した医療施設の耐震化について、
県から県下の医療機関に対して、直接周知を⾏っている。 － ー

保健医療局

2 2-5 (1) ▶引き続き国の地域介護・福祉空間整備等施設整備交付⾦等を活用し、⺠間の
社会福祉施設等の防災設備等の整備を促進する。

・認知症高齢者グループホーム等防災改修など 3事業所が新たに整備。
やや順調 〇

福祉局

（２）医療資機材・医薬品・医療用水等の確保
2 2-5 (2) ▶災害時における医薬品等の確保について、定期的に関係団体との協議を⾏

う。
・災害時における医薬品等の確保について、毎年の地域防災計画⾒直し時に県と協議
を⾏っている。 － ー

保健医療局

2 2-5 (2) ▶災害時に一定量の確保ができるよう、医療用機材・医薬品について継続的な
備蓄の管理を⾏う。

・医療用資機材・医薬品については県から直接搬送されることとなっている。
－ ー

保健医療局

2 2-5 (2) ▶貯⽔槽及び関連設備の定期的な点検を⾏う。 ・福岡市⽴こども病院、福岡市⺠病院においては、貯⽔槽及び関連設備の定期的な点
検を実施している。 順調 ー

保健医療局

2 2-5 (2) ▶災害時に医薬品が円滑に提供されるよう、体制や仕組みの強化を図る。 ・医療用資機材・医薬品については県から直接搬送されることとなっている。
－ ー

保健医療局

（３）医療・福祉施設における備蓄の促進

2 2-5 (3) ▶市有の医療施設における⾷料品等の備蓄及び管理を継続して⾏うとともに、
期限切れの備蓄物資の交換・追加などの適切な管理を継続的に実施する。

・福岡市⽴こども病院、福岡市⺠病院においては、⾷料品等の備蓄及び適切な管理を
継続して⾏っている。 順調 ー

保健医療局

2 2-5 (3) ▶⺠間の医療・福祉施設における備蓄の促進を図っていく。 ・病院⽴⼊調査時にＢＣＰの作成と合わせて啓発
－ ー

保健医療局 ○災害拠点病院及び救急告⽰病院における災害用備蓄
（⾷料品等）を備蓄している施設数（対象39施設）

2 2-5 (3) ▶⺠間の医療・福祉施設における備蓄の促進を図っていく。 ・高齢者施設に対し、集団指導等で備蓄の促進を図った。
・障がい者福祉避難所として協定を締結している施設に対して、備蓄品の配付を⾏っ
た。

順調 ー

福祉局

R4 R5 R6

30/39 29/39 29/38

R4 R5 R6
39/39 39/39 38/38



（４）非常用自家発電、再⽣可能エネルギーの導入

2 2-5 (4) ▶市⽴の医療・福祉施設や、災害拠点病院において非常用電源が設置されてい
ない施設、稼働可能時間が72時間に満たない施設について、非常用電源の確
保を推進するとともに、自律分散型エネルギーの導⼊等によるエネルギー供給
源の多様化・分散化等の取組みを検討する。

・福岡市⽴こども病院においては、稼働可能時間が72時間を満たす非常用電源を設
置済みである。また、太陽光発電設備を設置し、エネルギー供給源の分散化等を図っ
ている。
・福岡市⺠病院においては、非常用発電源を設置しているが、本館で10時間、別館
で30時間程度の稼働となり72時間を満たす設備とはなっていないため、災害時にお
ける石油類燃料の優先供給に関する協定書の締結に向け調整中。

順調 ー

保健医療局 ○市⽴医療機関における非常用電源の整備数

2 2-5 (4) ▶市⽴の医療・福祉施設や、災害拠点病院において非常用電源が設置されてい
ない施設、稼働可能時間が72時間に満たない施設について、非常用電源の確
保を推進するとともに、自律分散型エネルギーの導⼊等によるエネルギー供給
源の多様化・分散化等の取組みを検討する。

・高齢者施設に対し、非常用電源の確保について集団指導等で周知を⾏った。
・福岡市⽴心⾝障がい福祉センター、ももち福祉プラザ、障がい者スポーツセンター
においては、稼働可能時間が72時間を満たす非常用電源を設置済みである。

順調 ー

福祉局

2 2-5 (4) ▶災害発生時に非常用発電設備が正常に動作するよう、定期的な非常用発電設
備の点検及び燃料備蓄の適時補充を⾏う。

・福岡市⽴こども病院、福岡市⺠病院においては、定期的な点検及び燃料備蓄を実施
している。 順調 ー

保健医療局 ○災害拠点病院及び救急告⽰病院における非常用電源
の整備数（対象39施設）

2 2-5 (4) ・医療施設の災害時機能強化のため、補助⾦を活用した医療施設の耐震化について、
県から県下の医療機関に対して、直接周知を⾏っている。 － ー

保健医療局

2 2-5 (4) ・高齢者施設に対し、集団指導等で周知を⾏った。
・障がい者福祉避難所として協定を締結している施設に対して、非常用電源の貸与を
⾏った。

順調 ー

福祉局

2 2-5 (4) ▶休⽇急患診療所の非常用発電設備設置、非常用発電機の作動に必要となる燃
料の備蓄を促進するとともに、福岡県石油商業組合、福岡県石油協同組合、福
岡市危険物安全協会との協定に基づく取組みの実効性を確保し、災害時におけ
る緊急⾞両等への迅速なエネルギー供給活動を可能とするための体制整備を促
進する。

・平成4年に、地震等⼤規模災害発生に伴う停電対策として、川崎重⼯株式会社のガ
スタービン発電装置を福岡市医師会館９階の電気室に設置しており、館内全域の非常
設備へ配電されることになっている。
 燃料︓A重油
 重油タンク容量︓１,９５０リットル（最⼤約８時間の電気供給）
 主要な配電先︓スプリンクラー消火ポンプ、屋内消火栓ポンプ、排煙機、発電機室
吸気・排気ファン、非常用エレベーター、非常用照明
・福岡市医師会において、令和2年度と令和4年度にそれぞれ2台(計4台)のHONDA社
製⼩型発電機を館内共有備品として導⼊している。
 燃料︓ガソリン
 重油タンク容量︓3.6リットル（最⼤約7時間の電気供給）
 主要な配電先︓非常設備以外の機器(PC等のモバイル機器)など

－ ー

保健医療局

2 2-5 (4) ▶休⽇急患診療所の非常用発電設備設置、非常用発電機の作動に必要となる燃
料の備蓄を促進するとともに、福岡県石油商業組合、福岡県石油協同組合、福
岡市危険物安全協会との協定に基づく取組みの実効性を確保し、災害時におけ
る緊急⾞両等への迅速なエネルギー供給活動を可能とするための体制整備を促
進する

・災害時の連絡が滞りなく⾏われるよう、年度当初に物資供給の協定締結先の平時、
災害時の連絡先（担当者名、電話・FAX番号・メールアドレス等）を確認した。
・1団体と物資供給に関する協定を締結した。
 ＊R5:31団体→R6:32団体

順調 ー

市⺠局

2 2-5 (4) ▶休⽇急患診療所の非常用発電設備設置、非常用発電機の作動に必要となる燃
料の備蓄を促進するとともに、福岡県石油商業組合、福岡県石油協同組合、福

・協定に基づき、災害時における緊急⾞両等への迅速なエネルギー供給体制を整備し
ている。 順調 ー

消防局

2 2-5 (4) ▶⻑期停電時のエネルギー供給に寄与する太陽光発電や蓄電池等について、引
き続き、国等の補助⾦制度や新たな導⼊手法に関する情報提供などに取り組
む。

・⻑期停電時のエネルギー供給に寄与する太陽光発電や蓄電池等について、引き続
き、国等の補助⾦制度や新たな導⼊手法に関する情報提供などに取り組んでいる。 － ー

環境局

（５）医療・福祉施設のBCP策定・改定及び災害対策マニュアル等の整備

2 2-5 (5) ▶既存のBCPの内容等について、訓練等を踏まえた改善を⾏う。 ・福岡市⽴こども病院、福岡市⺠病院においては、必要に応じて、適宜、⾒直しを
⾏っている。 順調 ー

保健医療局

2 2-5 (5) ▶⺠間の医療・福祉施設においてＢＣＰ等の未整備の施設は整備を実施し、災
害時における医療・福祉提供体制の整備を促進していく。

・病院⽴⼊調査時に啓発（令和３年度から）
－ ー

保健医療局 ○災害拠点病院及び救急告⽰病院におけるBCP策定数
（対象39施設）

2 2-5 (5) ▶⺠間の医療・福祉施設においてＢＣＰ等の未整備の施設は整備を実施し、災
害時における医療・福祉提供体制の整備を促進していく。

・運営指導や集団指導等で整備を促進するとともに、作成状況を確認した。
・障がい福祉サービス事業所等の事業継続計画については、令和７年度以降義務化さ
れており、事業所へ策定状況を調査し、未策定の事業所に対しては、速やかに策定す
るよう通知を⾏った。

順調 ー

福祉局

▶⺠間の医療・福祉施設の災害時の医療・福祉機能を確保するため、非常用電
源の確保、耐震機能の確保及び防災設備等の整備に向けたさらなる啓発を図
る。

R4 R5 R6
2 2 2

R4 R5 R6
37/39 37/39 37/38

R4 R5 R6

22/39 24/39 30/38



（６）医療・救護体制の構築

2 2-5 (6) ▶⼤規模震災発生時を想定した救急受⼊に関する体制の構築を進めるととも
に、訓練を⾏う。

・福岡市⽴こども病院においては、R6年度は高潮災害を想定した訓練を実施したた
め、2〜1⽇前には災害が予測できることから、発災時の救急受け⼊れに対する訓練
ではなく、外来診療の停⽌の判断などの訓練を⾏った。高潮ハザードマップ浸⽔区
域︓最⼤3ｍ浸⽔
・福岡市⺠病院においては、R7年度に⼤規模震災発生時を想定した訓練を実施予定
としている。

順調 ー

保健医療局

2 2-5 (6) ▶県や三師会等の関係機関との協議・調整を⾏い、災害時における医療救護体
制の⾒直し、福岡県災害時医療救護マニュアルと整合した実効的な医療救護班
マニュアルを作成するなど、広域連携体制の充実を図る。

・県や三師会等の関係機関とは適宜協議・調整を⾏い、実効的な医療救護活動マニュ
アルを作成中である。 － ー

保健医療局

2 2-5 (6) ▶不要不急の受診を控えるといった、災害時の受診⾏動への理解浸透を図るた
め、イベントや防災訓練、広報誌等を通じた啓発等の取組みを推進する。

・災害時に限らず適正受診についてHP等を活用し広報している。
－ ー

保健医療局

（７）災害対応訓練の実施

2 2-5 (7) ▶火災に加え地震や津波等発生時を想定した訓練を⾏う。 ・福岡市⽴こども病院においては、⼤規模震災発生時を想定した事業継続に関連する
訓練を⾏っている。（R6年度は高潮災害に対応するために災害タイムラインの作成
から検証を実施）※ハザードマップでは最⼤3ｍ浸⽔
・福岡市⺠病院においては、火災時の想定訓練を9⽉と3⽉に年2回実施しており、9
⽉は避難誘導及び消火訓練、3⽉は博多消防署と合同で総合訓練を実施した。

順調 ー

保健医療局

2 2-5 (7) ▶⺠間の医療・福祉施設における災害対応訓練の実施について促進を図ってい
く。

・病院⽴⼊調査時に啓発（令和２年度から）
－ ー

保健医療局 ○災害拠点病院及び救急告⽰病院における災害対応訓
練実施数（対象39施設）

2 2-5 (7) ▶⺠間の医療・福祉施設における災害対応訓練の実施について促進を図ってい
く。

・運営指導や集団指導等で訓練の実施について促進した。
・避難訓練の実施状況については、事業所に対して定期的に周知し、避難訓練実施促
進に努めている。

順調 ー

福祉局 R4 R5 R6
28/39 34/39 35/38



2-6 被災地における疫病・感染症等の大規模発⽣

（１）感染症への対応

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

2 2-6 (1) ▶引き続き予防接種事業を⾏う。 ・⼩児14種類、高齢者３種類の定期予防接種を実施した。 順調 ー 保健医療局

2 2-6 (1) ▶引き続き衛生資材の計画的な備蓄を⾏う。 ・区役所の来庁者向けの衛生資材においては、必要に応じて適宜備蓄を⾏っている。
＜博多区、中央区、城南区＞
・引き続き、避難所用のマスク・消毒薬など必要に応じて備蓄を⾏っている。
＜早良区＞

順調 ー

各区

2 2-6 (1) ▶感染症対応マニュアルに沿った対応等を徹底するとともに、マニュアルを適
宜更新するなど、庁内の連携強化を図り、適切に対応できる体制を構築する。

・感染症対応マニュアルの更新を適宜⾏った。
順調 ー

保健医療局

2 2-6 (1) ▶集団的健康被害の発生に対応した体制の構築及び薬品等の備蓄、感染拡⼤防
⽌の指導等の健康危機管理対策を引き続き⾏う。

・集団的健康被害の発生に対応した体制の構築及び薬品等の備蓄を⾏った。
順調 ー

保健医療局

（２）感染源への対策

2 2-6 (2) ▶災害時における疫病、感染症の発生防⽌のため、引き続き、浸⽔箇所の消
毒、そ族・昆⾍類の駆除、死亡獣畜の処理などの衛生関係の指導や相談に適切
に対応していく。

・R6年度に⽔害発生時の消毒業務実施の流れについて作業手順等を策定し、関係課
に通知した。（令和6年4⽉26⽇付保生第51号通知）
＊R5︓1件7⽉集中豪雨の影響により床上浸⽔が発生したため薬剤散布業務委託を
⾏った。
＊R6︓対応事績なし。

順調 ー

保健医療局

（３）避難所等の衛⽣環境の確保

2 2-6 (3) ▶感染症拡⼤予防に必要な物資を引き続き備蓄する。 ・避難所における感染症対策に必要な物資を備蓄している。 順調 ー 市⺠局 ○マンホールトイレ整備数

2 2-6 (3) ▶避難所対応マニュアルを適宜更新するとともに、市職員、施設管理者及び地
域の３者連携による訓練等を通じて、避難所の衛生環境を確保していく。

・避難所開設訓練を実施し、市職員、施設管理者及び地域の３者へ避難所運営の手引
きを周知している。 順調 ー

市⺠局

2 2-6 (3) ▶⺠間事業者との協定を活用し、必要に応じて避難所へ仮設トイレを設置する
とともに、し尿収集の体制を構築する。

・平成22年２⽉17⽇にリース業者３社と仮設トイレの設置に関する協定を締結済
み。また、し尿収集の委託業者と収集体制を構築済み。 順調 ー

環境局 ○災害用トイレ備蓄数

2 2-6 (3) ▶避難所へのマンホールトイレの整備を計画的に進める。 ・避難所となる公⺠館や学校などの新築、改築に合わせて順次整備している。
（R7.3末時点 36か所に118基を整備） 順調 ー

市⺠局

2 2-6 (3) ▶避難所や被災した⾷品関連施設等への衛生指導や助⾔を⾏い、⾷中毒の発生
を防⽌する。

・実績なし
（R６年度︓避難所での⾷事提供、被災した⾷品関連施設等なし） － ー

保健医療局

2 2-6 (3) ▶ペットの避難にあたっては、避難者と同室ではなく、屋根のある屋外や別室
にてケージで管理するなど、動物アレルギーの⼈に配慮した避難所運営を⾏
う。

・ペットとの同⾏避難があった際は、その時々に応じて臨機応変に対応できるよう、
各施設管理者に協⼒を求めることと併せて、市⺠局主催の避難所開設訓練において施
設管理者へ確認している。また、『避難所として開設する際の初動開設マニュアル』
を23避難所分作成し、施設管理者と事前に受⼊れ場所の確認を⾏っている。
＜博多区＞
・各避難所の実状に伴った対応を⾏うよう、市⺠局主催の⼤地震想定の避難所開設訓
練やにて確認し、区主催の風⽔害時想定の避難所開設訓練においてはペットの避難場
所をマニュアルに落とし込んでいる。（14校区・地区）。＜中央区＞
・校区ごとの避難所運営マニュアルの作成⽀援や、市⺠局主催の避難所開設訓練にお
いて、ペット避難のルールやケージを置くスペースを予め地域や施設管理者と確認し
ている。＜南区＞
・ペットの同⾏避難について、令和２年度に施設管理者と調整済。令和６年度は施設
管理者と再確認。＜城南区＞
・市⺠局主催の避難所開設訓練の際にペットの避難場所についても地域・施設管理
者・区職員で予め協議を⾏っている。また、早良南地域交流センター（ともてらす早
良）と協議を⾏い、ペットの同⾏避難場所として確保している。＜早良区＞
・ペットの同⾏避難に対応するため、防災・安全安心室で⾏う各避難所の鍵チェック
時や市⺠局主催の避難所開設訓練時において施設管理者へ協⼒を求めるとともに毎年
確認を⾏っている。＜⻄区＞

順調 ー

各区

R4 R5 R6
76 96 118

R4 R5 R6
474,300回分 474,300回分 486,900回分



（４）被災者の健康管理体制の構築

2 2-6 (4) ▶集団的健康被害の発生に対応した体制の構築及び薬品等の備蓄、感染拡⼤防
⽌の指導等の健康危機管理対策を引き続き⾏う。

・集団的健康被害の発生に対応した体制の構築及び薬品等の備蓄を⾏った。
順調 ー

保健医療局

（５）自主防災体制の整備・強化 〔2-2（2）再掲〕

2 2-6 (5) ▶各校区の実情に応じた防災計画の作成や防災訓練の実施を⽀援するなど、地
域の状況や特性に合わせた地域防災活動の活性化・実効性確保の取組みを引き
続き推進していく。

・訓練やワークショップの実施にあたっては、校区等の求めに応じて、企画・実施を
⽀援しており、地域の状況や特性に合わせた地域防災活動の活性化・実効性確保の取
組みを今後も継続していく。
＊令和6年度 自主防災組織、地域の団体等が主催する防災訓練※の実施回数
   実施回数︓1,108回 参加者数︓56,081⼈
※「防災訓練」は市⺠局や消防局が⾏う出前講座や、図上訓練、研修会等も含む。

順調 ー

市⺠局

2 2-6 (5) ▶各校区の実情に応じた防災計画の作成や防災訓練の実施を⽀援するなど、地
域の状況や特性に合わせた地域防災活動の活性化・実効性確保の取組みを引き
続き推進していく。

・「地域・学校・区」の３者にて作成した学校を避難所として開設する際のルールに
ついて、適宜更新している。＜東区＞
・地域住⺠のみで避難所運営を⾏う想定訓練を実施し、自主防災組織の防災⼒強化を
図った。＜博多区＞
・地域住⺠、施設管理者、区職員の3者で、風⽔害時を想定とした避難所開設訓練を
実施し、各校区（地区）の避難所開設基準や災害リスクについての確認を⾏った
（14校区・地区）。＜中央区＞
・校区ごとの避難所運営マニュアルの作成を⽀援するとともに、マニュアルに基づく
避難所開設訓練の実施を⽀援した。＜南区＞
・城南消防署と連携し、少⼈数でも訓練等が実施可能な住⺠向けの訓練・研修メ
ニューを作成することで、地域防災活動の活性化についての⽀援を⾏った。
＜城南区＞
・R6.6.7校区自主防災組織研修会において、昨年に引き続き「避難所運営活動シー
ト」の周知を図った。＜⻄区＞

順調 ー

各区

▶博多あん・あん塾などを通じて、地域の防災リーダーを育成していく。 ・地域の防災リーダーを育成するため博多あんあん塾を実施。令和6年度までに
1,544名が受講修了。 順調 ー

市⺠局 ○地域の防災リーダーの育成数
（あんあん塾修了者）

▶出前講座、自主防災研修会等を通して、地域住⺠の防災意識の高揚を図ると
ともに、率先して防災・減災に向けた取組みを⾏える⼈材を育成していく。

・出前講座および自主防災研修会、博多あんあん塾などを通じて地域の防災リーダー
育成を引き続き実施していく 順調 ー

市⺠局

2 2-6 (5) ・地域主体の避難所運営訓練実施を目指し、市⺠局や区で避難所運営を学ぶワーク
ショップを実施。市⺠局は令和６年度に８校区で実施。結果、全市の95％の校区が
運営訓練まで実施済。全校区での訓練実施を目指し継続して取り組む。

順調 ー

市⺠局

2 2-6 (5) ・「地域、学校、区」の３者で実施した学校を避難所として開設する際のルールを基
に作成した学校毎のマニュアルを適宜更新し、３者で共有した。＜東区＞
・マニュアル作成の⽀援を⾏うと共に、校区において必要な情報があれば随時提供及
び研修を⾏っている。＜博多区＞
・地域住⺠、施設管理者、区職員の3者で、風⽔害時を想定とした避難所開設訓練を
実施のうえ、各校区（地区）の一時避難所の避難所開設・運営マニュアルを作成し、
３者で共有した（14校区・地区）。＜中央区＞
・校区の特性を活かした避難所運営マニュアルの作成⽀援を実施。（R7.3⽉末まで
に23校区で実施）＜南区＞
・「避難所開設マニュアル」の作成⽀援（１校区）及び実証訓練（10校区）を実
施。
＜城南区＞
・必要に応じて校区の特性にあったマニュアル作成⽀援を実施している。また、マ
ニュアル作成に限らず、必要な情報提供や相談は適宜実施している。＜早良区＞
・R6.6.7校区自主防災組織研修会において、昨年に引き続き「避難所運営活動シー
ト」の周知を図った。＜⻄区＞

順調 ー

各区

▶地域の防災⼒向上と避難生活におけるストレスの軽減、災害関連死等の防⽌
を図るため、校区ごとに避難所運営について学ぶワークショップを実施してい
くとともに、校区の特性にあったマニュアルの作成を⽀援していく。

R4 R5 R6
1,380 1,452 1,544



2-7 劣悪な避難⽣活環境、不⼗分な健康管理による多数の被災者の健康状態の悪化・死者の発⽣

（１）避難所等の衛⽣環境の確保 〔2-6（3）再掲〕

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

2 2-7 (1) ▶感染症拡⼤予防に必要な物資を引き続き備蓄する。 ・避難所における感染症対策に必要な物資を備蓄している。
順調 ー

市⺠局 ○マンホールトイレ整備数

2 2-7 (1) ▶避難所対応マニュアルを適宜更新するとともに、市職員、施設管理者及び地
域の３者連携による訓練等を通じて、避難所の衛生環境を確保していく。

・避難所開設訓練を実施し、市職員、施設管理者及び地域の３者へ避難所運営の手引
きを周知している。 順調 ー

市⺠局
○災害用トイレ備蓄数

2 2-7 (1) ▶⺠間事業者との協定を活用し、必要に応じて避難所へ仮設トイレを設置する
とともに、し尿収集の体制を構築する。

・平成22年２⽉17⽇にリース業者３社と仮設トイレの設置に関する協定を締結済
み。また、し尿収集の委託業者と収集体制を構築済み。 順調 ー

環境局

2 2-7 (1) ▶避難所へのマンホールトイレの整備を計画的に進める。 ・避難所となる公⺠館や学校などの新築、改築に合わせて順次整備している。
（R7.3末時点 36か所に118基を整備） 順調 ー

市⺠局

2 2-7 (1) ▶避難所や被災した⾷品関連施設等への衛生指導や助⾔を⾏い、⾷中毒の発生
を防⽌する。

・実績なし
（R６年度︓避難所での⾷事提供、被災した⾷品関連施設等なし） － ー

保健医療局

2 2-7 (1) ▶ペットの避難にあたっては、避難者と同室ではなく、屋根のある屋外や別室
にてケージで管理するなど、動物アレルギーの⼈に配慮した避難所運営を⾏
う。

・「地域、学校、区」の３者で実施した学校を避難所として開設する際のルールを基
に作成した学校毎のマニュアルを適宜更新し、３者で共有した。＜東区＞
・ペットとの同⾏避難があった際は、その時々に応じて臨機応変に対応できるよう、
各施設管理者に協⼒を求めることと併せて、市⺠局主催の避難所開設訓練において施
設管理者へ確認している。また、『避難所として開設する際の初動開設マニュアル』
を23避難所分作成し、施設管理者と事前に受⼊れ場所の確認を⾏っている。
＜博多区＞
・各避難所の実状に伴った対応を⾏うよう、市⺠局主催の⼤地震想定の避難所開設訓
練やにて確認し、区主催の風⽔害時想定の避難所開設訓練においてはペットの避難場
所をマニュアルに落とし込んでいる。（14校区・地区）。＜中央区＞
・校区ごとの避難所運営マニュアルの作成⽀援や、市⺠局主催の避難所開設訓練にお
いて、ペット避難のルールやケージを置くスペースを予め地域や施設管理者と確認し
ている。＜南区＞
・ペットの同⾏避難について、令和２年度に施設管理者と調整済。令和６年度は施設
管理者と再確認。＜城南区＞
・市⺠局主催の避難所開設訓練の際にペットの避難場所についても地域・施設管理
者・区職員で予め協議を⾏っている。また、早良南地域交流センター（ともてらす早
良）と協議を⾏い、ペットの同⾏避難場所として確保している。＜早良区＞
・ペットの同⾏避難に対応するため、防災・安全安心室で⾏う各避難所の鍵チェック
時や市⺠局主催の避難所開設訓練時において施設管理者へ協⼒を求めるとともに毎年
確認を⾏っている。＜⻄区＞

順調 ー

各区

R4 R5 R6
76 96 118

R4 R5 R6
474,300回分 474,300回分 486,900回分



（２）福祉避難所・福祉避難室の確保

2 2-7 (2) 非常用電源装置の点検結果を踏まえて、劣化したバッテリーの交換を実施した。

順調 ー

こども未来局 ○福祉避難所数（障がい児施設）

2 2-7 (2) ・新規の特別養護⽼⼈ホーム及び既存の福祉避難所運営の可能性が⾒込まれる高齢者
施設に対し、福祉避難所の協定締結を⾏う。
＊特別養護⽼⼈ホーム3件
＊既存の高齢者施設 26件
・高齢者福祉避難所に対して簡易ベッドや備蓄物資などの配付を⾏った。
・障がい者⽀援施設の建て替えなどに合わせ、福祉避難所の協定締結を働きかけ、福
祉避難所の増設に努めていく。
・R４年度以降、障がい者福祉避難所に対して非常用電源や備蓄物資などの配付を随
時⾏っている。

順調 ー

福祉局 ○福祉避難所数（高齢者施設、障がい者施設）

2 2-7 (2) ・令和６年度は、新設された特別⽀援学校はなかったため、福祉避難所数の拡⼤はな
し。特別⽀援学校９校の防災改善報告書の修正を⾏い、整備状況の把握を⾏った。 やや順調 ー

教育委員会 ○福祉避難所数（特別⽀援学校）

2 2-7 (2) ▶各種施設の運営マニュアルを適宜⾒直す。 ・障がい者福祉避難所運営マニュアル（R2.6）、高齢者福祉避難所運営マニュアル
（R6.8）を作成し、関係施設へ周知を⾏っている。今後、必要に応じて⾒直しを⾏
うこととしている。

やや順調 ー
福祉局

2 2-7 (2) ▶各種施設の運営マニュアルを適宜⾒直す。 ・各特別⽀援学校（９校）で作成している防災改善報告書の修正を⾏った。
やや順調 ー

教育委員会

2 2-7 (2) ▶「福祉避難室」を円滑に運営するためのマニュアルを作成するとともに、避
難所運営を担う地域住⺠・施設管理者・市職員（避難所運営職員）による訓練
を実施する。

・福祉避難室に関する内容を記載した「避難所運営の手引き」を市職員・施設管理者
に配布した。 順調 ー

市⺠局

2 2-7 (2) ▶要配慮者の福祉避難所への移送は自助・共助が原則となるが、他に方法がな
い場合は、事業者にも協⼒をいただくなど、⽀援の仕組みづくりを図る。

・障がい者福祉避難所運営マニュアル（R2.6）、高齢者福祉避難所運営マニュアル
（R6.8）において、移送依頼書などの整備を⾏っている。
・障がい者福祉避難所運営マニュアル（R2.6）、高齢者福祉避難所運営マニュアル
（R6.8）を作成し、関係施設へ周知を⾏っている。今後、必要に応じて⾒直しを⾏
うこととしている。

やや順調 ー

福祉局

▶各種施設の新設等の際に、福祉避難所の協定締結を働きかけるとともに、既
存施設においても協定の締結を働きかけ、福祉避難所数の拡⼤に努める。ま
た、福祉避難所において、介助者の負担を軽減し、⻑期の避難生活に対応でき
るよう、簡易ベッドなどの資機材の拡充整備を推進するなど、要配慮者の受⼊
環境の充実を図る。

R4 R5 R6
144 162 181

R4 R5 R6
8 9 9

R4 R5 R6
10 10 10



（３）必要物資等の備蓄・調達・配送体制の整備 〔2-1（1）再掲〕

2 2-7 (3) ▶引き続き、備蓄促進ウィークや出前講座・イベント等あらゆる機会を通じた
広報・啓発活動により、市⺠・企業における最低３⽇分の⾷料、飲料⽔等の自
主的備蓄の促進に取り組む。

・備蓄促進ウイーク、出前講座（令和６年度 108回）、市⺠防災の⽇講演会での啓
発を実施。 順調 ー

市⺠局 ●⾷料・飲料⽔の備蓄

2 2-7 (3) ▶今後も「福岡市⽔道局災害応急対策計画」等に基づき、発災後３⽇間３リッ
トル/⼈・⽇程度の応急給⽔に努める。

・計画的に応急給⽔資材の備蓄に努めている。
順調 ー

⽔道局

2 2-7 (3) ▶市⺠による飲料⽔の備蓄の充実に向け、今後もホームページを通じて、市⺠
への呼びかけを⾏うとともに、応急給⽔訓練を継続して実施し、災害時の応急
給⽔の円滑化を進める。

・飲料⽔の備蓄について、ホームページを通して呼びかけを⾏った。
・新規採用及び転⼊職員に対し応急給⽔研修を実施した。 順調 ー

⽔道局

2 2-7 (3) ▶備蓄物資の適切な管理を⾏うとともに、備蓄品目の拡充や分散備蓄を推進す
る。

・備蓄計画の策定に併せて各品目の必要性を再検討し、必要のあるものについては拡
充したほか、分散備蓄場所を増やした。
・令和６年度は、簡易トイレの数量を拡充し、⼤⼈用おむつ、トイレットペーパー、
ドライシャンプー、ドライボディソープ、体拭き、使い捨てカイロ、着圧ソックスの
備蓄を開始した。

順調 ー

市⺠局

2 2-7 (3) ▶企業との協定に基づく災害時の物資の供給を確保し、⽀援要請時に企業等と
の連携が円滑に図れるよう連絡体制を確⽴するとともに、流通備蓄の更なる充
実に向け、企業等と実効性のある協定を締結していく。

・災害時の連絡が滞りなく⾏われるよう、年度当初に物資供給の協定締結先の平時、
災害時の連絡先（担当者名、電話・FAX番号・メールアドレス等）を確認した。
・1団体と物資供給に関する協定を締結した。
 ＊R5:31団体→R6:32団体

順調 ー

市⺠局

2 2-7 (3) ▶物資供給協⼒に関する協定の実効性を高めるため、訓練等を活用し、協定業
者との連携強化を図り、災害時における⽀援物資の供給確保を図る。

・災害時の連絡が滞りなく⾏われるよう、年度当初に物資供給の協定締結先の平時、
災害時の連絡先（担当者名、電話・FAX番号・メールアドレス等）を確認した。 順調 ー

市⺠局

2 2-7 (3) ▶物資集積拠点から避難所まで遅滞が生じることなく、被災者まで確実に届く
ことを重視した円滑な物資輸送が実施できるよう、主要物流事業者の役割分担
の明確化など課題を整理し、運営マニュアルへ反映する等、実際の対応に即し
た体制の充実を図る。

・物資調達・輸送チームにて勉強会、訓練を実施し、職員の災害対応能⼒の向上及び
マニュアルのブラッシュアップを進めている。

順調 ー

市⺠局

2 2-7 (3) ▶災害救助法に基づき、救助実施市として、⼤規模自然災害時等に被災者に対
して円滑に物資が供給できるよう、国、県、九州市⻑会、指定都市市⻑会等と
連携し、取組みを進める。

・災害時に円滑に連携できるよう、国（総務省）、指定都市市⻑会、九州市⻑会、福
岡県の各担当者と相互に連絡先（担当者名、電話・FAX番号・メールアドレス等）を
確認した。

順調 ー
市⺠局

2 2-7 (3) ▶他都市との相互応援協定に基づく合同防災訓練等に参加するなど、広域的な
連携体制の強化を図るとともに、緊急時給⽔拠点や給⽔基地の増設に取り組
み、応急給⽔体制の充実を図る。

・他都市との合同防災訓練について、R6年11⽉に⽇本⽔道協会九州地方⽀部の36の
事業体と福岡市において実施し、広域的な連携強化を図った。 順調 ー

⽔道局 ●給⽔基地の整備

2 2-7 (3) ▶「物資調達・輸送調整等⽀援システム」を活用するため、県との連携や体制
の充実を図る。

R7年度より「物資調達・輸送調整等⽀援システム」が「新物資システム（B-Plo）」
に仕様変更となる予定のため現⾏システムの訓練は中⽌となった。 順調 ー

市⺠局

（４）避難所運営体制等の整備

2 2-7 (4) ▶災害時における円滑な避難所運営を⾏うため、地域住⺠・施設管理者・市職
員の３者連携による避難所開設訓練を継続していく。

・地域住⺠・施設管理者・市職員の３者連携による避難所開設訓練について、実施し
てした。 順調 ー

市⺠局 ○避難所運営訓練実施済校区数（累積）

2 2-7 (4) ▶協定に基づく⽀援要請時に円滑に企業等との連携が図られるよう連絡体制の
確⽴を⾏うとともに、流通備蓄の更なる充実に向け、企業等と実効性のある協
定を締結していく。

・災害時の連絡が滞りなく⾏われるよう、年度当初に物資供給の協定締結先の平時、
災害時の連絡先（担当者名、電話・FAX番号・メールアドレス等）を確認した。
・1団体と物資供給に関する協定を締結した。
 ＊R5:31団体→R6:32団体

順調 ー

市⺠局

2 2-7 (4) ▶避難所運営に⼥性の視点が一層取り⼊れられるように、⼥性の参画の重要性
について啓発を進めていくとともに、⼥性だけでなく高齢者や外国⼈、性的マ
イノリティ等配慮を要する方に対する理解を深められるよう普及・啓発を⾏っ
ていく。

・性的マイノリティを含め様々な方に配慮した避難所運営を⾏うことを記載した「避
難所運営の手引き」を市職員・施設管理者に配布した。

順調 ー

市⺠局

2 2-7 (4) ▶国のガイドラインに基づき、避難所における良好な生活環境の確保を推進す
る。

・令和６年度は、簡易トイレの数量を拡充し、⼤⼈用おむつ、トイレットペーパー、
ドライシャンプー、ドライボディソープ、体拭き、使い捨てカイロ、着圧ソックスの
備蓄を開始した。

順調 ー
市⺠局

2 2-7 (4) ▶学校体育館へのエアコン整備については、避難所における良好な生活環境の
確保を推進するために検討すべき事項であり、施設管理者である教育委員会と
連携し検討していく。

・学校体育館へのエアコンの整備については、教育委員会と連携し、空調が整備され
てある特別教室を避難所として使用できるよう調整を⾏っている。 順調 ー

市⺠局

2 2-7 (4) ▶福祉避難室の運営にかかるマニュアルを作成するなど、要配慮者への適切な
対応ができる体制を整備していく。

・福祉避難室に関する内容を記載した、避難所運営の手引きを市職員・施設管理者に
配布した。 順調 ー

市⺠局

R4 R5 R6 継続
27万食 27万食 27万食 27万食

R4 R5 R6 目標
R6

13箇所 13箇所 13箇所 14箇所

R4 R5 R6
133校区 137校区 145校区



（５）避難所関係訓練

2 2-7 (5) ▶⼤規模災害時における地域住⺠主体の避難所運営体制の構築を図るため、校
区毎に避難所運営ワークショップを実施するとともに、校区の特性にあったマ
ニュアルの作成を⽀援する。

・引き続き避難所運営ワークショップを校区で実施するとともに、区と連携して地域
のマニュアル作成に⽀援をしていく。 順調 ー

市⺠局 ●避難所運営ワークショップ実施校区数（累計）

2 2-7 (5) ▶⼤規模災害時における地域住⺠主体の避難所運営体制の構築を図るため、校
区毎に避難所運営ワークショップを実施するとともに、校区の特性にあったマ
ニュアルの作成を⽀援する。

・「地域、学校、区」の３者で実施した学校を避難所として開設する際のルールを基
に作成した学校毎のマニュアルを適宜更新し、３者で共有した。＜東区＞
・地域住⺠のみで避難所運営を⾏うため、防災倉庫の中⾝を使った実地訓練を⾏って
いる＜博多区＞
・地域住⺠、施設管理者、区職員の3者で、風⽔害時を想定とした避難所開設訓練を
実施のうえ、各校区（地区）の一時避難所の避難所開設・運営マニュアルを作成し、
３者で共有した（14校区・地区）。＜中央区＞
・校区の特性を活かした避難所運営マニュアルの作成⽀援を実施。（R7.3⽉末まで
に23校区で実施）＜南区＞
・「避難所開設マニュアル」の作成⽀援（１校区）及び実証訓練（10校区）を実施
＜城南区＞
・地域住⺠のみで避難所運営を⾏う想定訓練を実施している。また、マニュアルにつ
いても必要に応じて⽀援を実施している。＜早良区＞
・R6.6.7校区自主防災組織研修会において、昨年に引き続き「避難所運営活動シー
ト」の周知を図った。＜⻄区＞

順調 ー

各区

R4 R5 R6 目標
R6

29校区 37校区 45校区 50校区



（６）自主防災体制の整備・強化 〔2-2（2）再掲〕

2 2-7 (6) ▶各校区の実情に応じた防災計画の作成や防災訓練の実施を⽀援するなど、地
域の状況や特性に合わせた地域防災活動の活性化・実効性確保の取組みを引き
続き推進していく。

・訓練やワークショップの実施にあたっては、校区等の求めに応じて、企画・実施を
⽀援しており、地域の状況や特性に合わせた地域防災活動の活性化・実効性確保の取
組みを今後も継続していく。
＊令和６年度 自主防災組織、地域の団体等が主催する防災訓練※の実施回数
   実施回数︓1,108回 参加者数︓56,081⼈
※「防災訓練」は市⺠局や消防局が⾏う出前講座や、図上訓練、研修会等も含む。

順調 ー

市⺠局 ○地域の防災リーダーの育成数
（あんあん塾修了者）

2 2-7 (6) ▶各校区の実情に応じた防災計画の作成や防災訓練の実施を⽀援するなど、地
域の状況や特性に合わせた地域防災活動の活性化・実効性確保の取組みを引き
続き推進していく。

・「地域・学校・区」の３者にて作成した学校を避難所として開設する際のルールに
ついて、適宜更新している。＜東区＞
・地域住⺠のみで避難所運営を⾏う想定訓練を実施し、自主防災組織の防災⼒強化を
図った。＜博多区＞
・地域住⺠、施設管理者、区職員の3者で、風⽔害時を想定とした避難所開設訓練を
実施し、各校区（地区）の避難所開設基準や災害リスクについての確認を⾏った
（14校区・地区）。＜中央区＞
・校区ごとの避難所運営マニュアルの作成を⽀援するとともに、マニュアルに基づく
避難所開設訓練の実施を⽀援した。＜南区＞
・城南消防署と連携し、少⼈数でも訓練等が実施可能な住⺠向けの訓練・研修メ
ニューを作成することで、地域防災活動の活性化についての⽀援を⾏った。
＜城南区＞
・地域住⺠のみで避難所運営を⾏う想定訓練を実施し、自主防災組織の防災⼒強化を
図った。＜早良区＞
・25校区中24校区の改訂等が完了している。残り1校区（今宿校区）について改定
に向けた地域との協議を⾏い、令和７年度の改定に向けて調整中。＜⻄区＞

順調

各区

▶博多あん・あん塾などを通じて、地域の防災リーダーを育成していく。 ・地域の防災リーダーを育成するため博多あんあん塾を実施。令和６年度までに
1,544名が受講修了。 順調 ー

市⺠局 ○地域の防災リーダーの育成数
（あんあん塾修了者）

▶出前講座、自主防災研修会等を通して、地域住⺠の防災意識の高揚を図ると
ともに、率先して防災・減災に向けた取組みを⾏える⼈材を育成していく。

・出前講座および自主防災研修会、博多あんあん塾などを通じて地域の防災リーダー
育成を引き続き実施していく 順調 ー

市⺠局

2 2-7 (6) ▶地域の防災⼒向上と避難生活におけるストレスの軽減、災害関連死等の防⽌
を図るため、校区ごとに避難所運営について学ぶワークショップを実施してい
くとともに、校区の特性にあったマニュアルの作成を⽀援していく。

・市⺠局や区で避難所運営を学ぶワークショップを地域向けに実施。市⺠局は令和６
年度に８校区で実施。全市の95％にあたる145校区で地域主体の運営訓練を実施し
ており、全校区での訓練実施を目指し継続して取り組む。

順調 ー
市⺠局

2 2-7 (6) ▶地域の防災⼒向上と避難生活におけるストレスの軽減、災害関連死等の防⽌
を図るため、校区ごとに避難所運営について学ぶワークショップを実施してい
くとともに、校区の特性にあったマニュアルの作成を⽀援していく。

・「地域、学校、区」の３者で実施した学校を避難所として開設する際のルールを基
に作成した学校毎のマニュアルを適宜更新し、３者で共有した。＜東区＞
・マニュアル作成の⽀援を⾏うと共に、校区において必要な情報があれば随時提供及
び研修を⾏っている。＜博多区＞
・地域住⺠、施設管理者、区職員の3者で、風⽔害時を想定とした避難所開設訓練を
実施のうえ、各校区（地区）の一時避難所の避難所開設・運営マニュアルを作成し、
３者で共有した（14校区・地区）。＜中央区＞
・校区の特性を活かした避難所運営マニュアルの作成⽀援を実施。（R7.3⽉末まで
に23校区で実施）＜南区＞
・「避難所開設マニュアル」の作成⽀援（１校区）及び実証訓練（10校区）を実
施。＜城南区＞
・地域住⺠のみで避難所運営を⾏う想定訓練などのワークショップを実施している。
また、地域のニーズに応じて、避難所で想定される緊急対応（体調不良者）として、
消防署と連携し搬送法などの講習も実施している。＜早良区＞
・R6.6.7校区自主防災組織研修会において、昨年に引き続き「避難所運営活動シー
ト」の周知を図った。＜⻄区＞

順調 ー

各区

（７）⾞中泊避難等の対策

2 2-7 (7) ▶エコノミークラス症候群などの健康被害に関する情報などを様々な機会をと
らえて、継続的に広報・啓発を実施し、より安全な⾞中泊避難について⼗分な
理解を得られるよう取組みを推進する。

・平成30年4⽉に「避難生活ハンドブック」を作成し、正しい⾞中泊、エコノミーク
ラス症候群の予防について掲載。ハンドブックを活用した広報・啓発を実施。
・令和６年度から新たに着圧ソックスの備蓄を開始した。

順調 ー
市⺠局

2 2-7 (7) ▶「ツナガル+（プラス）」の活用を推進し、利用者を増加させ、指定外避難
所での避難者の避難場所や被災状況の把握に努める。

普及啓発のため、市政だよりや市ホームページでの広報のほか、防災イベント、出前
講座、防災メール、LINE等ツールを通じた周知啓発、普及促進キャンペーンなどを
実施。また、より迅速な被災者⽀援を⾏うため、ツナガル＋で収集した情報を、本市
の災害対応の中核となる災害対応⽀援システムに自動連携できるように改修を実施。

順調 ー

市⺠局 ○防災アプリ（ツナガル＋）のダウンロード数

R4 R5 R6
1,380 1,452 1,544

R4 R5 R6
1,380 1,452 1,544

R4 R5 R6
35,251 46,170 79,887



目標３．必要不可⽋な⾏政機能は確保する

3-1 市の職員・施設等の被災による⾏政機能の大幅な低下

（１）公共公益施設の耐震対策 〔1-1（1）再掲〕

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

3 3-1 (1) ▶「福岡市公共施設の耐震対策計画」に基づき、耐震対策の進捗状況、国の動
向、課題等を協議しながら、公共施設の耐震対策を推進する。

・「福岡市公共施設の耐震対策計画」に基づき、耐震対策の進捗状況、国の動向、課
題等を協議しながら、公共施設の耐震対策を推進し、「福岡市公共施設の耐震対策計
画」で耐震化の対象とした公共建築物の耐震化率は令和４年度末時点で100％であ
る。

順調 ー

財政局 ●耐震改修実施状況（公共土木構造物）

3 3-1 (1) ▶市庁舎などの市有施設は「福岡市アセットマネジメント基本方針」等に基づ
き、引き続き社会的要請に応じた防災機能の充実や、適切な維持管理に努め
る。

・個別施設計画に基づいて、計画的に整備・改修・維持管理を⾏った。

－ ー

財政局

3 3-1 (1) ▶市有建築物の構造体の耐震化と併せ、建築非構造部材や建築設備についても
耐震化を推進していく。

・「福岡市公共施設の耐震対策計画」に基づき、建築非構造部材や建築設備の耐震化
を推進した。 やや順調 ー

財政局

3 3-1 (1) ▶公共建築物の耐震化率100%達成を目指し、各施設の課題等を協議しなが
ら、耐震化を推進する。

・「福岡市公共施設の耐震対策計画」で耐震化の対象とした公共建築物の耐震化率は
令和４年度末時点で100％である。 順調 ー

財政局 ●耐震改修実施状況（公共建築物）

3 3-1 (1) ▶地下鉄、JR九州、JR⻄⽇本、⻄⽇本鉄道等の鉄道施設の早期運⾏再開を目
的とし、さらなる耐震化など、更新・改良等の⼯事が着実に進むよう働きかけ
ていく。

・地下鉄については、補修計画に基づき、地下トンネルの側壁等の経年劣化部分の補
修⼯事を実施した。 順調 ー

交通局

（２）市有施設の復旧対策

3 3-1 (2) ▶市有建築物の被災に対し、応急対策並びに復旧対策を迅速かつ適切に⾏える
よう、引き続き連絡体制等の維持に取り組む。

・緊急時の連絡体制を整備し、各課内で周知共有している。
－ ー

財政局

3 3-1 (2) ▶地域防災計画の細部計画として策定した福岡市下⽔道業務継続計画（下⽔道
BCP）に基づき、下⽔道施設の復旧対策を迅速かつ適切に⾏える体制の充実・
強化に取り組む。

・福岡市下⽔道業務継続計画（地震・津波編）及び（⽔害編）の改定作業を進めてい
る。
・職員の災害対応能⼒の向上のため、管路実地調査訓練をはじめとする４つの訓練や
２つの研修を実施しており、延べ415名が参加。

順調 ー

道路下⽔道局

3 3-1 (2) ▶発災時の災害対応拠点となる市役所・区役所の機能を確保するため、耐震や
各地域における特性に応じた浸⽔対策、業務継続計画の継続的な⾒直し等を進
めていく。

・市庁舎の浸⽔対策として、非常用電源を屋上に設置完了。
順調 ー

財政局

3 3-1 (2) ▶発災時の災害対応拠点となる市役所・区役所の機能を確保するため、耐震や
各地域における特性に応じた浸⽔対策、業務継続計画の継続的な⾒直し等を進
めていく。

・区庁舎の停電対策として、非常用電源の高所への再整備や⽌⽔板設置に向けた設
計、⼯事を⾏った。
・博多、城南、⻄、東、南、早良区役所の整備が完了している。

順調 ー

市⺠局

（３）市有施設における非常用電源の整備、発電等燃料の確保

3 3-1 (3) ▶災害の種別に関わらず必要な電⼒が確保できるよう、引き続き計画的な整備
や維持補修に取り組む。

・市庁舎の浸⽔対策として、自家発電稼働時間延⻑ための燃料タンク増設⼯事完了。
順調 ー

財政局

3 3-1 (3) ▶災害対応拠点となる市役所・区役所の災害対応環境整備や耐震化・浸⽔対策
を⾏うとともに、発災による停電時から72時間程度の災害対策本部運営等に
必要な非常用電源の整備や、浸⽔対策等を⾏っていく。

・区庁舎の停電対策として、非常用電源の高所への再整備や⽌⽔板設置に向けた設
計、⼯事を⾏った。
・博多、城南、⻄、東、南、早良区役所の整備が完了している。

順調 ー

市⺠局 ○市・区庁舎における非常用電源の更新整備数

3 3-1 (3) ▶中⻑期的な燃料の供給について、ライフライン事業者等との協定等により発
災時のエネルギー確保を⾏うとともに、施設の重要性を踏まえた燃料供給の優
先度の考え方を整理し、重要施設に円滑に供給できるよう体制を整備してい
く。

・燃料の供給体制について、R4年度に整備したため、R5年度から進捗なし

順調 ー

市⺠局

R4 R5 R6 目標
R4以降

100% 100% 100% 100%

R4 R5 R6
100.0% 100% 100%

R4 R5 R6
2 3 5



（４）業務継続体制の確保

3 3-1 (4) ▶福岡市業務継続計画について、より実効性のある計画とするため、地域防災
計画の改定などを踏まえ、継続的に⾒直しを⾏う。

・令和9年度の地域防災計画の全⾯的な⾒直しに合わせて、改訂を予定している。
－ ー

市⺠局

3 3-1 (4) ▶⼤規模災害時に他都市等からの⽀援を円滑に受け⼊れるため、受援計画を具
体化した受援業務マニュアルの作成に取り組むとともに、受援訓練を実施す
る。

・⼤規模災害時に他都市等からの⽀援を円滑に受け⼊れるため、受援調整チーム会議
を開催し、災害時受援業務マニュアル（R5.1作成）の認識共有と⾒直しに関する意
⾒交換を⾏った。（R6.6、R6.10、R6.12 計3回）
・市災害対策本部等及び区災害対策本部の震災対処訓練の中で、災害時受援業務マ
ニュアルに沿って、応援職員の受援調整の流れを確認した。

順調 ー

市⺠局 ○受援マニュアルの策定

（５）災害対策本部機能の確保

3 3-1 (5) ▶頻発化・激甚化する自然災害に対応するため、多くの応援職員が一体的に活
動できるスペースや、迅速に情報共有・伝達するために必要な天井高の確保、
ICT機器の導⼊により災害対策本部機能の拡充を⾏う。

・令和３年度に整備した災害対策本部室のスペースやＩＣＴ機器を活用し、⼤規模な
地震を想定した全庁的な訓練を、防災関係機関と連携して実施。 順調 ー

市⺠局

3 3-1 (5) ▶様々な被害想定を踏まえ、災害対策本部の安全性、機能性を確保する災害対
策本部機能を強靭化するとともに、代替施設機能も含め施設整備の検討を進め
る。

・市庁舎の浸⽔対策として、非常用電源を屋上に設置する⼯事を⾏っている。
・博多区役所庁舎を災害対策本部室の代替施設とし、機能整備の検討を進めている。 順調 ー

市⺠局

3 3-1 (5) ▶区役所における災害対応に必要な活動スペース、執務環境の整備、資機材等
の確保について検討していく。

・災害発生時には、必要な活動スペースの確保に努めるとともに、区災害対策本部室
のレイアウトについては必要に応じて随時⾒直しを引き続き実施。また、災害対応に
必要な物品等の確保についても継続して努めている。＜７区＞

順調 ー

各区

（６）システム（データ）等のバックアップ体制の確保

3 3-1 (6) ▶災害により各種データが使用不能となったときに備え、遠隔地への定期的な
データバックアップを⾏い、速やかにデータの復元ができるようにする。

・インフラ共通基盤が提供している「統合バックアップ機能」により、遠隔地への定
期的なデータバックアップを実施中。 順調 ー

会計室

3 3-1 (6) ▶災害により各種データが使用不能となったときに備え、遠隔地への定期的な
データバックアップを⾏い、速やかにデータの復元ができるようにする。

・市の基幹システムである業務系システム・全庁OAシステムについては、定期的
（週次または⽉次）にバックアップメディアを遠隔地に輸送し保管する運用を⾏って
いる。

順調 ー

総務企画局

3 3-1 (6) ▶災害により各種データが使用不能となったときに備え、遠隔地への定期的な
データバックアップを⾏い、速やかにデータの復元ができるようにする。

・市税システムについて、毎⽉１回、常駐外システムに保存している各税目のデータ
について、遠隔地でのバックアップ保存を実施。 順調 ー

財政局

3 3-1 (6) ▶災害により各種データが使用不能となったときに備え、遠隔地への定期的な
データバックアップを⾏い、速やかにデータの復元ができるようにする。

・⼾籍システムについて、⽉に1回、遠隔地へのデータバックアップを実施してい
る。 順調 ー

市⺠局

3 3-1 (6) ▶災害により各種データが使用不能となったときに備え、遠隔地への定期的な
データバックアップを⾏い、速やかにデータの復元ができるようにする。

・指令管制情報システムについて、現在、定期的なデータバックアップを⾏い、耐火
⾦庫に保管している。その他、安全対策として、システムや電源の⼆重化、サーバ室
や指令センターの免震床導⼊、119番通報の各消防署や各消防本部での分散受信体制
の整備、非常時の出動計画の作成や訓練を⾏っている。

順調 ー

消防局

3 3-1 (6) ▶建物の堅牢性やバックアップ体制、運用監視体制、セキュリティ対策等の耐
災害性に優れたクラウド方式の採用を推進するとともに、本庁舎に設置してい
るシステム機器については、転倒防⽌やUPS装置等による電源確保、ネット
ワークの冗⻑化等による通信対策など、適切な維持管理と機能確保に向けて取
り組む。

・クラウド方式の推進については、平成30年に、データセンター内のプライベート
クラウドの利用を開始した。
・システム機器の適切な維持管理と機能確保については、重要度に応じ、ラック内へ
の機器の設置による転倒防⽌、UPS装置による電源確保、ネットワークの冗⻑化によ
る通信対策等を⾏っている。

順調 ー

総務企画局

3 3-1 (6) ▶建物の堅牢性やバックアップ体制、運用監視体制、セキュリティ対策等の耐
災害性に優れたクラウド方式の採用を推進するとともに、本庁舎に設置してい
るシステム機器については 転倒防⽌やUPS装置等による電源確保 ネット

・雨量計用のUPSバッテリー更新を実施。
順調 ー

市⺠局

3 3-1 (6) ▶庁内ネットワークが利用できない場合や職員が参集できない場合の緊急連
絡、情報共有について、モバイルPCの活用やテレワークの導⼊を検討する。

・災害発災時に災害対応に当たる職員に優先配備するモバイルワーク端末を増台
（370台→853台）した。また、令和７年度から段階的にMicrosoft365の導⼊を進め
ており、庁内ネットワークが利用できない場合でも、インターネット経由で緊急連絡
や情報共有ができる仕組みを整備中である。

順調 ー

総務企画局

R4 R5 R6
100% 100% 100%



（７）⾏政職員の災害対応体制環境等の整備

3 3-1 (7) ▶内閣府が作成した受援体制に関するガイドラインに沿って、受援計画の点
検・⾒直しを⾏い、社会情勢の変化や、新たな災害による教訓・課題に対応し
ていく。

・受援体制に関するガイドラインに沿って、受援計画の点検・⾒直しを⾏い、受援調
整の流れを改善した。 順調 ー

市⺠局

3 3-1 (7) ▶被災者の生活の迅速な復旧を図るため、指定避難所の運営⽀援、り災証明書
交付等の多様な災害対応業務を円滑に遂⾏できる職員の育成を推進する。

・避難所開設訓練を実施し、避難所運営の円滑化を図っている。
・り災証明チームを中心に研修を⾏い、り災証明書の交付等、災害対応業務を円滑に
遂⾏できるよう職員の育成を推進している。

順調 ー

市⺠局

3 3-1 (7) ▶職員の参集確認システムの継続的な運用・保守を⾏っていく。 ・職員参集システムの運用、保守を継続実施。
順調 ー

市⺠局

3 3-1 (7) ・職員参集マニュアルや震災時の情報業務マニュアルを、訓練等を通して検証、適宜
ブラッシュアップを⾏う。 順調 ー

市⺠局 ○職員に対する防災研修の受講者数

3 3-1 (7) ・災害時の配備・連絡体制について整理し、内部で共有している。
＜博多区・城南区・早良区・⻄区＞
・各所属が所有する職員初動対応マニュアルについては、適宜、マニュアルの修正を
実施している。＜博多区・城南区・早良区＞
・定期的な訓練を実施している。＜中央区・博多区・城南区・早良区・⻄区＞

順調 ー

各局・区・室

3 3-1 (7) ▶発災時に迅速に対応できるよう、被害認定調査、り災証明発⾏等業務の研修
を⾏う等、体制の整備を⾏っていくとともに、システム整備について検討して
いく。

・被害認定調査、り災証明発⾏等業務について、り災証明チームで年に数回チーム会
議を開き、研修・体制の整備を進めている。
・被災者生活再建⽀援システムを導⼊し、各区総務課がり災証明チーム発⾏班へり災
証明発⾏業務やシステム操作等について、研修を実施している。

順調 ー

市⺠局

3 3-1 (7) ▶災害時に確実に職員のケアが実施され、惨事ストレス等により心⾝に不調を
きたす職員をできる限り発生させないように、各職員への意識啓発等を⾏って
いく。また、災害時の職員の健康管理の手引きの整備などを図り、より綿密な
職員ケア体制構築のための管理職及び現場の責任者への意識啓発等を⾏ってい
く。

・被災地派遣等が⾏われる場合は、公⽂通知にて、被災地⽀援者のこころの健康や相
談窓⼝について周知を図った。
・災害時の職員の健康管理の手引き作成に向けて、他都市の計画等情報収集を⾏い作
成準備を進めている。

やや順調 ー

総務企画局

（８）職員用備蓄の推進

3 3-1 (8) ▶⼤規模災害時において⻑期化する職員の災害対応に備え、職員用備蓄（⽔・
⾷料・トイレ）の購⼊、保管方法、有効活用について検討する。

・⾷料及び飲料⽔、約54,000⾷を職員用として備蓄。
・職員用備蓄は、公的備蓄の一部を有効活用している。 順調 ー

市⺠局 ○職員用備蓄数

（９）消防施設等における機能の充実・強化 〔2-3（1）再掲〕

3 3-1 (9) ▶指令管制情報システム、消防無線等の消防通信施設の計画的な更新整備を⾏
うとともに、適切に維持管理を⾏う。

・指令管制情報システムは、令和11年度に全⾯更新を実施予定である。消防無線等
の消防通信施設は、令和６年５⽉に実施設計を完了後、令和７年2⽉に⼯事請負契約
を締結し、更新⼯事に着手した。

順調 ー
消防局

3 3-1 (9) ▶消防団員の確保に向け、様々な機会を捉え広報活動を⾏うとともに、「消防
団協⼒事業所表⽰制度」などの普及促進に努め、⼊団、活動が⾏いやすい環境
を整備していく。

・消防団員の確保に向け、様々な広報媒体や機会を捉えて広報活動を実施するととも
に、令和６年度から休団制度を導⼊するなど、⼊団、活動がしやすい環境整備を⾏っ
た。

順調 ー
消防局 ●消防団員⼈数の充足率（条例定数2,602 ⼈に対する

実員数の割合）

3 3-1 (9) ▶災害発生時においても活動できるよう、消防団員の安全装備や資機材の充実
強化を図るとともに、福岡市アセットマネジメント推進プランに基づき、非常
用自家発電の整備を図る。

・消防団の安全装備を計画的に更新した。
・部品供給のひっ迫により１消防署は令和８年度に完了する。その他は令和７年度に
⼯事完了予定である。

やや順調 ー
消防局

3 3-1 (9) ▶「福岡市耐震対策計画」に基づき、⽼朽化した施設の建て替え等の整備を⾏
う。

・消防施設は基準を満たす耐震性を有するよう整備している。
・建て替え等については、アセットマネジメント推進プランに基づき、実施を検討し
ていく。

順調 ー
消防局

3 3-1 (9) ▶消防隊等に対する救助資機材の更新・整備や専門的な訓練の実施、救急救命
用資器材の整備や救急自動⾞の計画的な更新・整備等を進めるとともに、国の
整備指針の動向や社会情勢の変化等を踏まえて、福岡市消防用設備等の技術基
準の⾒直しを図る。

・救助資機材について計画的に更新・整備を⾏った。
・救急⾞更新計画に合わせて、救急⾞積載機材の更新を実施した。

順調 ー

消防局

3 3-1 (9) ▶⼤規模な自然災害の発生により、広範囲かつ複数のエリアで救助需要が高ま
ることが懸念されることから、現場で効率的に状況を把握するドローン等の運
用を検証し、更なる活用に向けた検討を進め、災害対応体制の強化を図る。

・ドローン操縦士による操縦訓練を実施した。
順調 ー

消防局

▶全局・区・室において迅速かつ適切な災害対応を可能にするため、職員初動
対応マニュアルの作成やブラッシュアップを⾏い、定期的な訓練等を通して、
適宜、マニュアルの修正を実施する。

R4 R5 R6
12,824 13,697 13,836

R4 R5 R6
600 500 500

R4 R5 R6 目標
R9

88.7% 89.0% 88.9% 91%



目標４．必要不可⽋な情報通信機能・情報サービスは確保する

4-1 防災・災害対応に必要な通信インフラの⿇痺・機能停⽌

（１）防災⾏政無線の整備

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

4 4-1 (1) ▶全国瞬時警報システム（Jアラート）の情報伝達試験等の訓練により、防災
⾏政無線を円滑で効果的に運用するとともに、適切に維持・管理する。

・全国瞬時警報システム（Jアラート）について、国による全国一⻫伝達訓練を３回
（５⽉、（第２回は中⽌、）、11⽉、R７.２⽉）実施し、防災⾏政無線による情報
伝達の状況を把握するなど、適切な維持・管理を⾏った。

順調 ー

市⺠局

4 4-1 (1) ▶庁内LANやインターネット、携帯電話など多様な通信インフラを活用した連
絡体制を構築するとともに、防災⾏政無線については、安定的な運用を継続し
つつ、通信技術の進展を踏まえ、IP無線やMCA無線等、⺠間事業者が提供す
るサービスの活用も含め、情報伝達手段の多重化・多様化を推進していく。

令和６年８⽉に基本設計が完了し、令和６年12⽉〜令和７年11⽉にかけて設備関係
の実施設計、令和７年２⽉〜７⽉にかけて建築関係の実施設計を実施している。

順調 ー

市⺠局 ○デジタル無線機（MCAアドバンス）の整備箇所数

（２）通信インフラの防災対策

4 4-1 (2) ▶「福岡市無電柱化推進計画」に基づき、緊急輸送道路を中心に無電柱化を進
める。また、緊急輸送道路等における新設電柱の占用の抑制を図る。

・無電柱化計画に基づく無電柱化整備延⻑︓163.5km
・令和２年度から緊急輸送道路等における新設電柱の占用制限を実施しており、令和
５年４⽉に占用制限の区域を追加で指定した。

やや順調 ー

道路下⽔道局 ●無電柱化計画に基づく無電柱化整備延⻑

（３）通信⼿段の多重化・多様化

4 4-1 (3) ▶福岡市防災メール、各種SNS等の多様な手段を用いた通信手段の効率化、充
実を図るとともに、活用について周知・啓発を進める。

・以下の情報伝達手段にて避難情報を配信している。また、システム連携により一部
の情報配信を自動化している。
  福岡市防災メール
  緊急速報メール
  福岡市防災気象情報ホームページ
  防災アプリ「ツナガル＋」
  福岡市LINE公式アカウント
  福岡市Xアカウント
  FAX/固定電話の音声案内（要配慮者のみ）
・市政だよりやホームページなどによる広報、出前講座での啓発を実施。

順調 ー

市⺠局 ○防災アプリ（ツナガル＋）のダウンロード数

4 4-1 (3) ▶区役所の通信機能が停⽌した際に、最低限の連絡手段の確保や情報収集体制
がとれるよう、非常用バッテリー、太陽光電池、手回しラジオ、ポケットwi-
fiなどの災害時備品の充実強化を図る。

・区役所の通信機能が停⽌した際に、最低限の連絡手段の確保や情報収集体制がとれ
るよう、非常用バッテリーを各区に配備している。 順調 ー

市⺠局

4 4-1 (3) ▶区役所の通信機能が停⽌した際に、最低限の連絡手段の確保や情報収集体制
がとれるよう、非常用バッテリー、太陽光電池、手回しラジオ、ポケットwi-
fiなどの災害時備品の充実強化を図る。

・避難所運営用にモバイルバッテリー、ラジオ、専用タブレット(中央区）を備蓄し
ている。＜７区 ＞
・避難所として開設している公⺠館に対して、エアーマット・ワンタッチ間仕切り・
簡易ベッドを備蓄している。＜早良区＞

順調 ー

各区

4 4-1 (3) ▶メールや各種SNS等を活用して迅速に連絡できる手段を確保し、速やかに情
報収集体制がとれるよう、マニュアルの整備を図る。

・速やかに情報収集体制が取れるよう、防災・危機管理部にてマニュアルを作成し、
訓練を実施している。 順調 ー

市⺠局

（４）⾏方不明者把握体制や情報通信機能の構築・整備 〔2-3（5）再掲〕

4 4-1 (4) ▶⾏方不明者の把握に向け、災害時等において「災害時安否情報システム」の
活用のほか、警察署等の防災関係機関との密接な連携、的確な情報把握が実施
できるよう体制の構築を図る。

・県警も含む防災関係機関と、情報共有会議や震災対処訓練を⾏い、連携の強化を
図った。 順調 ー

市⺠局 ○安否情報システムを用いた訓練

4 4-1 (4) ▶避難場所等で市⺠が安否情報の発信等に活用できる特設公衆電話や、災害時
伝⾔ダイヤル・伝⾔板等の機能について、防災訓練等の機会を活用し、事業者
と連携して積極的に市⺠に周知していく。

・避難所開設訓練時における特設公衆電話の確認作業や、市総合防災訓練時における
災害時伝⾔ダイヤル等の啓発を実施。継続して取り組んでいく。 順調 ー

市⺠局

R4 R5 R6
49 49 49

R4 R5 R6 目標
R6

155.6㎞ 160.3㎞ 163.5㎞ 168㎞

R4 R5 R6
35,251 46,170 79,887

R4 R5 R6
2 2 2



4-2 テレビ・ラジオ放送の中断等により災害情報が必要な者に伝達できない事態

（１）情報伝達⼿段の多重化・多様化

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

4 4-2 (1) ▶広報⾞を利用した広報など多様な情報伝達手段の導⼊を図るとともに、情報
伝達手段を円滑に活用するための訓練等を実施する。

・防災メールや各種ＳＮＳなど、多様なツールを活用した避難情報発令の訓練を⾏っ
た。 順調 ー

市⺠局

4 4-2 (1) ▶広報⾞を利用した広報など多様な情報伝達手段の導⼊を図るとともに、情報
伝達手段を円滑に活用するための訓練等を実施する。

・一般市⺠に対する平時の取組みとして「ハザードマップの⾒方」や「避難情報の意
味」などについて掲載したチラシを作成し、校区へ配布することにより、災害時の情
報の円滑な獲得を目指している。＜東区＞
・⽉一回の博多駅周辺での客引き対策に広報⾞を活用すると共に、操作方法等の確認
を⾏っている。また、電⼦メール等を利用して、校区の自治協・公⺠館等の方々へ区
独自の情報伝達を実施している。＜博多区＞
・電⼦メール等を利用して、校区の自治協・自主防・公⺠館等の方々へ区独自の情報
伝達を実施している。＜中央区＞
・SNSを利用して、各校区の自治協へ避難情報等を伝達している。＜南区＞
・SNSを利用して、校区の自治協・自主防・公⺠館等の方々へ区独自の情報伝達を実
施している。＜城南区＞
・電⼦メールを利用して、災害種別ごとにテンプレートメールを作成、災害時に円滑
に校区の自治協・自主防・公⺠館等の方々へ区独自の情報伝達を実施している。
＜早良区＞
・電⼦メール等を利用して、校区の自主防・公⺠館の方々へ区独自の情報伝達を実施
している。＜⻄区＞

順調 ー

各区

4 4-2 (1) ▶視覚や聴覚に障がいがあり、市からの配信を希望する者に対する、より効率
的な情報伝達について検討し、高齢者などの登録率の向上を進めていく。

・避難情報配信システムにより、電話やFAXにより避難情報を配信できる体制を整え
ている。 順調 ー

市⺠局 ●避難⾏動要⽀援者の個別⽀援計画の作成数

（２）防災⾏政無線の整備 〔4-1（1）再掲〕

4 4-2 (2) ▶全国瞬時警報システム（Jアラート）の情報伝達試験等の訓練により、防災
⾏政無線を円滑で効果的に運用するとともに、適切に維持・管理する。

・全国瞬時警報システム（Jアラート）について、国による全国一⻫伝達訓練を３回
（５⽉、（第２回は中⽌、）、11⽉、R７.２⽉）実施し、防災⾏政無線による情報
伝達の状況を把握するなど、適切な維持・管理を⾏った。

順調 ー

市⺠局

4 4-2 (2) ▶庁内LANやインターネット、携帯電話など多様な通信インフラを活用した連
絡体制を構築するとともに、防災⾏政無線については、安定的な運用を継続し
つつ、通信技術の進展を踏まえ、IP無線やMCA無線等、⺠間事業者が提供す
るサービスの活用も含め、情報伝達手段の多重化・多様化を推進していく。

令和６年８⽉に基本設計が完了し、令和６年12⽉〜令和７年11⽉にかけて設備関係
の実施設計、令和７年２⽉〜７⽉にかけて建築関係の実施設計を実施している。

順調 ー

市⺠局 ○デジタル無線機（MCAアドバンス）の整備箇所数
R4 R5 R6
49 49 49

R4 R5 R6 目標
R6

2,485 3,414 4,469 2,000人



目標５．経済活動を機能不全に陥らせない

5-1 サプライチェーンの寸断、⾦融サービスの機能停⽌、風評被害等による経済活動の機能不全

（１）陸上輸送⼿段の確保 〔2-1（3）再掲〕

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

5 5-1 (1) ▶「福岡市道路整備アクションプラン」に基づき、都市計画道路などの道路
ネットワークを構成する道路整備を推進するとともに、「福岡市無電柱化推進
計画」に基づき、緊急輸送道路を中心に無電柱化を推進することで、災害時に
おける⼈流・物流を確保する。また、緊急輸送道路等における新設電柱の占用
抑制を図る。

・無電柱化計画に基づく無電柱化整備延⻑︓163.5km
・令和２年度から緊急輸送道路等における新設電柱の占用制限を実施しており、令和
５年４⽉に占用制限の区域を追加で指定した。 やや順調 ー

道路下⽔道局 ●都市計画道路の整備率

●無電柱化計画に基づく無電柱化整備延⻑

5 5-1 (1) ▶緊急輸送道路上の橋梁について、引き続き、計画どおり耐震対策⼯事を実施
するとともに、耐震基準の⾒直しに伴う、新たな耐震補強計画を策定する。

・福岡市橋梁耐震補強計画(R4〜R23)に基づき、R６年度は４橋の耐震補強設計及び
５橋の耐震補強⼯事を進めた。
(R6年度末時点 耐震補強着手︓13/110橋)
(R6年度末時点 耐震補強完了︓0/110橋)

－ 〇

道路下⽔道局

5 5-1 (1) ▶橋梁などの道路施設については、定期的に点検を実施し、予防保全対策を実
施することで災害に強く安全性の高い道路空間の形成を図る。

・福岡市アセットマネジメント個別施設計画(R6~R10)において、R6末時点で
13橋/63橋の補修を完了した。
 ＊R6:13橋
 ※R6に橋梁⻑寿命化修繕計画を他計画と統合

順調 〇

道路下⽔道局

5 5-1 (1) ▶道路パトロール及び路⾯下空洞調査、路⾯性状調査を実施しながら舗装の損
傷を的確に判断し、計画的な修繕を実施することで安全で信頼の高い道路空間
の確保を図る。

・道路パトロール及び路⾯下空洞調査を実施しながら舗装の損傷を的確に判断し、計
画的な修繕を実施することで安全で信頼の高い道路空間の確保を図っている。
 ＊道路パトロール 幹線道路︓2回/⽉以上
          生活道路︓1回/年以上
 ＊路⾯下空洞調査 幹線道路︓   56路線、路線⻑103.4km
          生活道路︓1,111路線、路線⻑136.1km

順調 ー

道路下⽔道局

5 5-1 (1) ▶緊急輸送道路ネットワーク及び啓開道路について、福岡県と連携しながら、
必要に応じて⾒直しを⾏う。

・福岡県緊急輸送道路ネットワーク及び道路啓開計画については、福岡県が主体であ
り、必要に応じて協議会を開催し、県などとともに⾒直しを⾏う。
（R5年度︓福岡県緊急輸送道路ネットワーク計画等策定協議会において、緊急輸送
道路ネットワーク⾒直し実施）

順調 ー

道路下⽔道局

5 5-1 (1) ▶災害時における交通マネジメントを実施するため、国や関係機関と体制づく
りに努める。

・災害復旧時に、交通混乱の影響を最⼩限に留めることを目的に、国が「災害時交通
マネジメント検討会」を開催することとなっている。（R６年度１回開催） 順調 ー

道路下⽔道局

5 5-1 (1) ▶海上輸送機能と連携した緊急物資等の輸送機能確保のため、臨港道路の整備
や改修を進める。

・アイランドシティ地区において、コンテナターミナルへと繋がる臨港道路の整備を
⾏った。（整備済み延⻑︓10.5km/12.2km） 順調 ー

港湾空港局

5 5-1 (1) ▶通⾏障害建築物の所有者に対して、耐震化の必要性を伝える周知啓発⽂書や
耐震化に関するセミナーの周知を実施し、耐震化の促進及び緊急輸送道路の閉
塞防⽌を図る。

・耐震化に関するセミナー等の講演を⾏った。
 ＊R4︓2回、R5︓5回、R6︓5回 順調 ー

住宅都市みどり
局

5 5-1 (1) ▶道路啓開に必要な応急対策用資材の配備を推進するとともに、関係業者との
訓練を繰り返し実施することにより、関係業者との協⼒体制の強化を図る。

・防災協定を締結している福岡市土木建設協⼒会と防災訓練を実施し、関係業者と協
⼒体制の強化を図っている。（R6.5.22実施） 順調 ー

道路下⽔道局

R4 R5 R6 目標
R6

85.0% 85.1% 85.2% 86.1%

R4 R5 R6 目標
R6

155.6㎞ 160.3㎞ 163.5㎞ 168㎞



（２）海上輸送⼿段の確保 〔2-1（4）再掲〕

5 5-1 (2) ▶災害発生時においても、物流機能を維持できるよう、コンテナターミナルや
航路の整備など、港湾施設の機能強化を進め海上輸送手段の確保を図る。

・国が⾏っていた耐震強化岸壁の整備が完了し、令和３年９⽉に供用開始した。
やや順調 ー

港湾空港局

5 5-1 (2) ▶災害時における海上からの緊急物資等の輸送など円滑な災害⽀援を図るとと
もに、経済活動や市⺠生活への影響を最⼩限に抑えるため、アイランドシティ
等において耐震強化岸壁の整備を進める。

・国が⾏っていた耐震強化岸壁の整備が完了し、令和３年９⽉に供用開始した。

やや順調 ー

港湾空港局 ●耐震強化岸壁（ アイランドシティ ）の整備率

5 5-1 (2) ▶災害発生時においても港湾機能を維持できるよう、PDCAサイクルの手法に
より博多港BCPの⾒直し及び改善を⾏い充実を図る。

・博多港BCPについて、「航路・泊地等啓開要領」や「感染症編」の策定など充実化
を⾏った。 順調 ー

港湾空港局

5 5-1 (2) ▶地震、津波、高潮発生時においても物流機能を維持できるよう、防災機能の
充実を図る。

・高潮対策として、アイランドシティコンテナターミナルの受変電所に防⽔扉を設置
した。
・博多港BCPについて、「航路・泊地等啓開要領」や「感染症編」の策定など充実化
を⾏った。

順調 ー

港湾空港局

5 5-1 (2) ▶海上での災害活動に必要な消防艇及びヘリコプターの更新・整備、⽔上消防
体制の機能統合や新たな部隊運用の検討などを⾏い、臨海部における救助活動
のさらなる迅速化を図るなど、港湾消防⼒の強化を進める。

・消防艇の整備については、整備計画を定め、着実に⾏っている。
・ヘリコプター１機（１号機）については、Ｒ５年度に機体更新完了。 順調 ー

消防局

5 5-1 (2) ▶防災拠点漁港（博多漁港）において施設の耐震化を推進するとともに、事業
継続計画（BCP）を策定し、⼤規模地震等の災害発生時の各関係機関との連絡
体制や役割の明確化を図る。

・平成27年度︓耐震化に向けた詳細設計，地質調査
・平成28〜令和元年度︓耐震強化岸壁⼯事
・令和4年度︓ＢＣＰ策定

順調 ー

農林⽔産局

（３）企業等の⽣産⼒の低下防⽌対策

5 5-1 (3) ▶被災事業者の事業再建を⽀援するため、国・県、関係機関と連携し、⺠間事
業者に対するＢＣＰ策定の必要性のさらなる普及啓発や市内産業界に対する防
災意識の普及啓発を実施していく。

・商⼯会議所、商⼯会と共同で策定した事業継続⼒強化⽀援計画に基づき防災⼒強化
の推進を図った。 順調 ー

経済観光⽂化局

5 5-1 (3) ▶今後も、市域の復旧復興を担う市内中⼩企業の活性化に向けて、経営に関す
る相談や事業資⾦の融資、販路開拓の促進を官⺠が連携し推進していく。

・商⼯会議所、商⼯会と共同で策定した事業継続⼒強化⽀援計画に基づき防災⼒強化
の推進を図った。 順調 ー

経済観光⽂化局

5 5-1 (3) ▶中⼩企業等へのBCPの普及を目的に、福岡県中⼩企業団体中央会が⾏うBCP
策定マニュアルや様式等の作成・公表や、専門家派遣の取組み、福岡県中⼩企
業振興センター及び商⼯会議所・商⼯会が⾏う窓⼝相談などの取組みについ
て、県内事業者に対し周知を図る。

・商⼯会議所、商⼯会と共同で策定した事業継続⼒強化⽀援計画に基づき防災⼒強化
の推進を図った。

順調 ー

経済観光⽂化局

5 5-1 (3) ▶⺠間事業者において、防災体制の整備、防災訓練の実施、事業所の耐震化・
耐浪化、予想被害からの復旧計画策定、各計画の点検・⾒直し、燃料・電⼒等
重要なライフラインの供給不足への対応、取引先とのサプライチェーンの確保
等の事業継続上の取組を継続的に実施するなどの防災活動の推進に努める。

・商⼯会議所、商⼯会と共同で策定した事業継続⼒強化⽀援計画に基づき防災⼒強化
の推進を図った。

順調 ー

経済観光⽂化局

（４）被災後の都市イメージの回復、福岡市のブランド⼒の確保・向上

5 5-1 (4) ▶既往災害における観光振興上の課題と解決策の整理を⾏うことにより、早期
に観光客の受け⼊れが可能となる環境を整えていく。

・⼤規模災害時における、観光部局としての対応フローや宿泊施設等の連携など、観
光客対応のあり方について検討を実施【R2】 やや順調 ー

経済観光⽂化局

5 5-1 (4) ▶市サイトや関係諸団体との協⼒を通じて国内外に積極的な情報発信を⾏うほ
か、マスメディアにより観光客の誘致を⾏う。

・引続き市美術館に設置したデジタルサイネージで災害時に情報発信を⾏う体制を構
築。 順調 ー

経済観光⽂化局

5 5-1 (4) ▶平時から都市のブランド⼒向上を⾏うほか、MICE誘致、開催⽀援等を推進
していく。

・将来のMICE開催に向けた誘致活動、MICEの開催⽀援に取り組んだ。
 ＊R６コンベンション誘致実績︓232件 順調 ー

経済観光⽂化局

R4 R5 R6 目標
R9

71% 71% 71% 100%



5-2 エネルギー供給の停⽌による、社会経済活動・サプライチェーンの維持への甚大な影響

（１）エネルギー供給⼿段の確保 〔2-1（5）再掲〕

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

5 5-2 (1) ▶電⼒やガスの被害への対応については、実践的な防災訓練の実施などを通し
て、各事業者と連携した取組みを継続して実施していく。

・インフラ関連の事業者と災害対応に関する情報共有会議や震災対処訓練を⾏い、連
携の強化を図った。 順調 ー

市⺠局

5 5-2 (1) ▶電⼒・ガスなどのライフラインの迅速な復旧に向け、⾞両や資機材の保管場
所の確保等、初動体制でライフライン事業者と協定に基づく綿密な連携体制を
構築する。

・インフラ関連の事業者と災害対応に関する情報共有会議や震災対処訓練を⾏い、連
携の強化を図った。 順調 ー

市⺠局

5 5-2 (1) ▶石油業協同組合との協定の取組みをより実効性の高いものとし、災害時のエ
ネルギー供給の確保を図っていく。

・災害時に石油業協同組合等からの重要施設や緊急⾞両への燃料供給が迅速に⾏われ
るよう、平時において、連絡先（担当者名、電話・FAX番号・メールアドレス等）を
確認した。

順調 ー
市⺠局

5 5-2 (1) ▶災害による停電時の電源供給にもつながる、再生可能エネルギーや電気自動
⾞等の導⼊促進を図るため、引き続き、市⺠等への導⼊助成や、市有施設への
導⼊検討、国等の補助⾦制度の情報提供などに取り組む。

・再生可能エネルギーや電気自動⾞等の導⼊推進を図るため、市⺠等への導⼊助成と
して、「住宅用エネルギーシステム導⼊⽀援事業補助⾦」及び「次世代自動⾞の普及
に向けた⽀援事業補助⾦」を実施するとともに、市有施設への「太陽光発電設備の導
⼊」を検討するほか、「国等の補助⾦制度の情報提供」などに取り組んでいる。
①住宅用エネルギーシステム導⼊⽀援事業補助⾦
 太陽光発電システムや家庭用燃料電池、リチウムイオン蓄電システム、V2Hシステ
ム等の設置について、経費の一部を助成することで、自家消費型の住宅用エネルギー
システムの導⼊推進に取り組んでいる。
 ＊導⼊システム数累計︓20,155基
②次世代自動⾞の普及に向けた⽀援事業補助⾦
 電気自動⾞等の購⼊について、経費の一部を助成することで、次世代自動⾞の普及
に向けた⽀援事業に取り組んでいる。
 ＊補助実績累計︓2,858台
③市有施設の太陽光発電設備の導⼊
 学校、公⺠館、庁舎などの221施設、1,000kW以上の発電規模を持つメガソー
ラー６施設へ導⼊。
④国等の補助⾦制度の情報提供
 市ＨＰにおいて、国等の各種補助⾦制度の情報提供を⾏っている。

順調 ー

環境局

5 5-2 (1) ▶市⺠や企業への電気自動⾞・燃料電池自動⾞の導⼊に向けて、各種イベント
等において電気自動⾞・燃料電池自動⾞の外部電源供給機能を活用したデモン
ストレーションなどを⾏い、普及・啓発を図る。

Moving e等の展⽰・給電等を実施し、燃料電池自動⾞等の普及・啓発を図った（令
和６年度実績︓39件） 順調 ー

経済観光⽂化局

5 5-2 (1) ・市庁舎の浸⽔対策として、非常用電源を屋上に設置完了。
順調 ー

財政局

5 5-2 (1) ・区庁舎の停電対策として、非常用電源の高所への再整備や⽌⽔板設置に向けた設
計、⼯事を⾏った。
・博多、城南、⻄、東、南、早良区役所の整備が完了している。

順調 ー
市⺠局

5 5-2 (1) ▶市区庁舎・消防署・病院などの重要拠点において非常用発電機等の整備と燃
料の備蓄量の確保を継続的に推進しつつ自律分散型エネルギーの導⼊等による

・部品供給のひっ迫により１消防署は令和８年度に完了する。その他は令和７年度に
⼯事完了予定である。 やや順調 ー

消防局 ○消防署・出張所における非常用電源の整備数

5 5-2 (1) ▶市区庁舎・消防署・病院などの重要拠点において非常用発電機等の整備と燃
料の備蓄量の確保を継続的に推進しつつ自律分散型エネルギーの導⼊等による
エネルギー供給源の多様化・分散化等の取組みを進めていく。

・福岡市⽴こども病院、福岡市⺠病院において、非常用発電源を設置している。ま
た、福岡市と関係機関による、災害時における石油類燃料の供給に関する協定書によ
り、石油類燃料の優先供給を要請することができる重要施設として位置付けられてい
る。なお、こども病院では加えて、太陽光発電設備を設置し、エネルギー供給源の分
散化等を図っている。

順調 ー

保健医療局

5 5-2 (1) ▶医療・福祉施設の災害時機能強化に向けた自家発電設備の整備について周知
を図る。

・集団指導や国庫補助通知等で、福祉施設の災害時機能強化に向けた自家発電設備の
整備について周知を⾏った。 順調 ー

福祉局 ○特別養護⽼⼈ホームにおける非常用電源の整備数

5 5-2 (1) ▶医療・福祉施設の災害時機能強化に向けた自家発電設備の整備について周知
を図る。

・医療施設の災害時機能強化のため、補助⾦を活用した医療施設の自家発電設備の整
備について、県から県下の医療機関に対して、直接周知を⾏っている。 － ー

保健医療局

▶市区庁舎・消防署・病院などの重要拠点において非常用発電機等の整備と燃
料の備蓄量の確保を継続的に推進しつつ自律分散型エネルギーの導⼊等による
エネルギー供給源の多様化・分散化等の取組みを進めていく。

R4 R5 R6
35施設 35施設 35施設

R4 R5 R6
70 74 64



5-3 コンビナート・重要な産業施設の損壊、⽕災、爆発等

（１）危険物施設（製造所等）の点検・検査

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

5 5-3 (1) ▶自衛防災組織等と消防隊との意⾒交換や合同訓練、研修等を通じて連携強化
を図る。

・各事業所の自衛消防隊との合同訓練を実施した。
順調 ー

消防局

5 5-3 (1) ▶消防法及び石油コンビナート等災害防⽌法に基づく、危険物施設及び特定事
業所の⽴⼊検査を実施し、法令順守及び自主点検の強化を図り、保安体制の確
⽴を推進する。

・石油コンビナート等特別防災区域内に所在する危険物施設及び石油コンビナート等
災害防⽌法に規定する特定事業所については、年１回の⽴⼊検査を実施し、法令順守
や自主点検の強化について指導を⾏った。

順調 ー

消防局 ○法に基づく⽴⼊検査の実施件数

（２）コンビナート⽕災対応、⽯油等の流出による⽕災対応

5 5-3 (2) ▶定期的な市の警防計画の更新を⾏い、自衛防災組織等と消防隊との意⾒交換
や研修、福岡県等と石油コンビナート等における訓練等、実践的な防災訓練を
継続的に実施し、災害対応⼒の強化に努める。

・警防計画の⾒直しを実施した。
・各事業所の自衛消防隊との合同訓練を実施した。 順調 ー

消防局 ○石油コンビナート等における訓練の実施

5 5-3 (2) ▶災害時の迅速な応急活動の実施に向けた福岡県本部体制の整備充実を⽀援で
きるよう、福岡県や防災関係機関、関係事業所等との連携を進めていく。

・各事業所の自衛消防隊との合同訓練を実施した。
順調 ー

消防局

5 5-3 (2) ▶コンビナート火災等の発生に備えた消防⼒の維持・向上を図るため、消防⾞
両や消防艇の更新を着実に進め、消防⼒の強化を図る。

・消防⼒強化のための消防⾞両及び消防艇の更新・整備は概ね計画通り進んでいる。
順調 ー

消防局

（３）海岸保全施設及び港湾施設の改修・維持管理 〔1-3（1）再掲〕

5 5-3 (3) ▶海岸保全施設の⻑寿命化計画、港湾施設の維持管理計画に基づき、適切に維
持管理を⾏うとともに、優先度の高い施設から計画的に改修を⾏い、施設の健
全性確保に努める。

・海岸保全施設及び港湾施設について、⻑寿命化計画及び維持管理計画に基づき点検
や調査を実施し、和⽩地区の護岸改良や、⾹椎パークポート地区かもめ⼤橋舗装補修
等、計画的に補修を⾏った。

順調 〇

港湾空港局

5 5-3 (3) ▶漁港区域において、福岡県の海岸保全基本計画で定めた高潮・波浪の計画天
端高を基準とした施設の整備等を推進するため、個別施設計画に基づき、優先
度の高い施設から計画的に改修、維持管理を⾏い、施設の健全性確保を推進す
る。

・平成29〜30年度︓⻑寿命化計画策定
・令和元年度〜︓漁港海岸保全のため点検等を実施

順調 ー

農林⽔産局

（４）港湾関係者に対する防災知識の普及

5 5-3 (4) ▶実践的な防災訓練を継続的に実施し、特定事業者及び防災関係機関の連携に
よる災害応急対策活動の充実・強化を図る。

「福岡県石油コンビナート等総合防災訓練」は隔年で福岡市、北九州市が参加の上実
施されており、令和６年度は北九州市にて実施されたため、福岡市は未参加。 順調 ー

市⺠局 ○石油コンビナート等における訓練の実施

R4 R5 R6
12事業所 12事業所 12事業所

R4 R5 R6
0 1 0

R4 R5 R6
0 1 0



5-4 海上輸送の機能の停⽌による海外貿易への甚大な影響

（１）海岸保全施設及び港湾施設の改修・維持管理 〔1-3（1）再掲〕

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

5 5-4 (1) ▶海岸保全施設の⻑寿命化計画、港湾施設の維持管理計画に基づき、適切に維
持管理を⾏うとともに、優先度の高い施設から計画的に改修を⾏い、施設の健
全性確保に努める。

・海岸保全施設及び港湾施設について、⻑寿命化計画及び維持管理計画に基づき点検
や調査を実施し、和⽩地区の護岸改良や、⾹椎パークポート地区かもめ⼤橋舗装補修
等、計画的に補修を⾏った。

順調 〇

港湾空港局

5 5-4 (1) ▶漁港区域において、福岡県の海岸保全基本計画で定めた高潮・波浪の計画天
端高を基準とした施設の整備等を推進するため、個別施設計画に基づき、優先
度の高い施設から計画的に改修、維持管理を⾏い、施設の健全性確保を推進す
る。

・平成29〜30年度︓⻑寿命化計画策定
・令和元年度〜︓漁港海岸保全のため点検等を実施

順調 ー

農林⽔産局

（２）海上輸送⼿段の確保 〔2-1（4）再掲〕

5 5-4 (2) ▶災害発生時においても、物流機能を維持できるよう、コンテナターミナルや
航路の整備など、港湾施設の機能強化を進め海上輸送手段の確保を図る。

・国が⾏っていた耐震強化岸壁の整備が完了し、令和３年９⽉に供用開始した。
やや順調 ー

港湾空港局

5 5-4 (2) ▶災害時における海上からの緊急物資等の輸送など円滑な災害⽀援を図るとと
もに、経済活動や市⺠生活への影響を最⼩限に抑えるため、アイランドシティ
等において耐震強化岸壁の整備を進める。

・国が⾏っていた耐震強化岸壁の整備が完了し、令和３年９⽉に供用開始した。

やや順調 ー

港湾空港局 ●耐震強化岸壁（ アイランドシティ ）の整備率

5 5-4 (2) ▶災害発生時においても港湾機能を維持できるよう、PDCAサイクルの手法に
より博多港BCPの⾒直し及び改善を⾏い充実を図る。

・博多港BCPについて、「航路・泊地等啓開要領」や「感染症編」の策定など充実化
を⾏った。 順調 ー

港湾空港局

5 5-4 (2) ▶地震、津波、高潮発生時においても物流機能を維持できるよう、防災機能の
充実を図る。

・高潮対策として、アイランドシティコンテナターミナルの受変電所に防⽔扉を設置
した。
・博多港BCPについて、「航路・泊地等啓開要領」や「感染症編」の策定など充実化
を⾏った。

順調 ー

港湾空港局

5 5-4 (2) ▶海上での災害活動に必要な消防艇及びヘリコプターの更新・整備、⽔上消防
体制の機能統合や新たな部隊運用の検討などを⾏い、臨海部における救助活動
のさらなる迅速化を図るなど、港湾消防⼒の強化を進める。

・消防艇の整備については、整備計画を定め、着実に⾏っている。
・ヘリコプター１機（１号機）については、Ｒ５年度に機体更新完了。 順調 ー

消防局

5 5-4 (2) ▶防災拠点漁港（博多漁港）において施設の耐震化を推進するとともに、事業
継続計画（BCP）を策定し、⼤規模地震等の災害発生時の各関係機関との連絡
体制や役割の明確化を図る。

・平成27年度︓耐震化に向けた詳細設計，地質調査
・平成28〜令和元年度︓耐震強化岸壁⼯事
・令和4年度︓ＢＣＰ策定

順調 ー

農林⽔産局

R4 R5 R6 目標
R9

71% 71% 71% 100%



5-5 福岡空港の被災による国際航空輸送への甚大な影響

（１）空港機能の確保

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

5 5-5 (1) ▶災害発生時等如何なる状況であっても、公共施設の責務として、空港利用者
や従業員等の安全・安心を最優先すること及び航空ネットワーク拠点としての
機能を継続できるよう連携していく。

・福岡空港の運営者である、福岡国際空港株式会社における以下の取組みを確認し
た。
  地震発生を想定し滞留者対応や施設復旧対応を目的としたBCP訓練の実施

順調 ー

港湾空港局

5 5-5 (1) ▶災害発生時においては、被災地における緊急輸送拠点としての役割を果た
し、災害復旧に寄与するとともに、生活や経済活動の継続性の確保について連
携していく。

・災害発生時の方策のため、進捗なし

順調 ー

港湾空港局

5-6 ⾦融サービス・郵便等の機能停⽌による市⺠⽣活・商取引等への甚大な影響

（１）⾦融機関のBCP策定・改定

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

5 5-6 (1) ▶⾦融機関の事業復旧を⽀援するため、国・県、関係機関と連携し、①地元中
⼩⾦融機関に対するＢＣＰの⾒直し・再構築の必要性や策定⽀援体制整備、及
びシステムや通信手段の冗⻑性の確保、店舗等の耐震化の一層の強化、②職員
の安全確保とその体制の構築等、⾦融サービス・郵便等の機能停⽌に陥らない
対策の普及啓発を図る。

・⾦融機関のＢＣＰの策定等について、商⼯会議所、商⼯会と共同で策定した事業継
続⼒強化⽀援計画に基づき推進を図った。

順調 ー

経済観光⽂化局

（２）被災⾦融機関への⽀援

5 5-6 (2) ▶被災⾦融機関が求める情報提供や相談、手続きを可能な限り迅速に⾏う体制
を整備し、また復旧に向けた各種⽀援を迅速に⾏えるように整備等を推進して
いく。

・市HPにBCP策定に役⽴つ参考リンク先を掲載した。

順調 ー

経済観光⽂化局



5-7 ⾷料等の安定供給の停滞

（１）陸上輸送⼿段の確保 〔2-1（3）再掲〕

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策
進捗状況（R7.3末時点）

※時期や実施箇所、数値など具体的な内容を記載してください
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

5 5-7 (1) ▶「福岡市道路整備アクションプラン」に基づき、都市計画道路などの道路
ネットワークを構成する道路整備を推進するとともに、「福岡市無電柱化推進
計画」に基づき、緊急輸送道路を中心に無電柱化を推進することで、災害時に
おける⼈流・物流を確保する。また、緊急輸送道路等における新設電柱の占用
抑制を図る。

・無電柱化計画に基づく無電柱化整備延⻑︓163.5km
・令和２年度から緊急輸送道路等における新設電柱の占用制限を実施しており、令和
５年４⽉に占用制限の区域を追加で指定した。 やや順調 ー

道路下⽔道局 ●都市計画道路の整備率

●無電柱化計画に基づく無電柱化整備延⻑

5 5-7 (1) ▶緊急輸送道路上の橋梁について、引き続き、計画どおり耐震対策⼯事を実施
するとともに、耐震基準の⾒直しに伴う、新たな耐震補強計画を策定する。

・福岡市橋梁耐震補強計画(R4〜R23)に基づき、R６年度は４橋の耐震補強設計及び
５橋の耐震補強⼯事を進めた。
(R6年度末時点 耐震補強着手︓13/110橋)
(R6年度末時点 耐震補強完了︓0/110橋)

－ 〇

道路下⽔道局

5 5-7 (1) ▶橋梁などの道路施設については、定期的に点検を実施し、予防保全対策を実
施することで災害に強く安全性の高い道路空間の形成を図る。

・福岡市アセットマネジメント個別施設計画(R6~R10)において、R6末時点で13橋
/63橋の補修を完了した。
 ＊R6:13橋
 ※R6に橋梁⻑寿命化修繕計画を他計画と統合

順調 〇

道路下⽔道局

5 5-7 (1) ▶道路パトロール及び路⾯下空洞調査、路⾯性状調査を実施しながら舗装の損
傷を的確に判断し、計画的な修繕を実施することで安全で信頼の高い道路空間
の確保を図る。

・道路パトロール及び路⾯下空洞調査を実施しながら舗装の損傷を的確に判断し、計
画的な修繕を実施することで安全で信頼の高い道路空間の確保を図っている。
 ＊道路パトロール 幹線道路︓2回/⽉以上
          生活道路︓1回/年以上
 ＊路⾯下空洞調査 幹線道路︓   56路線、路線⻑103.4km
          生活道路︓1,111路線、路線⻑136.1km

順調 ー

道路下⽔道局

5 5-7 (1) ▶緊急輸送道路ネットワーク及び啓開道路について、福岡県と連携しながら、
必要に応じて⾒直しを⾏う。

・福岡県緊急輸送道路ネットワーク及び道路啓開計画については、福岡県が主体であ
り、必要に応じて協議会を開催し、県などとともに⾒直しを⾏う。
（R5年度︓福岡県緊急輸送道路ネットワーク計画等策定協議会において、緊急輸送
道路ネットワーク⾒直し実施）

順調 ー

道路下⽔道局

5 5-7 (1) ▶災害時における交通マネジメントを実施するため、国や関係機関と体制づく
りに努める。

・災害復旧時に、交通混乱の影響を最⼩限に留めることを目的に、国が「災害時交通
マネジメント検討会」を開催することとなっている。（R６年度１回開催） 順調 ー

道路下⽔道局

5 5-7 (1) ▶海上輸送機能と連携した緊急物資等の輸送機能確保のため、臨港道路の整備
や改修を進める。

・アイランドシティ地区において、コンテナターミナルへと繋がる臨港道路の整備を
⾏った。（整備済み延⻑︓10.5km/12.2km） 順調 ー

港湾空港局

5 5-7 (1) ▶通⾏障害建築物の所有者に対して、耐震化の必要性を伝える周知啓発⽂書や
耐震化に関するセミナーの周知を実施し、耐震化の促進及び緊急輸送道路の閉
塞防⽌を図る。

・耐震化に関するセミナー等の講演を⾏った。
 ＊R4︓2回、R5︓5回、R6︓5回 順調 ー

住宅都市みどり
局

5 5-7 (1) ▶道路啓開に必要な応急対策用資材の配備を推進するとともに、関係業者との
訓練を繰り返し実施することにより、関係業者との協⼒体制の強化を図る。

・防災協定を締結している福岡市土木建設協⼒会と防災訓練を実施し、関係業者と協
⼒体制の強化を図っている。（R6.5.22実施） 順調 ー

道路下⽔道局

R4 R5 R6 目標
R6

85.0% 85.1% 85.2% 86.1%

R4 R5 R6 目標
R6

155.6㎞ 160.3㎞ 163.5㎞ 168㎞



（２）海上輸送⼿段の確保 〔2-1（4）再掲〕

5 5-7 (2) ▶災害発生時においても、物流機能を維持できるよう、コンテナターミナルや
航路の整備など、港湾施設の機能強化を進め海上輸送手段の確保を図る。

・国が⾏っていた耐震強化岸壁の整備が完了し、令和３年９⽉に供用開始した。
やや順調 ー

港湾空港局

5 5-7 (2) ▶災害時における海上からの緊急物資等の輸送など円滑な災害⽀援を図るとと
もに、経済活動や市⺠生活への影響を最⼩限に抑えるため、アイランドシティ
等において耐震強化岸壁の整備を進める。

・国が⾏っていた耐震強化岸壁の整備が完了し、令和３年９⽉に供用開始した。
やや順調 ー

港湾空港局 ●耐震強化岸壁（ アイランドシティ ）の整備率

5 5-7 (2) ▶災害発生時においても港湾機能を維持できるよう、PDCAサイクルの手法に
より博多港BCPの⾒直し及び改善を⾏い充実を図る。

・博多港BCPについて、「航路・泊地等啓開要領」や「感染症編」の策定など充実化
を⾏った。 順調 ー

港湾空港局

5 5-7 (2) ▶地震、津波、高潮発生時においても物流機能を維持できるよう、防災機能の
充実を図る。

・高潮対策として、アイランドシティコンテナターミナルの受変電所に防⽔扉を設置
した。
・博多港BCPについて、「航路・泊地等啓開要領」や「感染症編」の策定など充実化
を⾏った。

順調 ー

港湾空港局

5 5-7 (2) ▶海上での災害活動に必要な消防艇及びヘリコプターの更新・整備、⽔上消防
体制の機能統合や新たな部隊運用の検討などを⾏い、臨海部における救助活動
のさらなる迅速化を図るなど、港湾消防⼒の強化を進める。

・消防艇の整備については、整備計画を定め、着実に⾏っている。
・ヘリコプター１機（１号機）については、Ｒ５年度に機体更新完了。 順調 ー

消防局

5 5-7 (2) ▶防災拠点漁港（博多漁港）において施設の耐震化を推進するとともに、事業
継続計画（BCP）を策定し、⼤規模地震等の災害発生時の各関係機関との連絡
体制や役割の明確化を図る。

・平成27年度︓耐震化に向けた詳細設計，地質調査
・平成28〜令和元年度︓耐震強化岸壁⼯事
・令和4年度︓ＢＣＰ策定

順調 ー
農林⽔産局

（３）水道施設の防災対策 〔2-1（2）再掲〕

5 5-7 (3) ▶配⽔管、導⽔管及び送⽔管の新設や更新時には全て、地震の揺れに強い耐震
管を使用し、計画的に耐震化を推進する。

・基幹管路の耐震化率は57.9％、⼩⼝径を含めた市内の導・送･配⽔管の耐震化率は
63.2％となっている（令和6年度末） 順調 〇

⽔道局

5 5-7 (3) ▶配⽔管の⽼朽化対策については、それぞれの埋設環境に応じた実質的な耐用
年数に対応できるよう、計画的な更新・耐震化に取り組む。特に、「福岡市地
域防災計画」に指定された収容避難所や救急告⽰病院など、⽔道局における重
要給⽔施設への給⽔ルート（配⽔管）を優先的に耐震化する「耐震ネットワー
ク⼯事」を推進する。

・令和6年度は新たに7施設への給⽔ルートの耐震化を完了し、令和6年度末までに整
備を完了させる計画の256施設すべて（100％）の給⽔ルートの耐震化が完了した。

順調 〇

⽔道局 ●耐震ネットワーク⼯事の整備率

5 5-7 (3) ▶配⽔調整システム（遠方監視制御装置等）を計画的に更新する。 ・遠方監視制御装置について、13箇所の更新を実施した。 順調 ー ⽔道局

5 5-7 (3) ▶取⽔場や浄⽔場及び導⽔管等の⽼朽化した施設の計画的な更新に取り組むと
ともに、浄⽔場の再編を推進する。また、地震や⽔害などの自然災害に備え、
⽔道施設の防災対策を推進する。

・重要施設の耐⽔化については、令和6年度末までに２施設の対策を実施
 (進捗率︓２施設/5施設 40%) 順調 ー

⽔道局 ●優先的に更新すべき配⽔管の残延⻑

5 5-7 (3) ▶⼯業用⽔については、施設の効果的な維持補修を⾏うことで⻑寿命化を図る
とともに、⽼朽化した施設や配⽔管の更新を計画的かつ効率的に⾏っていく。
特に、基幹管路の更新は最優先で取り組み、⼯業用⽔の安定供給を図ってい
く。

・基幹管路の更新（総延⻑8.3㎞）については、令和4年度に完了した。

順調 ー

⽔道局

（４）⺠間物流施設等の事業継続

5 5-7 (4) ▶⺠間事業者のBCP策定を促進する。また、製造業（荷主）と物流事業間など
企業が連携したBCPの策定を促進する。

・市HPにBCP策定に役⽴つ参考リンク先を掲載した。
順調 ー

経済観光⽂化局

5 5-7 (4) ▶災害に強い⺠間物流施設の整備促進を図る等、⺠間企業における事業継続に
資する施設整備等の取組みを促進する。

・市HPにBCP策定に役⽴つ参考リンク先を掲載した。
順調 ー

経済観光⽂化局

（５）中央卸売市場のBCP策定

5 5-7 (5) ▶中央卸売市場のBCPを策定するとともに、市場関係者に対するBCPの周知及
びBCPに基づいた運営体制の構築を図る。

・BCPに基づいた運営体制を維持していく。
順調 ー

農林⽔産局 ○中央卸売市場BCPの策定

（６）防災知識の普及・訓練 〔2-1（6）再掲〕

5 5-7 (6) ▶備蓄促進ウィークや出前講座・イベント等あらゆる機会を通じた広報・啓発
活動により、市⺠・企業における自主的備蓄を促進していく。

・市政だよりやホームページなどによる広報、備蓄促進ウイークや出前講座、市⺠防
災の⽇講演会での啓発を実施。 やや順調 ー

市⺠局

5 5-7 (6) ▶地域や企業等に対し、出前講座（講演、ワークショップ）を継続的に実施
し、事前の備えや備蓄の重要性について、普及啓発を⾏う。

・出前講座の実施（令和６年度 108回）。継続して実施していく。
順調 ー

市⺠局

5 5-7 (6) ▶広く市⺠に対し、災害時の対応や事前の備え等について理解の増進を図るた
め、防災啓発イベント等を実施していく。

・備蓄促進キャンペーンの実施（9/1〜9/7）
・市⺠防災の⽇講演会（R6.3） 順調 ー

市⺠局

R4 R5 R6 目標
R9

71% 71% 71% 100%

R4 R5 R6 目標
R6

94.9% 97.3% 100.0% 100%

R4 R5 R6 目標
R8

144㎞ 108㎞ 72㎞ ０㎞

R4 R5 R6
100% 100% 100%



5-8 異常渇水等による用水供給途絶に伴う、⽣産・経済活動への甚大な影響

（１）水道管の漏水対策

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

5 5-8 (1) ▶それぞれの埋設環境に応じた実質的な耐用年数に対応できるよう、配⽔管の
更新を進める。

・⽼朽化の状況等に応じて計画的に更新を実施することで、配⽔管の実質的な耐用年
数を超過した管の割合について、R5年度末で2.7％であったが、R6年度末で1.8％に
改善した。

順調 ー

⽔道局 ●実質的な耐用年数を超過した配⽔管の割合

5 5-8 (1) ▶公道部に埋設された配⽔管と給⽔管について、計画的に漏⽔調査を⾏い、漏
⽔の早期発⾒・早期修理及び⽼朽化した給⽔管の取替を⾏う。

・漏⽔防⽌調査については、2,967ｋｍの調査を⾏った。
・給⽔管漏⽔対策⼯事については、応急修理及び取替⼯事を合わせて2,666件の⼯事
を⾏った。

順調 ー

⽔道局

5 5-8 (1) ▶配⽔調整システム（遠方監視制御装置等）を計画的に更新する。 ・遠方監視制御装置について、13箇所の更新を実施した。
順調 ー

⽔道局

（２）水資源の確保

5 5-8 (2) ▶五ケ山ダムをはじめこれまで開発してきた⽔資源の適切な維持管理に取り組
むとともに、福岡導⽔施設や海⽔淡⽔化施設等の適切な維持管理・更新を福岡
都市圏の関係団体と連携して促進する。

・福岡導⽔施設や海⽔淡⽔化施設等の適切な維持管理・更新を福岡都市圏の関係団体
と連携して促進している。
（参考）
 ＊福岡導⽔施設地震対策事業（事業主体︓独⽴⾏政法⼈⽔資源機構）
  予定⼯期︓H30〜R14年度
 ＊海⽔淡⽔化施設の設備更新事業（事業主体︓福岡地区⽔道企業団）
  予定⼯期︓R4〜R18年度

順調 ー

⽔道局

5 5-8 (2) ▶気象情報や各⽔源の状況を踏まえ、効率的な⽔運用の取組みを進める。 ・気象情報や各⽔源の状況を踏まえ、効率的な⽔運用に取組んでいる。
順調 ー

⽔道局

（３）節水等に関する防災知識の普及

5 5-8 (3) ▶節⽔の⽇キャンペーンや⼩学生社会科副読本「⽔とわたしたち」の発⾏など
を通じて、高い節⽔意識の維持を図るための広報を実施する。

・広報紙「みずだより」の発⾏のほか、節⽔の⽇キャンペーンとして、⽔道局公式ア
ンバサダー中島浩⼆氏によるトークショーやラジオでの啓発活動などを実施した。ま
た、未来を担う⼦どもたちへの広報として、「⽔とわたしたち」の発⾏、「⽔をたい
せつに」絵画コンクールや職業体験イベントを実施した。

順調 ー

⽔道局 ●節⽔意識

（４）雑用水道の普及

5 5-8 (4) ▶節⽔推進条例に基づき、庁内連携のもと、更なる雑用⽔道の普及に努める。 ・再生⽔供給区域の拡⼤及び再生⽔管の延⻑
 ＊全体供給区域:1,548ha（中部地区:1,020ha、東部地区:528ha）
 ＊供給箇所数︓540箇所（単年度で13箇所増）
 ＊再生⽔管総延⻑︓117.5996km（単年度で1.4497km増）

順調 ー

道路下⽔道局

R4 R5 R6 目標
R8

3.5% 2.7% 1.8% 0%

R4 R5 R6 目標
R10

91.1% 92.5% 89.4% 90％以上を維持



目標６．ライフライン、燃料供給施設、交通ネットワーク等の被害を最⼩限に留めるとともに、早期に復旧させる

6-1 電⼒供給ネットワーク（発変電所、送配電設備）や都市ガス供給、⽯油・LPガスサプライチェーン等の⻑期間にわたる機能の停⽌

（１）エネルギー供給⼿段の確保 〔2-1（5）再掲〕

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

6 6-1 (1) ▶電⼒やガスの被害への対応については、実践的な防災訓練の実施などを通し
て、各事業者と連携した取組みを継続して実施していく。

・インフラ関連の事業者と災害対応に関する情報共有会議や震災対処訓練を⾏い、連
携の強化を図った。 順調 ー

市⺠局

6 6-1 (1) ▶電⼒・ガスなどのライフラインの迅速な復旧に向け、⾞両や資機材の保管場
所の確保等、初動体制でライフライン事業者と協定に基づく綿密な連携体制を
構築する。

・インフラ関連の事業者と災害対応に関する情報共有会議や震災対処訓練を⾏い、連
携の強化を図った。 順調 ー

市⺠局

6 6-1 (1) ▶石油業協同組合との協定の取組みをより実効性の高いものとし、災害時のエ
ネルギー供給の確保を図っていく。

・災害時に石油業協同組合等からの重要施設や緊急⾞両への燃料供給が迅速に⾏われ
るよう、平時において、連絡先（担当者名、電話・FAX番号・メールアドレス等）を
確認した。

順調
市⺠局

6 6-1 (1) ▶災害による停電時の電源供給にもつながる、再生可能エネルギーや電気自動
⾞等の導⼊促進を図るため、引き続き、市⺠等への導⼊助成や、市有施設への
導⼊検討、国等の補助⾦制度の情報提供などに取り組む。

・再生可能エネルギーや電気自動⾞等の導⼊推進を図るため、市⺠等への導⼊助成と
して、「住宅用エネルギーシステム導⼊⽀援事業補助⾦」及び「次世代自動⾞の普及
に向けた⽀援事業補助⾦」を実施するとともに、市有施設への「太陽光発電設備の導
⼊」を検討するほか、「国等の補助⾦制度の情報提供」などに取り組んでいる。
①住宅用エネルギーシステム導⼊⽀援事業補助⾦
 太陽光発電システムや家庭用燃料電池、リチウムイオン蓄電システム、V2Hシステ
ム等の設置について、経費の一部を助成することで、自家消費型の住宅用エネルギー
システムの導⼊推進に取り組んでいる。
 ＊導⼊システム数累計︓20,155基
②次世代自動⾞の普及に向けた⽀援事業補助⾦
 電気自動⾞等の購⼊について、経費の一部を助成することで、次世代自動⾞の普及
に向けた⽀援事業に取り組んでいる。
 ＊補助実績累計︓2,858台
③市有施設の太陽光発電設備の導⼊
 学校、公⺠館、庁舎などの221施設、1,000kW以上の発電規模を持つメガソー
ラー６施設へ導⼊。
④国等の補助⾦制度の情報提供
 市ＨＰにおいて、国等の各種補助⾦制度の情報提供を⾏っている。

順調 ー

環境局

6 6-1 (1) ▶市⺠や企業への電気自動⾞・燃料電池自動⾞の導⼊に向けて、各種イベント
等において電気自動⾞・燃料電池自動⾞の外部電源供給機能を活用したデモン
ストレーションなどを⾏い、普及・啓発を図る。

Moving e等の展⽰・給電等を実施し、燃料電池自動⾞等の普及・啓発を図った（令
和６年度実績︓39件） 順調 ー

経済観光⽂化局

6 6-1 (1) ・市庁舎の浸⽔対策として、非常用電源を屋上に設置完了。
順調 ー

財政局

6 6-1 (1) ・区庁舎の停電対策として、非常用電源の高所への再整備や⽌⽔板設置に向けた設
計、⼯事を⾏った。
・博多、城南、⻄、東、南、早良区役所の整備が完了している。

順調 ー
市⺠局

6 6-1 (1) ▶市区庁舎・消防署・病院などの重要拠点において非常用発電機等の整備と燃
料の備蓄量の確保を継続的に推進しつつ自律分散型エネルギーの導⼊等による

・部品供給のひっ迫により１消防署は令和８年度に完了する。その他は令和７年度に
⼯事完了予定である。 やや順調 ー

消防局 ○消防署・出張所における非常用電源の整備数

6 6-1 (1) ▶市区庁舎・消防署・病院などの重要拠点において非常用発電機等の整備と燃
料の備蓄量の確保を継続的に推進しつつ自律分散型エネルギーの導⼊等による
エネルギー供給源の多様化・分散化等の取組みを進めていく。

・福岡市⽴こども病院、福岡市⺠病院において、非常用発電源を設置している。ま
た、福岡市と関係機関による、災害時における石油類燃料の供給に関する協定書によ
り、石油類燃料の優先供給を要請することができる重要施設として位置付けられてい
る。なお、こども病院では加えて、太陽光発電設備を設置し、エネルギー供給源の分
散化等を図っている。

順調 ー

保健医療局

6 6-1 (1) ▶医療・福祉施設の災害時機能強化に向けた自家発電設備の整備について周知
を図る。

・集団指導や国庫補助通知等で、福祉施設の災害時機能強化に向けた自家発電設備の
整備について周知を⾏った。 順調 ー

福祉局 ○特別養護⽼⼈ホームにおける非常用電源の整備数

6 6-1 (1) ▶医療・福祉施設の災害時機能強化に向けた自家発電設備の整備について周知
を図る。

・医療施設の災害時機能強化のため、補助⾦を活用した医療施設の自家発電設備の整
備について、県から県下の医療機関に対して、直接周知を⾏っている。 － ー

保健医療局

▶市区庁舎・消防署・病院などの重要拠点において非常用発電機等の整備と燃
料の備蓄量の確保を継続的に推進しつつ自律分散型エネルギーの導⼊等による
エネルギー供給源の多様化・分散化等の取組みを進めていく。

R4 R5 R6
35施設 35施設 35施設

R4 R5 R6
70 74 64



6-2 上水道等の⻑期間にわたる供給停⽌

（１）水道施設の防災対策 〔2-1（2）再掲〕

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

6 6-2 (1) ▶配⽔管、導⽔管及び送⽔管の新設や更新時には全て、地震の揺れに強い耐震
管を使用し、計画的に耐震化を推進する。

・基幹管路の耐震化率は57.9％、⼩⼝径を含めた市内の導・送･配⽔管の耐震化率は
63.2％となっている（令和6年度末） 順調 〇

⽔道局

6 6-2 (1) ▶配⽔管の⽼朽化対策については、それぞれの埋設環境に応じた実質的な耐用
年数に対応できるよう、計画的な更新・耐震化に取り組む。特に、「福岡市地
域防災計画」に指定された収容避難所や救急告⽰病院など、⽔道局における重
要給⽔施設への給⽔ルート（配⽔管）を優先的に耐震化する「耐震ネットワー
ク⼯事」を推進する。

・令和6年度は新たに7施設への給⽔ルートの耐震化を完了し、令和6年度末までに整
備を完了させる計画の256施設すべて（100％）の給⽔ルートの耐震化が完了した。

順調 〇

⽔道局 ●実質的な耐用年数を超過した排⽔管の残延⻑

●耐震ネットワーク⼯事の整備率

6 6-2 (1) ▶配⽔調整システム（遠方監視制御装置等）を計画的に更新する。 ・遠方監視制御装置について、13箇所の更新を実施した。
順調 ー

⽔道局

6 6-2 (1) ▶取⽔場や浄⽔場及び導⽔管等の⽼朽化した施設の計画的な更新に取り組むと
ともに、浄⽔場の再編を推進する。また、地震や⽔害などの自然災害に備え、
⽔道施設の防災対策を推進する。

・重要施設の耐⽔化については、令和6年度末までに２施設の対策を実施
 (進捗率︓２施設/5施設 40%) 順調 ー

⽔道局 ●優先的に更新すべき配⽔管の残延⻑

6 6-2 (1) ▶⼯業用⽔については、施設の効果的な維持補修を⾏うことで⻑寿命化を図る
とともに、⽼朽化した施設や配⽔管の更新を計画的かつ効率的に⾏っていく。
特に、基幹管路の更新は最優先で取り組み、⼯業用⽔の安定供給を図ってい
く。

・基幹管路の更新（総延⻑8.3㎞）については、令和4年度に完了した。

順調 ー

⽔道局

（２）水道原水の監視体制の徹底

6 6-2 (2) ▶取⽔場における油検知器を更新するとともに、浄⽔場などに設置している⽔
質計器によって⼆重チェックを⾏い、24時間体制で⽔道原⽔の⽔質監視を⾏
う。

・取⽔場や浄⽔場等に設置した⽔質計器により、24時間体制で⽔質監視を⾏ってい
る。
・また、番托取⽔場へのかび臭物質自動計測装置の新設を完了した。

順調 ー

⽔道局

（３）上水道等の早期復旧対策

6 6-2 (3) ▶災害発生時に設置する「福岡市地域防災計画」⽔道部の体制に基づき、災害
対策活動を⾏う。

・⼤規模な災害や事故の発生により、⽔道施設に多⼤な被害が生じた場合でも、市⺠
生活等への影響を最⼩限にとどめるため、各種危機管理マニュアルを踏まえた実践的
な研修・訓練等を実施するとともに、広域的な連携を強化するなど、災害時応急体制
の充実に取り組んだ。

順調 ー

⽔道局

6 6-2 (3) ▶今後も協定締結の相手方である⽇本⽔道協会九州地方⽀部や19⼤都市⽔道
局等の防災訓練に参加する等、広域的な連携の更なる強化に取り組んでいく。
また、⽇本⽔道協会九州地方⽀部や19⼤都市⽔道局等との間で、定期的な情
報交換等を⾏うとともに、必要に応じて、災害発生時の相互応援協定の⾒直し
を⾏う。

・⽇本⽔道協会九州地方⽀部や19⼤都市⽔道局等の防災訓練について、R6年11⽉に
⽇本⽔道協会九州地方⽀部の36の事業体と福岡市において、R7年7⽉に⼤阪市、神
⼾市、東京都といった⼤都市⽔道局と情報伝達訓練を実施し、広域的な連携強化を
図った。
・R6年5⽉に愛知県名古屋市で開催された⼤都市⽔道局⼤規模災害対策検討会に参加
し、「⼤都市⽔道局研修講師派遣制度の活用について」、「災害時における情報共有
ツール活用の全国的な展開に向けた⽇⽔道協会本部への要望等について」などの議題
について、情報交換を⾏った。

順調 ー

⽔道局

R4 R5 R6 目標
R6

94.9% 97.3% 100.0% 100%

R4 R5 R6 目標
R8

144㎞ 108㎞ 72㎞ ０㎞

R4 R5 R6 目標
R8

3.5% 2.7% 1.8% 0%



（４）必要物資等の備蓄・調達・配送体制の整備 〔2-1（1）再掲〕

6 6-2 (4) ▶引き続き、備蓄促進ウィークや出前講座・イベント等あらゆる機会を通じた
広報・啓発活動により、市⺠・企業における最低３⽇分の⾷料、飲料⽔等の自
主的備蓄の促進に取り組む。

・備蓄促進ウイーク、出前講座（令和６年度 108回）、市⺠防災の⽇講演会での啓
発を実施。 順調 ー

市⺠局

6 6-2 (4) ▶今後も「福岡市⽔道局災害応急対策計画」等に基づき、発災後３⽇間３リッ
トル/⼈・⽇程度の応急給⽔に努める。

・計画的に応急給⽔資材の備蓄に努めている。
順調 ー

⽔道局

6 6-2 (4) ▶市⺠による飲料⽔の備蓄の充実に向け、今後もホームページを通じて、市⺠
への呼びかけを⾏うとともに、応急給⽔訓練を継続して実施し、災害時の応急
給⽔の円滑化を進める。

・飲料⽔の備蓄について、ホームページを通して呼びかけを⾏った。
・新規採用及び転⼊職員に対し応急給⽔研修を実施した。 順調 ー

⽔道局

6 6-2 (4) ▶備蓄物資の適切な管理を⾏うとともに、備蓄品目の拡充や分散備蓄を推進す
る。

・備蓄計画の策定に併せて各品目の必要性を再検討し、必要のあるものについては拡
充したほか、分散備蓄場所を増やした。
・令和６年度は、簡易トイレの数量を拡充し、⼤⼈用おむつ、トイレットペーパー、
ドライシャンプー、ドライボディソープ、体拭き、使い捨てカイロ、着圧ソックスの
備蓄を開始した。

順調 ー

市⺠局 ●⾷料・飲料⽔の備蓄

6 6-2 (4) ▶企業との協定に基づく災害時の物資の供給を確保し、⽀援要請時に企業等と
の連携が円滑に図れるよう連絡体制を確⽴するとともに、流通備蓄の更なる充
実に向け、企業等と実効性のある協定を締結していく。

・災害時に石油業協同組合等からの重要施設や緊急⾞両への燃料供給が迅速に⾏われ
るよう、平時において、連絡先（担当者名、電話・FAX番号・メールアドレス等）を
確認した。

順調 ー

市⺠局

6 6-2 (4) ▶物資供給協⼒に関する協定の実効性を高めるため、訓練等を活用し、協定業
者との連携強化を図り、災害時における⽀援物資の供給確保を図る。

・災害時の連絡が滞りなく⾏われるよう、年度当初に物資供給の協定締結先の平時、
災害時の連絡先（担当者名、電話・FAX番号・メールアドレス等）を確認した。 順調 ー

市⺠局

6 6-2 (4) ▶物資集積拠点から避難所まで遅滞が生じることなく、被災者まで確実に届く
ことを重視した円滑な物資輸送が実施できるよう、主要物流事業者の役割分担
の明確化など課題を整理し、運営マニュアルへ反映する等、実際の対応に即し
た体制の充実を図る。

・物資調達・輸送チームにて勉強会、訓練を実施し、職員の災害対応能⼒の向上及び
マニュアルのブラッシュアップを進めている。

順調 ー

市⺠局

6 6-2 (4) ▶災害救助法に基づき、救助実施市として、⼤規模自然災害時等に被災者に対
して円滑に物資が供給できるよう、国、県、九州市⻑会、指定都市市⻑会等と
連携し、取組みを進める。

・災害時に円滑に連携できるよう、国（総務省）、指定都市市⻑会、九州市⻑会、福
岡県の各担当者と相互に連絡先（担当者名、電話・FAX番号・メールアドレス等）を
確認した。

順調 ー

市⺠局

6 6-2 (4) ▶他都市との相互応援協定に基づく合同防災訓練等に参加するなど、広域的な
連携体制の強化を図るとともに、緊急時給⽔拠点や給⽔基地の増設に取り組
み、応急給⽔体制の充実を図る。

・他都市との合同防災訓練について、R6年11⽉に⽇本⽔道協会九州地方⽀部の36の
事業体と福岡市において実施し、広域的な連携強化を図った。

順調 ー

⽔道局 ●給⽔基地の整備

6 6-2 (4) ▶「物資調達・輸送調整等⽀援システム」を活用するため、県との連携や体制
の充実を図る。

R7年度より「物資調達・輸送調整等⽀援システム」が「新物資システム（B-Plo）」
に仕様変更となる予定のため現⾏システムの訓練は中⽌となった。 順調 ー

市⺠局

R4 R5 R6 継続
27万食 27万食 27万食 27万食

R4 R5 R6 目標
R6

13箇所 13箇所 13箇所 14箇所



6-3 下水道施設等の⻑期間にわたる機能停⽌

（１）下水道施設の防災対策

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

6 6-3 (1) ▶各計画に基づき、下⽔道施設の適切な機能を確保するため、効率的な点検・
調査（モニタリング）により、既存施設の状態や能⼒等の把握を⾏い、状態監
視保全等による予防保全型の維持管理、計画的な⽼朽化・耐震化対策を着実に
推進する。

・下⽔道施設の計画的な改築更新および地震対策を実施した。
 ＊R6改築新規完了︓アイランドシティポンプ場、⿃飼ポンプ場

順調 〇

道路下⽔道局

6 6-3 (1) ▶⽔処理センターの機能を発揮させるため、非常用電源の確保や継続的な燃料
調達を図っていく。

・非常用発電機の更新⼯事を実施した。
 ＊R6〜R7︓⻄部⽔処理センター 順調 〇

道路下⽔道局

6 6-3 (1) ▶災害時でも安定した⽔処理が⾏えるよう、汚⽔処理場の耐震化・⻑寿命化を
推進する。併せて合併浄化槽の設置の推進を図る。

・汚⽔処理場の⻑寿命化を図るため、電気設備の更新⼯事等を実施した。
 R6︓７件 順調 ー

環境局

6 6-3 (1) ▶災害時でも安定した⽔処理が⾏えるよう、汚⽔処理場の耐震化・⻑寿命化を
推進する。併せて合併浄化槽の設置の推進を図る。

・助成制度により合併処理浄化槽の設置を推進している。
順調 ー

道路下⽔道局

6 6-3 (1) ▶⺠間事業者等と締結した協定の実効性確保に向け、各団体や他自治体を含め
た合同訓練等を継続的に実施して連携体制や受援体制の強化を進めるととも
に、下⽔道施設の応急復旧や点検・調査等に協⼒を得られる体制を継続してい
く。また、職員の災害対応スキルの向上を図るため訓練や研修を継続していく

・災害⽀援協定を締結している（公社）⽇本下⽔道管路管理業協会と合同で訓練を実
施している。また、他都市から応援を受ける場合の受援体制構築に特化した⽀援隊集
積基地設置訓練を実施している。
・職員の災害対応能⼒の向上のため、管路実地調査訓練をはじめとする４つの訓練、
２つの研修を実施しており、延べ436名が参加している。

順調 ー

道路下⽔道局

（２）下水道の早期復旧対策

6 6-3 (2) ▶福岡市下⽔道業務継続計画（下⽔道BCP）の更新を図るとともに、資機材の
充実や教育訓練の実施を推進し、非常時対応能⼒の強化を図っていく。

・福岡市下⽔道業務継続計画（地震・津波編）及び（⽔害編）の改定を実施した。
・応急対応資機材を購⼊し、充実を図っている。
・職員の災害対応能⼒の向上のため、管路実地調査訓練をはじめとする４つの訓練、
２つの研修を実施しており、延べ436名が参加。

順調 ー

道路下⽔道局

○下⽔道管渠の耐震化

○下⽔道管渠の改築更新

○ポンプ場の改築更新

R4 R5 R6
9km 10km 10km

R4 R5 R6
29km 14km 22km

R4 R5 R6
１箇所 2箇所 2箇所



6-4 陸海空の交通インフラの⻑期間にわたる機能停⽌

（１）陸上輸送⼿段の確保 〔2-1（3）再掲〕

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

6 6-4 (1) ▶「福岡市道路整備アクションプラン」に基づき、都市計画道路などの道路
ネットワークを構成する道路整備を推進するとともに、「福岡市無電柱化推進
計画」に基づき、緊急輸送道路を中心に無電柱化を推進することで、災害時に
おける⼈流・物流を確保する。また、緊急輸送道路等における新設電柱の占用
抑制を図る。

・無電柱化計画に基づく無電柱化整備延⻑︓163.5km
・令和２年度から緊急輸送道路等における新設電柱の占用制限を実施しており、令和
５年４⽉に占用制限の区域を追加で指定した やや順調 ー

道路下⽔道局 ●都市計画道路の整備率

●無電柱化計画に基づく無電柱化整備延⻑

6 6-4 (1) ▶緊急輸送道路上の橋梁について、引き続き、計画どおり耐震対策⼯事を実施
するとともに、耐震基準の⾒直しに伴う、新たな耐震補強計画を策定する。

・福岡市橋梁耐震補強計画(R4〜R23)に基づき、R６年度は４橋の耐震補強設計及び
５橋の耐震補強⼯事を進めた。
(R6年度末時点 耐震補強着手︓13/110橋)
(R6年度末時点 耐震補強完了︓0/110橋)

－ 〇

道路下⽔道局

6 6-4 (1) ▶橋梁などの道路施設については、定期的に点検を実施し、予防保全対策を実
施することで災害に強く安全性の高い道路空間の形成を図る。

・福岡市アセットマネジメント個別施設計画(R6~R10)において、R6末時点で13橋
/63橋の補修を完了した。
 ＊R6:13橋
 ※R6に橋梁⻑寿命化修繕計画を他計画と統合

順調 〇

道路下⽔道局

6 6-4 (1) ▶道路パトロール及び路⾯下空洞調査、路⾯性状調査を実施しながら舗装の損
傷を的確に判断し、計画的な修繕を実施することで安全で信頼の高い道路空間
の確保を図る。

・道路パトロール及び路⾯下空洞調査を実施しながら舗装の損傷を的確に判断し、計
画的な修繕を実施することで安全で信頼の高い道路空間の確保を図っている。
 ＊道路パトロール 幹線道路︓2回/⽉以上
          生活道路︓1回/年以上
 ＊路⾯下空洞調査 幹線道路︓   56路線、路線⻑103.4km
          生活道路︓1,111路線、路線⻑136.1km

順調 ー

道路下⽔道局

6 6-4 (1) ▶緊急輸送道路ネットワーク及び啓開道路について、福岡県と連携しながら、
必要に応じて⾒直しを⾏う。

・福岡県緊急輸送道路ネットワーク及び道路啓開計画については、福岡県が主体であ
り、必要に応じて協議会を開催し、県などとともに⾒直しを⾏う。
（R5年度︓福岡県緊急輸送道路ネットワーク計画等策定協議会において、緊急輸送
道路ネットワーク⾒直し実施）

順調 ー

道路下⽔道局

6 6-4 (1) ▶災害時における交通マネジメントを実施するため、国や関係機関と体制づく
りに努める。

・災害復旧時に、交通混乱の影響を最⼩限に留めることを目的に、国が「災害時交通
マネジメント検討会」を開催することとなっている。（R６年度１回開催） 順調 ー

道路下⽔道局

6 6-4 (1) ▶海上輸送機能と連携した緊急物資等の輸送機能確保のため、臨港道路の整備
や改修を進める。

・アイランドシティ地区において、コンテナターミナルへと繋がる臨港道路の整備を
⾏った。（整備済み延⻑︓10.5km/12.2km） 順調 ー

港湾空港局

6 6-4 (1) ▶通⾏障害建築物の所有者に対して、耐震化の必要性を伝える周知啓発⽂書や
耐震化に関するセミナーの周知を実施し、耐震化の促進及び緊急輸送道路の閉
塞防⽌を図る。

・耐震化に関するセミナー等の講演を⾏った。
 ＊R4︓2回、R5︓5回、R6︓5回 順調 ー

住宅都市みどり
局

6 6-4 (1) ▶道路啓開に必要な応急対策用資材の配備を推進するとともに、関係業者との
訓練を繰り返し実施することにより、関係業者との協⼒体制の強化を図る。

・防災協定を締結している福岡市土木建設協⼒会と防災訓練を実施し、関係業者と協
⼒体制の強化を図っている。（R6.5.22実施） 順調 ー

道路下⽔道局

R4 R5 R6 目標
R6

85.0% 85.1% 85.2% 86.1%

R4 R5 R6 目標
R6

155.6㎞ 160.3㎞ 163.5㎞ 168㎞



（２）海上輸送⼿段の確保 〔2-1（4）再掲〕

6 6-4 (2) ▶災害発生時においても、物流機能を維持できるよう、コンテナターミナルや
航路の整備など、港湾施設の機能強化を進め海上輸送手段の確保を図る。

・国が⾏っていた耐震強化岸壁の整備が完了し、令和３年９⽉に供用開始した。
やや順調 ー

港湾空港局

6 6-4 (2) ▶災害時における海上からの緊急物資等の輸送など円滑な災害⽀援を図るとと
もに、経済活動や市⺠生活への影響を最⼩限に抑えるため、アイランドシティ
等において耐震強化岸壁の整備を進める。

・国が⾏っていた耐震強化岸壁の整備が完了し、令和３年９⽉に供用開始した。

やや順調 ー

港湾空港局 ●耐震強化岸壁（ アイランドシティ ）の整備率

6 6-4 (2) ▶災害発生時においても港湾機能を維持できるよう、PDCAサイクルの手法に
より博多港BCPの⾒直し及び改善を⾏い充実を図る。

・博多港BCPについて、「航路・泊地等啓開要領」や「感染症編」の策定など充実化
を⾏った。 順調 ー

港湾空港局

6 6-4 (2) ▶地震、津波、高潮発生時においても物流機能を維持できるよう、防災機能の
充実を図る。

・高潮対策として、アイランドシティコンテナターミナルの受変電所に防⽔扉を設置
した。
・博多港BCPについて、「航路・泊地等啓開要領」や「感染症編」の策定など充実化
を⾏った。

順調 ー

港湾空港局

6 6-4 (2) ▶海上での災害活動に必要な消防艇及びヘリコプターの更新・整備、⽔上消防
体制の機能統合や新たな部隊運用の検討などを⾏い、臨海部における救助活動
のさらなる迅速化を図るなど、港湾消防⼒の強化を進める。

・消防艇の整備については、整備計画を定め、着実に⾏っている。
・ヘリコプター１機（１号機）については、Ｒ５年度に機体更新完了。 順調 ー

消防局

6 6-4 (2) ▶防災拠点漁港（博多漁港）において施設の耐震化を推進するとともに、事業
継続計画（BCP）を策定し、⼤規模地震等の災害発生時の各関係機関との連絡
体制や役割の明確化を図る。

・平成27年度︓耐震化に向けた詳細設計，地質調査
・平成28〜令和元年度︓耐震強化岸壁⼯事
・令和4年度︓ＢＣＰ策定

順調 ー

農林⽔産局

（３）空港機能の確保 〔5-5（1）再掲〕

6 6-4 (3) ▶災害発生時等如何なる状況であっても、公共施設の責務として、空港利用者
や従業員等の安全・安心を最優先すること及び航空ネットワーク拠点としての
機能を継続できるよう連携していく。

・福岡空港の運営者である、福岡国際空港株式会社における以下の取組みを確認し
た。
  地震発生を想定し滞留者対応や施設復旧対応を目的としたBCP訓練の実施

順調 ー

港湾空港局

6 6-4 (3) ▶災害発生時においては、被災地における緊急輸送拠点としての役割を果た
し、災害復旧に寄与するとともに、生活や経済活動の継続性の確保について連
携していく。

・災害発生時の方策のため、進捗なし

順調 ー

港湾空港局

R4 R5 R6 目標
R9

71% 71% 71% 100%



6-5 その他インフラの⻑期間にわたる機能不全

（１）その他インフラの防災対策

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

6 6-5 (1) ▶防災に資する市有施設は、「福岡市アセットマネジメント基本方針」等に基
づき、引き続き定期的な点検や適切な維持管理などにより、防災機能の維持に
努める。

・防災に資する市有施設について、個別施設計画に基づいて、計画的に整備・改修・
維持管理を⾏った。 － ー

財政局

6 6-5 (1) ▶学校施設⻑寿命化計画に基づき、計画的・効率的な施設整備を⾏う。 ・学校施設⻑寿命化計画に基づき、⽼朽化対策等への対応として、⼤規模な改良等を
実施した。
  ※（R３︓16校、R4︓13校 R5︓19校） R6︓16校

順調 〇

教育委員会 ○学校施設の⼤規模改修数

6 6-5 (1) ▶公園施設⻑寿命化計画に基づき、公園施設の計画的・効率的な更新や維持管
理を⾏う。

・公園施設⻑寿命化計画に基づき、公園施設の計画的・効率的な更新や維持管理を
⾏った
 ＊R6補完⼯事︓112公園，124施設

やや順調 〇

住宅都市みどり
局

6 6-5 (1) ▶海岸保全施設の⻑寿命化計画、港湾施設の維持管理計画に基づき、適切に維
持管理を⾏うとともに、優先順位の高い施設から計画的に改修を⾏い、施設の
健全性確保に努める。

・海岸保全施設及び港湾施設について、⻑寿命化計画及び維持管理計画に基づき点検
や調査を実施し、和⽩地区の護岸改良や、⾹椎パークポート地区かもめ⼤橋舗装補修
等、計画的に補修を⾏った。

順調 〇

港湾空港局

6 6-5 (1) ▶河川における⻑寿命化計画未策定の施設については、⻑寿命化計画の策定を
進め、策定済みの施設については計画に基づき適切な施設の運用を実施する。

・吉塚新川排⽔機場︓R1〜R６ 排⽔機場、⽔門設備修繕・更新
・上牟田川排⽔機場︓R1〜R６ 排⽔機場、⽔門設備修繕・更新
・綿打川排⽔機場 ︓R1〜R６ 排⽔機場、⽔門設備修繕・更新
・⽔崎川排⽔機場 ︓R４〜R6   排⽔機場、⽔門設備修繕・更新

順調 〇

道路下⽔道局 ●河川管理施設の⻑寿命化計画に基づく⽼朽化対策実
施率

6 6-5 (1) ▶道路施設の個別施設計画に基づき、定期点検及び修繕⼯事を実施する。 ・福岡市道路施設アセットマネジメント個別施設計画に基づき、各施設の修繕⼯事を
⾏った。 やや順調 〇

道路下⽔道局 ●橋梁の⻑寿命化修繕計画に基づく橋梁修繕数

6 6-5 (1) ▶地下鉄やJR九州、JR⻄⽇本、⻄⽇本鉄道等の鉄道施設の早期復旧につい
て、災害に備えた各種訓練を繰り返し実施し、災害対応能⼒の向上を図ってい
く。

・空港線博多駅・天神駅及び七隈線天神南駅において、隣接するビル事業者と共同で
浸⽔防⽌合同訓練を実施した。（R6.５⽉）
・地下鉄駅務室と駅に隣接するビルとの間で、防災盤の直通電話から連絡通報訓練を
実施した。（R6.毎⽉25⽇前後）

順調 ー

交通局

6 6-5 (1) ▶漁港施設の機能保全計画に基づき、優先順位の高い施設から計画的に補修等
を⾏い、漁港施設の健全性確保を推進する。

・令和4年度︓機能保全計画（⽞界漁港，⻄浦漁港，唐泊漁港）
・令和5年度︓機能保全計画（博多漁港，弘漁港，志賀島漁港）
・令和6年度︓特になし
・令和７年度︓機能保全実施設計（博多漁港）
       機能保全⼯事（志賀島漁港）
・令和８年度︓機能保全⼯事（博多漁港）

順調 〇

農林⽔産局

（２）防災インフラの応急復旧体制の構築

6 6-5 (2) ▶防災協定締結団体を含めた建設業界との協議を進め、応急復旧体制の強化を
推進する。

・防災協定締結団体を含めた建設業界との協議により、応急復旧体制の強化に努め
た。 順調 ー

財政局

R4 R5 R6
13校 19校 16校

R4 R5 R6 目標
R5

100% 100% 100% 100%

R4 R5 R6 目標
R6

198橋 213橋 226橋 234橋



目標７．制御不能な複合災害・⼆次災害を発⽣させない

7-1 地震に伴う市街地の大規模⽕災の発⽣による多数の死傷者の発⽣

（１）防災上安全な市街地の形成

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

7 7-1 (1) ▶各消防署に対し、管轄内の木造密集、道路狭あい地域等の防御困難地域の把
握、調査を⾏うよう通知するとともに、消防活動計画等の修正や作成を⾏い、
対応強化に努める。

・防ぎょ困難地域を把握、調査し、消防活動計画の修正を⾏った。

順調 ー

消防局 ○指定緊急避難場所（屋外）数

7 7-1 (1) ▶「福岡市道路整備アクションプラン」に基づき、都市計画道路などの道路
ネットワークを構成する道路整備を推進する。

・都市計画道路整備率︓85.2％（R6年度末時点）
遅れている ー

道路下⽔道局 ●都市計画道路の整備率

7 7-1 (1) ▶幅員4ｍ未満の狭あいな道路を解消するため、4mまでの拡幅に必要な用地
については寄付を受け、道路の拡幅整備を⾏う。

・狭あい道路整備延⻑（路線整備型）︓約8.5km（R6年度末時点）
順調 ー

道路下⽔道局

7 7-1 (1) ▶避難場所となる⾝近な公園の適正配置を⾏う。また、既存公園のリニューア
ルなどの機会には、避難場所としても活用できるよう整備するなど防災機能の
向上に取り組む。

・⾝近な公園の整備を実施した。
 ＊R６整備箇所数   6箇所（浦田南公園 等）
・既存公園の再整備を実施した。
 ＊R６再整備箇所数 ２９箇所
  内、地区避難場所  1３箇所（広域避難場所９箇所を含む）

順調 ー

住宅都市みどり
局

7 7-1 (1) ▶臨海部における避難場所として、港湾緑地の整備に取り組む。 ・アイランドシティはばたき公園の整備を⾏った。（整備済み⾯積︓7.2ha/12ha）
順調 ー

港湾空港局

7 7-1 (1) ▶道路等の配置の状況や土地利用状況等を踏まえて、道路、河川、鉄道等によ
り延焼遮断帯を形成し、原則200ha以下となるように都市防火区画を設定す
る（市街化調整区域に⾯する部分などを除く）。

・商業地域等において幹線道路沿線への防火・準防火地域の指定により、建築物の耐
火性能を向上させることで、延焼遮断帯の形成を促進している。 順調 ー

住宅都市みどり
局

7 7-1 (1) ▶延焼を防ぐ公園等のオープンスペースの整備や緑化を推進する。 ・⾝近な公園の整備を実施した。
 ＊R６整備箇所数   6箇所（浦田南公園 等）
・既存公園の再整備を実施した。
 ＊R６再整備箇所数 ２９箇所
  内、地区避難場所  1３箇所（広域避難場所９箇所を含む）

順調 ー

住宅都市みどり
局

7 7-1 (1) ▶都心部においては、避難⼈⼝が多いことから、⺠間開発にあわせたオープン
スペース及び避難空間の確保や公園等の整備を推進する。

・⺠間開発の機会を捉え、セットバックによる歩⾏者空間の確保や広場の創出等を含
むまちづくりの取組みに応じて容積率の緩和を⾏う「都心部機能更新誘導方策」の適
用に向けた協議を実施した。
・都心部にある既存公園の再整備を実施した。
 R６再整備箇所数   ２箇所（⻑浜公園・清流公園）

順調 ー

住宅都市みどり
局

7 7-1 (1) ▶新市街地の整備に当たっては、土地区画整理事業等により計画的に都市基盤
整備を図るとともに土地利用計画を適切に定め、都市防災にも配慮した良好な
市街地環境の形成に努める。また、既成市街地において、防災上危険な地域に
ついては、住⺠を主体とするまちづくりの気運の高まりに応じ、土地区画整理
事業や市街地再開発事業等の⾯的な整備手法による⽼朽建築物の更新及び防災
拠点となる公園等のオープンスペース、避難路となる区画道路等の公共施設の
整備に努める。

・都市防災にも配慮した良好な市街地環境の形成を図るため、5地区において土地区
画整理事業を施⾏中。

順調 ー

住宅都市みどり
局

7 7-1 (1) ▶幅員４ｍ未満の道路が多い地区にあっては、建築物の建て替えにあわせた
セットバック（壁⾯後退）や、危険なブロック塀の除却等を促進することによ
り、地区の避難・防災活動が確保できる空間を確保する。

・狭あい道路整備延⻑（個別整備型）︓約15.4km（R6年度末時点 ※対象は市内全
域）
・危険なブロック塀等に対してブロック塀等除却費補助を⾏った。（R4︓77件、
R5︓87件、R6︓68件 ※対象は市内全域）

順調 ー

住宅都市みどり
局

R4 R5 R6
381 384 387

R4 R5 R6 目標
R6

85.0% 85.1% 85.2% 86.1%



（２）消防機能の充実・強化 〔1-2（2）再掲〕

7 7-1 (2) ▶事業所・店舗等に対して、計画的に⽴⼊検査を実施し、適切な防火管理体制
の確保、消防用設備等の適正な維持・管理の指導を実施する。

・年間を通じて、⽴⼊検査を実施しており、令和６年度は7,800棟の⽴⼊検査を実施
し、不備事項の改善を指導した。 順調 ー

消防局 ●設備設置指導施設数

7 7-1 (2) ▶継続的にスプリンクラー等設備の設置指導を実施するとともに、消防団の活
動体制の強化に向けた活動訓練の充実化を図る。

・スプリンクラー設備の設置指導については、令和７年３⽉末時点で４施設に対して
設置指導を⾏っている。
・消防署と消防団の連携訓練を実施し、活動訓練の充実化を図った。

順調 ー

消防局

7 7-1 (2) ▶地域防災⼒の要となる消防団員の充足率100%を目指し、消防団器具置場の
建替えや被服・各種資機材の更新等により活動環境の充実を図るとともに、訓
練や研修の機会等を通じた消防団員の災害対応⼒の向上を進める。

・消防署と消防団の連携訓練を実施し、活動訓練の充実化を図った。

順調 ー

消防局

7 7-1 (2) ▶消防⾞両・資機材の計画的な更新・整備を推進するとともに、防火⽔槽や河
川等の無限⽔利を活用した消防⽔利の確保対策等を推進し、消防⼒の維持・向
上を図る。

・消防⾞両・資機材の更新・整備については、更新・整備計画を定め、概ね計画通り
に進んでいる。 順調 ー

消防局

7 7-1 (2) ▶⼤規模地震による火災発生予防や延焼防⽌策を推進するため、出火防⽌に効
果が高い感震ブレーカーの設置や住宅用火災警報器の設置・更新、初期消火器
具の設置等について、啓発チラシ等による地域への働きかけや、地域における
防災訓練等による啓発指導を通じ、火災予防対策の重要性の周知を図る。

「災害に強い地域づくり講座」を実施した。
 ＊R６︓778回､35,561⼈
・地域等に対して、防災に関する講話や訓練を実施 順調 ー

消防局

R4 R5 R6 目標
R7

10施設 9施設 ４施設 ０施設



7-2 海上・臨海部の広域複合災害の発⽣

（１）海上輸送⼿段の確保 〔2-1（4）再掲〕

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

7 7-2 (1) ▶災害発生時においても、物流機能を維持できるよう、コンテナターミナルや
航路の整備など、港湾施設の機能強化を進め海上輸送手段の確保を図る。

・国が⾏っていた耐震強化岸壁の整備が完了し、令和３年９⽉に供用開始した。
やや順調 ー

港湾空港局

7 7-2 (1) ▶災害時における海上からの緊急物資等の輸送など円滑な災害⽀援を図るとと
もに、経済活動や市⺠生活への影響を最⼩限に抑えるため、アイランドシティ
等において耐震強化岸壁の整備を進める。

・国が⾏っていた耐震強化岸壁の整備が完了し、令和３年９⽉に供用開始した。

やや順調 ー

港湾空港局 ●耐震強化岸壁（ アイランドシティ ）の整備率

7 7-2 (1) ▶災害発生時においても港湾機能を維持できるよう、PDCAサイクルの手法に
より博多港BCPの⾒直し及び改善を⾏い充実を図る。

・博多港BCPについて、「航路・泊地等啓開要領」や「感染症編」の策定など充実化
を⾏った。 順調 ー

港湾空港局

7 7-2 (1) ▶地震、津波、高潮発生時においても物流機能を維持できるよう、防災機能の
充実を図る。

・高潮対策として、アイランドシティコンテナターミナルの受変電所に防⽔扉を設置
した。
・博多港BCPについて、「航路・泊地等啓開要領」や「感染症編」の策定など充実化
を⾏った。

順調 ー

港湾空港局

7 7-2 (1) ▶海上での災害活動に必要な消防艇及びヘリコプターの更新・整備、⽔上消防
体制の機能統合や新たな部隊運用の検討などを⾏い、臨海部における救助活動
のさらなる迅速化を図るなど、港湾消防⼒の強化を進める。

・消防艇の整備については、整備計画を定め、着実に⾏っている。
・ヘリコプター１機（１号機）については、Ｒ５年度に機体更新完了。 順調 ー

消防局

7 7-2 (1) ▶防災拠点漁港（博多漁港）において施設の耐震化を推進するとともに、事業
継続計画（BCP）を策定し、⼤規模地震等の災害発生時の各関係機関との連絡
体制や役割の明確化を図る。

・平成27年度︓耐震化に向けた詳細設計，地質調査
・平成28〜令和元年度︓耐震強化岸壁⼯事
・令和4年度︓ＢＣＰ策定

順調 ー

農林⽔産局

（２）危険物施設（製造所等）の点検・検査 〔5-3（1）再掲〕

7 7-2 (2) ▶自衛防災組織等と消防隊との意⾒交換や合同訓練、研修等を通じて連携強化
を図る。

・各事業所の自衛消防隊との合同訓練を実施した。
順調 ー

消防局

7 7-2 (2) ▶消防法及び石油コンビナート等災害防⽌法に基づく、危険物施設及び特定事
業所の⽴⼊検査を実施し、法令順守及び自主点検の強化を図り、保安体制の確
⽴を推進する。

・石油コンビナート等特別防災区域内に所在する危険物施設及び石油コンビナート等
災害防⽌法に規定する特定事業所については、年１回の⽴⼊検査を実施し、法令順守
や自主点検の強化について指導を⾏った。

順調 ー

消防局 ○法に基づく⽴⼊検査の実施件数

R4 R5 R6 目標
R9

71% 71% 71% 100%

R4 R5 R6
12事業所 12事業所 12事業所



7-3 沿線・沿道の建物倒壊に伴う閉塞、地下構造物の倒壊等に伴う陥没による交通⿇痺

（１）公共公益施設の耐震対策 〔1-1（1）再掲〕

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

7 7-3 (1) ▶「福岡市公共施設の耐震対策計画」に基づき、耐震対策の進捗状況、国の動
向、課題等を協議しながら、公共施設の耐震対策を推進する。

・「福岡市公共施設の耐震対策計画」に基づき、耐震対策の進捗状況、国の動向、課
題等を協議しながら、公共施設の耐震対策を推進し、「福岡市公共施設の耐震対策計
画」で耐震化の対象とした公共建築物の耐震化率は令和４年度末時点で100％であ
る。

順調 ー

財政局 ●耐震改修実施状況（公共土木構造物）

7 7-3 (1) ▶市庁舎などの市有施設は「福岡市アセットマネジメント基本方針」等に基づ
き、引き続き社会的要請に応じた防災機能の充実や、適切な維持管理に努め
る。

・個別施設計画に基づいて、計画的に整備・改修・維持管理を⾏った。
－ ー

財政局

7 7-3 (1) ▶市有建築物の構造体の耐震化と併せ、建築非構造部材や建築設備についても
耐震化を推進していく。

・「福岡市公共施設の耐震対策計画」に基づき、建築非構造部材や建築設備の耐震化
を推進した。 やや順調 ー

財政局

7 7-3 (1) ▶公共建築物の耐震化率100%達成を目指し、各施設の課題等を協議しなが
ら、耐震化を推進する。

・「福岡市公共施設の耐震対策計画」で耐震化の対象とした公共建築物の耐震化率は
令和４年度末時点で100％である。 順調 ー

財政局 ●耐震改修実施状況（公共建築物）

7 7-3 (1) ▶地下鉄、JR九州、JR⻄⽇本、⻄⽇本鉄道等の鉄道施設の早期運⾏再開を目
的とし、さらなる耐震化など、更新・改良等の⼯事が着実に進むよう働きかけ
ていく。

・地下鉄については、補修計画に基づき、地下トンネルの側壁等の経年劣化部分の補
修⼯事を実施した。 順調 ー

交通局

（２）住宅、大規模建築物等の耐震対策 〔1-1（2）再掲〕

7 7-3 (2) ▶「福岡市耐震改修促進計画」に基づき、総合的かつ計画的な建築物の耐震化
を促進する。

・耐震化対策として耐震に関する補助を⾏った。
 ＊R4︓50,127千円、R5︓48,132千円、R6︓164,705千円 順調 ー

住宅都市みどり
局

●耐震化率（住宅）

7 7-3 (2) ▶⺠間の住宅や建築物等の耐震化を促進するため、耐震改修補助制度等を継続
的に⾏う。また、耐震セミナ－や出前講座等の実施、揺れやすさマップの配
布、市ホ－ムペ－ジへの掲載など、耐震改修への働きかけを図る。

・耐震化対策として耐震に関する補助を⾏った。
 ＊R4︓50,127千円、R5︓48,132千円、R6︓164,705千円
・セミナー等の講演（R4︓2回、R5︓5回、R6︓5回）や揺れやすさマップの配布
（R4︓3,689部、R5︓4,086部、R6︓2,079部）を⾏った。

順調 ー

住宅都市みどり
局 ●耐震化率（特定建築物）

7 7-3 (2) ▶耐震建替えに踏み切れない旧耐震の木造住宅の所有者に対し、倒壊から命を
守る減災対策として、耐震シェルター、防災ベッドの設置等、住宅の耐震改修
⼯事費補助制度の活用を促進する。

・耐震化対策として住宅の耐震改修⼯事費補助等を⾏った。
 ＊R4︓42⼾、R5︓37⼾、R6︓105⼾ 順調 ー

住宅都市みどり
局

7 7-3 (2) ▶通⾏障害建築物の所有者に対して、耐震化の必要性を伝える周知啓発⽂書や
耐震化に関するセミナーの周知を実施し、耐震化の促進及び緊急輸送道路の閉
塞防⽌を図る。

・耐震化に関するセミナー等の講演を⾏った。
 ＊R4︓2回、R5︓5回、R6︓5回 順調 ー

住宅都市みどり
局

7 7-3 (2) ▶都心部における耐震性の高いビルへの建替え誘導を推進するため、規制緩和
制度等について⺠間企業等への周知を図る。

・都心部機能更新誘導方策をはじめとする様々なまちづくりの制度について、ホーム
ページやリーフレット等の作成・更新・配布などを通じて周知を⾏った。 順調 ー

住宅都市みどり
局

7 7-3 (2) ▶市営住宅の耐震化整備を図り、令和7年度末までに耐震化率100％達成を目
指す。また、「福岡市市営住宅ストック総合活用計画」等に基づき、引き続
き、効率的・計画的な機能更新・維持保全を図る。

・「市営住宅ストック総合活用計画」に基づく耐震改修や建替えの実施等により、令
和６年度末までに耐震化率100%を達成した。また同計画に基づき、効率的・計画的
な機能更新・維持保全を図っている。

順調 ー

住宅都市みどり
局

7 7-3 (2) ▶様々な広報媒体の活用や防災センターにおける自助共助プログラム、各種研
修の実施等を通じて、屋内での被災の危険性と、家具の転倒防⽌対策の重要性
を周知していく。

「災害に強い地域づくり講座」を実施した。
 ＊R６︓778回､35,561⼈
・地域等に対して、防災に関する講話や訓練を実施
・防災センターの体験施設（VR防災体験装置、地震体験コーナー等）を利用し被災
時の対応及び備えの重要性を周知した。
 ＊来館者数 R5︓65,039⼈ R6︓64,217⼈
・被災時の対応及び備えについての動画（オンライン来館）をYoutube上に公開し被
災時の対応及び備えの重要性を周知した。
 ＊R2.8.28公開 視聴数累計 R5︓67,205回 R6︓85,180回

順調 ー

消防局

7 7-3 (2) ▶地下街において、「地下街の安心避難対策ガイドライン」に基づく耐震対策
を促進するとともに、「地下街防災推進事業」を活用し必要な⽀援を⾏う。

・地下街の耐震対策を進めている地下街管理会社に対し、「地下街防災推進事業」を
活用し、耐震補強⼯事にかかる費用の一部を助成している。 順調 ー

住宅都市みどり
局

R4 R5 R6 目標
R4以降

100% 100% 100% 100%

R4 R5 R6 目標
R4以降

100.0% 100% 100% 100%

R4 R5 R6 目標
R9

約93％ 約96％ - 概ね解消

R4 R5 R6 目標
R9

約89％ 約89％ 約95％ 概ね解消



（３）道路、下水道用地占用物件の防災対策

7 7-3 (3) ▶占用物件の位置や構造等の状況把握を⾏い、違反物件の指導等を実施し、占
用物件の適正化に努める。

作成した一覧表から無作為に不法占用指導箇所を抽出し、各区との協⼒体制を構築し
た上で、年間140件の⾏政指導等を実施できた。今後も同様のペースで現地対応を⾏
う。 順調 ー

道路下⽔道局

7 7-3 (3) ▶国土交通省が策定している「道路管理者による占用物件の維持管理の適正化
ガイドライン」に則り、防災対策も含め占用物件の維持管理の適正化につい
て、占用者への周知の徹底を図る。

・道路占用物については、占用者に対し、適切な維持管理を⾏うよう条件を付して許
可している。 － ー

道路下⽔道局

（４）陸上輸送⼿段の確保 〔2-1（3）再掲〕

7 7-3 (4) ▶「福岡市道路整備アクションプラン」に基づき、都市計画道路などの道路
ネットワークを構成する道路整備を推進するとともに、「福岡市無電柱化推進
計画」に基づき、緊急輸送道路を中心に無電柱化を推進することで、災害時に
おける⼈流・物流を確保する。また、緊急輸送道路等における新設電柱の占用
抑制を図る。

・無電柱化計画に基づく無電柱化整備延⻑︓163.5km
・令和２年度から緊急輸送道路等における新設電柱の占用制限を実施しており、令和
５年４⽉に占用制限の区域を追加で指定した。 やや順調 ー

道路下⽔道局

7 7-3 (4) ▶緊急輸送道路上の橋梁について、引き続き、計画どおり耐震対策⼯事を実施
するとともに、耐震基準の⾒直しに伴う、新たな耐震補強計画を策定する。

・福岡市橋梁耐震補強計画(R4〜R23)に基づき、R６年度は４橋の耐震補強設計及び
５橋の耐震補強⼯事を進めた。
(R6年度末時点 耐震補強着手︓13/110橋)
(R6年度末時点 耐震補強完了︓0/110橋)

－ 〇

道路下⽔道局

7 7-3 (4) ▶橋梁などの道路施設については、定期的に点検を実施し、予防保全対策を実
施することで災害に強く安全性の高い道路空間の形成を図る。

・福岡市アセットマネジメント個別施設計画(R6~R10)において、R6末時点で13橋
/63橋の補修を完了した。
 ＊R6:13橋
 ※R6に橋梁⻑寿命化修繕計画を他計画と統合

順調 〇

道路下⽔道局

7 7-3 (4) ▶道路パトロール及び路⾯下空洞調査、路⾯性状調査を実施しながら舗装の損
傷を的確に判断し、計画的な修繕を実施することで安全で信頼の高い道路空間
の確保を図る。

・道路パトロール及び路⾯下空洞調査を実施しながら舗装の損傷を的確に判断し、計
画的な修繕を実施することで安全で信頼の高い道路空間の確保を図っている。
 ＊道路パトロール 幹線道路︓2回/⽉以上
          生活道路︓1回/年以上
 ＊路⾯下空洞調査 幹線道路︓   56路線、路線⻑103.4km
          生活道路︓1,111路線、路線⻑136.1km

順調 ー

道路下⽔道局

7 7-3 (4) ▶緊急輸送道路ネットワーク及び啓開道路について、福岡県と連携しながら、
必要に応じて⾒直しを⾏う。

・福岡県緊急輸送道路ネットワーク及び道路啓開計画については、福岡県が主体であ
り、必要に応じて協議会を開催し、県などとともに⾒直しを⾏う。
（R5年度︓福岡県緊急輸送道路ネットワーク計画等策定協議会において、緊急輸送
道路ネットワーク⾒直し実施）

順調 ー

道路下⽔道局

7 7-3 (4) ▶災害時における交通マネジメントを実施するため、国や関係機関と体制づく
りに努める。

・災害復旧時に、交通混乱の影響を最⼩限に留めることを目的に、国が「災害時交通
マネジメント検討会」を開催することとなっている。（R６年度１回開催） 順調 ー

道路下⽔道局

7 7-3 (4) ▶海上輸送機能と連携した緊急物資等の輸送機能確保のため、臨港道路の整備
や改修を進める。

・アイランドシティ地区において、コンテナターミナルへと繋がる臨港道路の整備を
⾏った。（整備済み延⻑︓10.5km/12.2km） 順調 ー

港湾空港局

7 7-3 (4) ▶通⾏障害建築物の所有者に対して、耐震化の必要性を伝える周知啓発⽂書や
耐震化に関するセミナーの周知を実施し、耐震化の促進及び緊急輸送道路の閉
塞防⽌を図る。

・耐震化に関するセミナー等の講演を⾏った。
 ＊R4︓2回、R5︓5回、R6︓5回 順調 ー

住宅都市みどり
局

7 7-3 (4) ▶道路啓開に必要な応急対策用資材の配備を推進するとともに、関係業者との
訓練を繰り返し実施することにより、関係業者との協⼒体制の強化を図る。

・防災協定を締結している福岡市土木建設協⼒会と防災訓練を実施し、関係業者と協
⼒体制の強化を図っている。（R6.5.22実施） 順調 ー

道路下⽔道局

（５）地下埋設工事に伴う災害対策

7 7-3 (5) ▶地表⾯沈下・地下⽔位の計測及び監視体制、緊急連絡体制及び災害に関する
事前対策・配備体制の構築を進めるとともに、⼯事の進捗状況の変化など、必
要に応じた⾒直しを⾏う。

・地下鉄七隈線延伸事業において、地表⾯沈下・地下⽔位の計測を実施し、継続的に
監視を⾏った。 順調 ー

交通局

●都市計画道路の整備率

●無電柱化計画に基づく無電柱化整備延⻑

R4 R5 R6 目標
R6

85.0% 85.1% 85.2% 86.1%

R4 R5 R6 目標
R6

155.6㎞ 160.3㎞ 163.5㎞ 168㎞



7-4 ため池、天然ダム等の損壊・機能不全による⼆次災害の発⽣

（１）治水池の整備 〔1-4（2）再掲〕

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

7 7-4 (1) ▶降雨時の河川への急激な流れ込みを緩和するため、洪⽔調節効果が⾒込まれ
る農業用ため池の治⽔池としての再整備や、既存治⽔池の機能向上等に取り組
む。

・流域貯留浸透事業（五ケ村池、道手池）
【整備した貯留量】
 ＊五ケ村池 R1︓0m3、R2︓0m3、R３︓0m3、Ｒ４︓0m3、Ｒ５︓0m3、
R6:0m3
 ＊道手池  R1︓0m3、R2︓0m3、R３︓0m3、Ｒ４︓0m3、Ｒ５︓0m3、
R6:0m3
【実施内容】
 設計・調査
・雨⽔貯留施設整備事業（コウザイ池）
【整備した貯留量】
 ＊コウザイ池 R1︓5,300m3、R2︓0m3、R３︓0m3、Ｒ４︓0m3、
Ｒ５︓0m3、R6:0m3
【実施内容】
 放流施設改良

遅れている ー

道路下⽔道局 ●河川への雨⽔流出抑制効果の高い治⽔池の貯留量

7 7-4 (1) ▶流域貯留浸透事業（那珂川流域、樋井川流域）を推進する。 ・流域貯留浸透事業（五ケ村池、道手池）
【整備した貯留量】
 ＊五ケ村池 R1︓0m3、R2︓0m3、R３︓0m3、Ｒ４︓0m3、Ｒ５︓0m3、
R6:0m3
 ＊道手池  R1︓0m3、R2︓0m3、R３︓0m3、Ｒ４︓0m3、Ｒ５︓0m3、
R6:0m3
【実施内容】
 設計・調査

遅れている ー

道路下⽔道局

（２）ため池の安全性向上 〔1-4（3）再掲〕

7 7-4 (2) ▶豪雨によるため池決壊の被害を未然に防⽌する目的で、安全性の向上のため
の調査や堤体の補強、緊急時の連絡体制の整備を推進する。また、農業用途が
なくなったため池の貯⽔機能を廃⽌するための⼯事を進める。

防災重点農業用ため池において調査や⼯事等を実施。
・洪⽔吐調査
 R2︓82箇所(池)、R3︓88箇所(池)、R4︓35箇所(池)
・劣化状況評価
 R3︓27箇所(池)、R4︓180箇所(池)、R5︓24箇所(池)
・⽔位監視システム設置
 R6︓6箇所(池)
・洪⽔吐改良（応急）⼯事
 R5︓2箇所(池)、R6︓2箇所(池)
・耐震調査
 R3︓2箇所(池)、R6︓2箇所(池)
・防災対策⼯事等が完了した箇所
 R2︓6箇所(池)、R3︓8箇所(池)、R4︓7箇所(池)、R5︓7箇所(池)、
 R6︓9箇所(池)

やや順調 〇

農林⽔産局 ○特措法に基づく防災対策⼯事等が完了したため池数

（３）林地・林道の防災対策

7 7-4 (3) ▶林道橋の個別施設計画に基づき、林道橋の補修・修繕を実施するとともに、
適宜、計画の⾒直しを⾏う。また、林道パトロールを継続的に実施し、補修・
修繕が必要な箇所の早期発⾒・⼯事を⾏う。

・令和６年度 林道橋補修⼯事実施箇所
 ＊林道今畑線 無名橋
 ＊林道飯場線 無名橋

順調 〇
農林⽔産局 ●林道橋の個別施設計画に基づいた林道橋の補修・修繕

（４）急傾斜地、土⽯流、地すべり対策

7 7-4 (4) ▶激甚災害の指定時において、緊急的にがけ崩れ防⽌⼯事を実施することで再
度災害の発生を防⽌する。

 激甚災害により発生したがけ崩れのうち、事業採択要件を満たした箇所において災
害関連地域防災がけ崩れ対策事業を⾏った。
 R2︓4箇所、R3︓2箇所、R4︓0箇所、R5︓1箇所（実施中）→R6完了、
 R6︓0箇所

順調 ー

道路下⽔道局

R4 R5 R6 目標
R5

16,790㎥ 16,790㎥ 16,790㎡ 43,687㎥

R4 R5 R6
7 7 9

R4 R5 R6 目標
R9

38% 63% 88% 100%



7-5 有害物質の大規模拡散・流出

（１）有害物質の情報把握

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

7 7-5 (1) ▶有害物質の情報把握を⾏うとともに、災害時にもモニタリングをすることで
周辺環境への影響を把握する。また、⽔質事故防⽌に関する継続的な指導・啓
発を⾏う。

・PRTR届出にて届出対象事業所における第一種指定化学物質の取扱量を把握した。
（R６︓200事業所）
・⽔質汚濁防⽌法の届出にて有害物質を使用・貯蔵する特定事業場を把握した。
（R6︓118事業場）

順調 ー

環境局 〇有害物質使用特定事業場への⽴⼊計画達成率

7 7-5 (1) ▶有害物質の特性や取扱量に応じた適正な管理、災害時における対応方法の事
前構築、市⺠への情報提供等が⾏われるよう事業者に啓発していく。

・福岡市におけるPRTRデータ（化学物質の排出量・移動量の集計結果（令和５年
度））をホームページで公表した。
・⽔質汚濁防⽌法に基づく有害物質使用特定事業場の⽴⼊検査時に、有害物質の適正
管理について確認を⾏った。
 ＊R6︓21件
・化学物質と環境リスクに関するチラシを窓⼝及び情報プラザ等で配架し、ホーム
ページに掲載した。

順調 ー

環境局

（２）有害物質の拡散等に関する防災体制

7 7-5 (2) ・福岡県、九州電⼒及び関係機関との連携強化を目的として「福岡市原⼦⼒防災訓
練」を令和６年11⽉に実施した。 順調 ー

市⺠局 ○原⼦⼒防災訓練の実施数

7 7-5 (2) ・福岡市原⼦⼒防災訓練等を通して、災害対応⼒の強化を図った。
順調 ー

消防局

7 7-5 (2) ▶⺠間建築物のアスベスト使用実態について、庁内及び協定を締結した関連団
体と情報共有を⾏う。

・市内のアスベスト使用建築物数について関係局及び協定を締結している関連団体と
情報共有を⾏った。
 ＊R6:1回

順調 ー
環境局

7 7-5 (2) ▶災害対応訓練を繰り返し実施するとともに、他機関との連携強化、資機材整
備及び計画的な維持管理、現場指揮本部機能強化に向けた計画的な教育を実施
し、化学物質等の流出事故が発生した場合でも、迅速に対応できる体制の確
保・整備を図っていく。

・資機材の計画的な更新・整備を⾏うとともに、訓練を通して関係機関と連携強化を
図った。

順調 ー

消防局

▶福岡市地域防災計画（原⼦⼒災害対策編）や福岡市原⼦⼒災害避難計画に基
づいて、原⼦⼒災害対策の充実を図るとともに、福岡県等と原⼦⼒災害の避難
訓練等を実施し、災害対応⼒の強化に努める。

R4 R5 R6
1 1 1

R4 R5 R6
100% 100% 100%



7-6 農地・森林等の荒廃による被害の拡大

（１）農地、農業用施設の保全管理の推進

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

7 7-6 (1) ▶耕作放棄地に適した作物の研究を進め、手間がかからず栽培できる機能性作
物の栽培を振興するなど、地域の活性化につなげる。

・令和5年度末で事業終了。
順調 ー

農林⽔産局

7 7-6 (1) ▶耕作放棄地を借り受けるなどして利用する農業者等に対し、作物栽培の再開
にむけた作業等にかかる経費の一部を市が⽀援する耕作放棄地再生事業とし
て、引き続き耕作放棄地の活用促進を図る。

・耕作放棄地を借り受ける生産者から再生作業や土壌改良の経費にかかる補助申請が
あり、⽀援を実施した。（２件78a） やや順調 ー

農林⽔産局 ○耕作放棄地⾯積

（２）水源かん養機能の維持増進、森林の保全管理の推進

7 7-6 (2) ▶市内3つのダム（曲渕、脊振、⻑⾕）の集⽔区域内で、⽔道局が所有する⽔
源かん養林の機能向上を図るため⽔源かん養林の整備を⾏う。また、市外の福
岡市関連ダム周辺の⽔源かん養林整備を⾏う地元自治体への⽀援を⾏う。

・「福岡市⽔道⽔源かん養林整備計画」に基づき、市内３ダム（曲渕、脊振、⻑⾕）
の集⽔区域内において、主伐等の整備を実施。また、市外にある福岡市関連ダムの集
⽔区域内において、地元自治体が⾏う⽔源かん養林整備を⽀援。
令和６年度
 ＊市内⽔源かん養林整備⾯積︓12ha 事業費41,375千円
 ＊市外⽔源かん養林整備⽀援︓２自治体 負担⾦2,049千円（那珂川市、糸島市）
（朝倉市、東峰村は令和元年度に負担⾦⽀出済み、整備継続中）

やや順調 ー

⽔道局

7 7-6 (2) ▶⻑期間手⼊れがなされず機能が低下したスギやヒノキの⼈⼯林の間伐や、松
くい⾍被害対策を実施し、森林の適切な管理による森林の保全・再生を推進す
る。

・荒廃森林整備
 ＊間伐 28.25ha
・松くい⾍被害対策
 ＊伐倒駆除（4〜5⽉・10〜12⽉・1〜3⽉）137.21m3
 ＊樹幹注⼊（12〜1⽉）832アンプル
 ＊地上散布（5⽉）100.96ha

やや順調 ー

農林⽔産局

7 7-6 (2) ▶治山事業の推進のため、県に対して治山事業の要望を⾏っていく。また、林
道パトロール等を⾏い危険箇所の整備を⾏っていく。

・県に対する治山事業の市要望件数 11箇所
順調 ー

農林⽔産局

R4 R5 R6
317ha 321ha 321ha



目標８．社会・経済が迅速かつ従前より強靱な姿で復興できる条件を整備する

8-1 大量に発⽣する災害廃棄物の処理の停滞により復興が大幅に遅れる事態

（１）災害廃棄物処理体制の整備

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

8 8-1 (1) ▶局・区にて災害廃棄物処理マニュアルを整備し、実効性のある処理体制を構
築するとともに、職員に対する研修・演習を実施し、災害対応⼒の向上を図
る。

・災害廃棄物処理実施マニュアルの策定を⾏った。（R5.12）
・災害廃棄物処理対応研修を実施した。（R6.1）
・環境局内⽀援体制における災害派遣候補者説明会を実施した。（R6.4）

順調 ー

環境局

8 8-1 (1) ▶浸⽔想定の⾒直しに伴う災害廃棄物発生量の再推計を⾏うなど、適宜、災害
廃棄物処理計画の⾒直しを⾏う。

・災害廃棄物等の発生量の推計方法が⾒直されたことに伴い、本市計画との推計方法
及び推計量を⽐較し検討を⾏った結果、⽔害による災害廃棄物発生推計量を⾒直し
た。（R4.3）
・災害廃棄物処理計画の改定作業を⾏った。（R4.4）

順調 ー

環境局

8 8-1 (1) ▶総合ハザードマップ等を通じて、一次仮置場候補地の周知を図るとともに、
災害時のごみ出し方法について、各種媒体を用いて周知を図る。

・一次仮置場候補地を市HPに公表済み。（R4.4）
順調 ー

環境局

8 8-1 (1) ▶損壊家屋の解体やがれきの撤去等に関する方向性を決定した上で、⺠間事業
者団体等との協定締結による協⼒体制の構築を検討する。

・⺠間事業者団体等との協定締結による協⼒体制の構築について検討し、被災家屋の
解体・撤去に関する体制や業務内容の整理を⾏った。（R5.1）
・損壊家屋の解体やがれきの撤去等に関する方向性や要綱案等の整理を⾏った。
（R5.3）

順調 ー

環境局

8 8-1 (1) ▶九州市⻑会防災部会におけるマニュアル整備や研修・演習の実施など、実効
性のある広域⽀援体制を構築する。

・九州市⻑会における災害時相互⽀援プラン実施マニュアルの策定を⾏った。
（R2.5）
・九州市⻑会防災部会訓練を実施した。（R6.6）

順調 ー

環境局

8 8-1 (1) ▶災害廃棄物の受⼊及び仮置きを⾏い、復興の妨げとならないようにする。 ・災害発生時の方策のため、進捗なし。
－ ー

環境局

8 8-1 (1) ▶発災時に⽚付けごみが適切に排出されるよう排出方法に関する広報を速やか
に⾏うとともに、平時から一次仮置場の配置図の作成や研修等を通じて、⽚付
けごみの受⼊体制を整える。

・災害廃棄物処理対応研修を実施した。（R6.1）
・一次仮置場台帳の更新を⾏った。（R6.11）
・市⺠向けの広報チラシ案の作成を⾏った。（R7.3）

順調 ー

環境局

8 8-1 (1) ▶清掃⼯場及び埋⽴場等の機能維持や施設の強靭化に必要な整備を計画的に実
施するとともに、清掃⼯場におけるごみ焼却の余熱を利用した発電を災害時電
源として活用することも可能なことから、災害時における運転継続に必要な
ユーティリティ（薬品や⽔など）を確保できる体制の検討を⾏う。

・各施設の機能維持及び強靭化に必要な整備を計画的に⾏っている。
・⻄部⼯場については⽼朽化が進⾏しているため、新⻄部（仮称）⼯場の整備事業の
事業者の公募に向けた準備を⾏った。 順調 ー

環境局

（２）関係事業者のBCP策定・改定

8 8-1 (2) ▶清掃⼯場及び埋⽴場等のBCPの策定を進めるとともに、各項目の具体化、課
題の抽出、対応策の検討などを進める。

・地震、高潮等を想定した災害対応訓練を実施した。⻄部⼯場(R6.10)、臨海⼯場
(R7.3)、東部資源化センター(R7.2、R7.3)、⻄部資源化センター(R6.10)、東部汚
⽔処理場(R6.11)、⻄部埋⽴場(R6.11)、⻄部汚⽔処理場(R6.11)、中部汚泥再生処
理センター(R7.1)

順調 ー

環境局

8 8-1 (2) ▶一般廃棄物収集運搬業者等のBCPについては状況に応じて⾒直すよう指導を
⾏う。

・一般廃棄物収集運搬業者等に対し、事業継続計画（BCP）の⾒直し及び提出を依頼
し、全業者から提出済み。 順調 ー

環境局



8-2 復興を担う人材等の不⾜により復旧・復興が大幅に遅れる事態

（１）災害ボランティア、災害⽀援に関わる人材の育成・⽀援 〔2-3（4）再掲〕

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

8 8-2 (1) ▶災害ボランティア養成セミナー等を実施し、災害ボランティア活動を担う⼈
材の育成を⾏う。

・R6.6.22 災害ボランティアワークショップの開催 於あすみん
 ＊参加者数︓40名 順調 ー

市⺠局 ○災害ボランティアにかかる講座等への参加者数

8 8-2 (1) ▶災害ボランティア団体等とのネットワークの構築により、ボランティアとの
連携強化を図る。

・R6.6.22 災害ボランティアワークショップの開催 於あすみん
 ＊参加者数︓40名
・R7.1.23 災害ボランティア団体等意⾒交換会
 ＊参加者数︓25名

順調 ー

市⺠局

8 8-2 (1) ▶市⺠への関心を高め、ボランティアの裾野を広げるため、災害ボランティア
や災害ボランティアセンターの取組みを広く市⺠へ周知する広報・啓発を実施
する。

・R6.6.22 災害ボランティアワークショップの開催 於あすみん
 ＊参加者数︓40名 順調 ー

市⺠局

8 8-2 (1) ▶博多あん・あん塾などを通じて、地域の防災リーダーの意識醸成を図るとと
もに、自主防災組織等と効果的に連携し、地域の特性に応じた防災訓練の企
画・実施を⽀援するなど地域防災⼒の向上を図る。

・博多あんあん塾を修了した博多あんあんリーダー会と連携し、地域が⾏う防災訓練
への⽀援を⾏い地域防災⼒の向上を図っていく。 順調 ー

市⺠局

（２）災害ボランティア、災害⽀援に関わる人材の受入れ

8 8-2 (2) ▶社会福祉協議会や関係部署と連携し、より一層災害ボランティアからの協⼒
を得られるよう、協定や運用マニュアルの⾒直し・充実を図る。

・災害ボランティアの活動拠点となる災害ボランティアセンター設置に関する協定を
締結した。（R7.3.26）
 ＊確保数R5︓4か所→R6︓5か所

順調 ー

市⺠局

8 8-2 (2) ▶災害時外国⼈情報⽀援センターの運営や⽀援者の受⼊れについての具体的な
マニュアルを作成し、受⼊れ体制の構築を図る。

・策定した災害時外国⼈情報⽀援センターの運営マニュアルに基づき実施した防災訓
練を踏まえ、内容の⾒直し・更新を⾏った。 順調 ー

総務企画局

R4 R5 R6
40 42 40



（３）自主防災体制の整備・強化 〔2-2（2）再掲〕

8 8-2 (3) ▶各校区の実情に応じた防災計画の作成や防災訓練の実施を⽀援するなど、地
域の状況や特性に合わせた地域防災活動の活性化・実効性確保の取組みを引き
続き推進していく。

・訓練やワークショップの実施にあたっては、校区等の求めに応じて、企画・実施を
⽀援しており、地域の状況や特性に合わせた地域防災活動の活性化・実効性確保の取
組みを今後も継続していく。
＊令和６年度 自主防災組織、地域の団体等が主催する防災訓練※の実施回数
   実施回数︓1,108回 参加者数︓56,081⼈
※「防災訓練」は市⺠局や消防局が⾏う出前講座や、図上訓練、研修会等も含む。

順調 ー

市⺠局

8 8-2 (3) ▶各校区の実情に応じた防災計画の作成や防災訓練の実施を⽀援するなど、地
域の状況や特性に合わせた地域防災活動の活性化・実効性確保の取組みを引き
続き推進していく。

・「地域・学校・区」の３者にて作成した学校を避難所として開設する際のルールに
ついて、適宜更新している。＜東区＞
・地域住⺠のみで避難所運営を⾏う想定訓練を実施し、自主防災組織の防災⼒強化を
図った。＜博多区＞
・地域住⺠、施設管理者、区職員の3者で、風⽔害時を想定とした避難所開設訓練を
実施し、各校区（地区）の避難所開設基準や災害リスクについての確認を⾏った
（14校区・地区）。＜中央区＞
・校区ごとの避難所運営マニュアルの作成を⽀援するとともに、マニュアルに基づく
避難所開設訓練の実施を⽀援した。＜南区＞
・城南消防署と連携し、少⼈数でも訓練等が実施可能な住⺠向けの訓練・研修メ
ニューを作成することで、地域防災活動の活性化についての⽀援を⾏った。
＜城南区＞
・地域住⺠のみで避難所運営を⾏う想定訓練などのワークショップを実施している。
また、地域のニーズに応じて、避難所で想定される緊急対応（体調不良者）として、
消防署と連携し搬送法などの講習も実施している。＜早良区＞
・25校区中24校区の改訂等が完了している。残り1校区（今宿校区）について改定
に向けた地域との協議を⾏い、令和７年度の改定に向けて調整中。＜⻄区＞

順調 ー

各区

▶博多あん・あん塾などを通じて、地域の防災リーダーを育成していく。 ・地域の防災リーダーを育成するため博多あんあん塾を実施。令和６年度までに
1,544名が受講修了。 順調 ー

市⺠局

▶出前講座、自主防災研修会等を通して、地域住⺠の防災意識の高揚を図ると
ともに、率先して防災・減災に向けた取組みを⾏える⼈材を育成していく。

・出前講座および自主防災研修会、博多あんあん塾などを通じて地域の防災リーダー
育成を引き続き実施していく 順調 ー

市⺠局 ○地域の防災リーダーの育成数（あんあん塾修了者）

8 8-2 (3) ・市⺠局や区で避難所運営を学ぶワークショップを地域向けに実施。市⺠局は令和６
年度に８校区で実施。全市の95％にあたる145校区で地域主体の運営訓練を実施し
ており、全校区での訓練実施を目指し継続して取り組む。

順調 ー

市⺠局

8 8-2 (3) ・「地域、学校、区」の３者で実施した学校を避難所として開設する際のルールを基
に作成した学校毎のマニュアルを適宜更新し、３者で共有した。＜東区＞
・マニュアル作成の⽀援を⾏うと共に、校区において必要な情報があれば随時提供及
び研修を⾏っている。＜博多区＞
・地域住⺠、施設管理者、区職員の3者で、風⽔害時を想定とした避難所開設訓練を
実施のうえ、各校区（地区）の一時避難所の避難所開設・運営マニュアルを作成し、
３者で共有した（14校区・地区）。＜中央区＞
・校区の特性を活かした避難所運営マニュアルの作成⽀援を実施。（R7.3⽉末まで
に23校区で実施）＜南区＞
・「避難所開設マニュアル」の作成⽀援（１校区）及び実証訓練（10校区）を実施
＜城南区＞
地域住⺠のみで避難所運営を⾏う想定訓練などのワークショップを実施している。ま
た、マニュアルについても必要に応じて作成⽀援を実施している。＜早良区＞
・R6.6.7校区自主防災組織研修会において、昨年に引き続き「避難所運営活動シー
ト」の周知を図った。＜⻄区＞

順調 ー

各区

▶地域の防災⼒向上と避難生活におけるストレスの軽減、災害関連死等の防⽌
を図るため、校区ごとに避難所運営について学ぶワークショップを実施してい
くとともに、校区の特性にあったマニュアルの作成を⽀援していく。

R4 R5 R6
1,380 1,452 1,544



（４）危険度判定⼠の登録

8 8-2 (4) ▶職員への各種危険度判定士への登録の呼びかけを⾏うとともに、県との連携
体制の強化を図る。

・令和6年度被災宅地危険度判定士 登録者数 35名（内新規登録 30名）
・令和6年度被災建築物応急危険度判定士 登録者数 49名（内新規登録 16名）
（登録者数︓当該年度新規登録及び更新者数の合計⼈数。５年ごとに更新が必要。）

やや順調 ー

住宅都市みどり
局

●市職員（建築技術職員）の被災建築物応急危険度判
定士登録 割合

●市職員の被災宅地危険度判定士登録⼈数

（５）復旧復興を担う人材の確保、体制の整備

8 8-2 (5) ▶多様化・複雑化する地域コミュニティの抱える課題やニーズに対応し、まち
づくりを一層推進するため、様々な分野との連携、アプローチ型の⽀援の推
進、⾏政とともにまちづくり活動を⽀援する中間⽀援者の機能強化や連携強化
を進める。

・地域活動に取り組む事業者を「ふくおか共創パートナー企業」として登録し、市
ホームページにてその取組みを紹介
 ＊ふくおか共創パートナー企業登録件数（累計）R5 260⇒R6 320
・地域活動について、課題解決やフォローアップのために、経験、技能、知識等を持
ち、助⾔・指導ができる専門家の派遣が必要な場合に、地域にアドバイザーを派遣。
 ＊アドバイザー派遣回数、参加⼈数 R6 51回、3,622⼈

順調 ー

市⺠局

8 8-2 (5) ▶地域における平時からの⾝近な⽀えあいが災害時の共助につながるため、地
域住⺠同士が⽇ごろからの声かけを通じて⽀援が必要な⼈たちを把握し、⾒守
りにつなげていけるような⽀援や、地域主体の⾒守り活動などの取組みを推進
するとともに、⾝近な地域における⽀えあいの仕組みづくりが一層推進される
よう、地域の⾒守りや⽀えあいにつながる施策・事業を社会福祉協議会等の関
係機関とも連携しながら推進していく。

・⾒守り等を必要とする高齢者・障がい者などが住み慣れた地域で安心して暮らすこ
とができるよう、校区社会福祉協議会が中心となって実施している⾒守り活動を⽀
援。
 ＊R6︓138校区（対象47,000世帯） 順調 ー

福祉局

8 8-2 (5) ▶災害時の復旧復興に携わる⼈材確保のため、⺠間の保育事業が災害後も早期
に再開できるよう平時から⼈材確保等を推進するとともに、保育の現場が災害
後も早期に再開できる体制を整えることで、災害対応、復旧復興に係る⼈材が
復興まちづくりに参画できる環境の構築を図っていく。

・保育士を確保するため、保育士・保育所⽀援センターにおける就職あっせん及び研
修会の実施、学生に対する就職⽀援やＰＲなどを⾏うとともに、保育士資格等を取得
するために要した費用の助成、潜在保育士への保育料及び就職準備⾦の貸付、家賃や
奨学⾦返済額の一部助成を実施している。
・保育士等の就労継続を⽀援するため、産業カウンセラー及び社会保険労務士による
相談を実施している。
・保育士の負担軽減やブランクの⻑い保育士の現場復帰を図るため、保育補助者の雇
用費を助成する保育補助者雇用費助成事業を実施している。

順調 ー

こども未来局

8 8-2 (5) ▶避難所での衛生の確保、健康の維持のため、保健師等の巡回派遣等による健
康相談を⾏い、災害時の地域コミュニティの維持を図る。

R6年度は実績なし。
－ ー

保健医療局

8 8-2 (5) ▶災害時の地域における治安悪化を防ぐため、平時の自治会町内会での防犯パ
トロール等が災害時にも実施されるよう、災害時のパトロール実施について地
域への働きかけ等を⾏っていく。

・市HPにて災害時の防犯パトロールについて周知を⾏い、働きかけを実施した。

順調 ー

市⺠局

8 8-2 (5) ▶復旧復興期であっても地域コミュニティが維持できるよう、平時から地域の
⾒守り活動を通じて、顔の⾒える関係づくりなど施策を進めていく。

・⾒守り等を必要とする高齢者・障がい者などが住み慣れた地域で安心して暮らすこ
とができるよう、校区社会福祉協議会が中心となって実施している⾒守り活動を⽀
援。
 ＊R6︓138校区（対象47,000世帯）

順調 ー

福祉局

8 8-2 (5) ▶震災復興に当たっての組織体制を定めるほか、被災時における復興計画の策
定に向けた取組み手順等を定め、復旧復興のために必要な施策を整理し、震災
復興マニュアルの整備していく。

・災害復旧・復興計画の基本方針等について、地域防災計画の⾒直しと併せて、社会
情勢の変化等を踏まえた⾒直しを⾏った。
・令和６年能登半島地震を踏まえ、本市における災害対策の課題の検討を進めた。

やや順調 ー

市⺠局

（６）復旧復興を担う資機材の確保

8 8-2 (6) ▶市場の変化を的確に把握し、適切な⼯期の設定や予定価格の設定を⾏うとと
もに、必要に応じて設計変更を⾏うなど、実態を踏まえた積算に取り組む。

・市場の変化を的確に把握し、予定価格の設定を⾏うために、資材価格調査（⽉刊
誌）の頻度を４回/年から毎⽉調査にへと高頻度化を実施した。
・スライド条項の適用も含め、必要に応じて設計変更を⾏うなど、実態を踏まえた積
算に取り組むよう努めた。

やや順調 ー

財政局

8 8-2 (6) ▶災害復旧復興が⻑期化した場合でも、⼊札不調による事業の停滞を避けるた
め、「災害復旧における⼊札契約方式の適用ガイドライン」（国土交通省）な
どを参考に、状況に応じて不調対策を実施する。

・「災害復旧における⼊札契約方式の適用ガイドライン」（国土交通省）などを基
に、状況に応じて不調対策を実施することとしている。 順調 ー

財政局

R4 R5 R6 目標
R4

99% 100% 100% 100%

R4 R5 R6 目標
R4

164人 166人 168人 250人



8-3 ⻑期にわたる浸水被害の発⽣により復興が大幅に遅れる事態

（１）治水池の整備 〔1-4（2）再掲〕

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

8 8-3 (1) ▶降雨時の河川への急激な流れ込みを緩和するため、洪⽔調節効果が⾒込まれ
る農業用ため池の治⽔池としての再整備や、既存治⽔池の機能向上等に取り組
む。

・流域貯留浸透事業（五ケ村池、道手池）
【整備した貯留量】
 ＊五ケ村池 R1︓0m3、R2︓0m3、R３︓0m3、Ｒ４︓0m3、Ｒ５︓0m3、
R6:0m3
 ＊道手池  R1︓0m3、R2︓0m3、R３︓0m3、Ｒ４︓0m3、Ｒ５︓0m3、
R6:0m3
【実施内容】
 設計・調査
・雨⽔貯留施設整備事業（コウザイ池）
【整備した貯留量】
 ＊コウザイ池 R1︓5,300m3、R2︓0m3、R３︓0m3、Ｒ４︓0m3、
Ｒ５︓0m3、R6:0m3
【実施内容】
 放流施設改良

遅れている ー

道路下⽔道局 ●河川への雨⽔流出抑制効果の高い治⽔池の貯留量

8 8-3 (1) ▶流域貯留浸透事業（那珂川流域、樋井川流域）を推進する。 ・流域貯留浸透事業（五ケ村池、道手池）
【整備した貯留量】
 ＊五ケ村池 R1︓0m3、R2︓0m3、R３︓0m3、Ｒ４︓0m3、Ｒ５︓0m3、
R6:0m3
 ＊道手池  R1︓0m3、R2︓0m3、R３︓0m3、Ｒ４︓0m3、Ｒ５︓0m3、
R6:0m3
【実施内容】
 設計・調査

遅れている ー

道路下⽔道局

（２）ため池の安全性向上 〔1-4（3）再掲〕

8 8-3 (2) ▶豪雨によるため池決壊の被害を未然に防⽌する目的で、安全性の向上のため
の調査や堤体の補強、緊急時の連絡体制の整備を推進する。また、農業用途が
なくなったため池の貯⽔機能を廃⽌するための⼯事を進める。

防災重点農業用ため池において調査や⼯事等を実施。
・洪⽔吐調査
 R2︓82箇所(池)、R3︓88箇所(池)、R4︓35箇所(池)
・劣化状況評価
 R3︓27箇所(池)、R4︓180箇所(池)、R5︓24箇所(池)
・⽔位監視システム設置
 R6︓6箇所(池)
・洪⽔吐改良（応急）⼯事
 R5︓2箇所(池)、R6︓2箇所(池)
・耐震調査
 R3︓2箇所(池)、R6︓2箇所(池)
・防災対策⼯事等が完了した箇所
 R2︓6箇所(池)、R3︓8箇所(池)、R4︓7箇所(池)、R5︓7箇所(池)、
 R6︓9箇所(池)

やや順調 〇

農林⽔産局 ○特措法に基づく防災対策⼯事等が完了したため池数

R4 R5 R6 目標
R5

16,790㎥ 16,790㎥ 16,790㎥ 43,687㎥

R4 R5 R6
7 7 9



（３）河川改修事業の推進 〔1-4（1）再掲〕

8 8-3 (3) ▶⼤雨による河川の氾濫を防⽌し、浸⽔被害の軽減を図るため、河川改修を推
進する。

・都市基盤河川改修事業（⾦屑川、⽔崎川、周船寺川）
【改修延⻑】
＊周船寺川改修延⻑ R1︓15m、R2︓18m、R３︓0m、Ｒ４︓22ｍ、Ｒ５︓53
ｍ、R6︓14ｍ
＊⽔崎川改修延⻑  R1︓0m、R2︓7m、R３︓53m、Ｒ４︓０ｍ、Ｒ５︓０ｍ、
R6︓0m（R6年度事業完了）
＊⾦屑川改修延⻑  R1︓47m、R2︓44m、R３︓90m、Ｒ４︓49ｍ、Ｒ５︓27
ｍ、R6︓30m
【実施内容】
 護岸改修、橋梁架替、堰撤去、設計・調査、用地買収など
・福岡都市圏域総合流域防災事業（⾹椎川、若久川）
【改修延⻑】
 ＊⾹椎川改修延⻑ R1︓0m、R2︓0m、R３︓0m、R４︓0m、Ｒ５︓０ｍ、
R6︓0m
 ＊若久川改修延⻑ R1︓0m、R2︓0m、R３︓0m、R４︓0m、Ｒ５︓０ｍ、
R6︓0m
【実施内容】
 附帯⼯事、設計・調査

遅れている 〇

道路下⽔道局 ●治⽔安全度の低い河川における河川整備達成率

8 8-3 (3) ▶都市基盤河川改修事業（⾦屑川、⽔崎川、周船寺川）、福岡都市圏域総合流
域防災事業（⾹椎川、若久川）を推進する。

・都市基盤河川改修事業（⾦屑川、⽔崎川、周船寺川）
【改修延⻑】
＊周船寺川改修延⻑ R1︓15m、R2︓18m、R３︓0m、Ｒ４︓22ｍ、Ｒ５︓53
ｍ、R6︓14ｍ
＊⽔崎川改修延⻑  R1︓0m、R2︓7m、R３︓53m、Ｒ４︓０ｍ、Ｒ５︓０ｍ、
R6︓0m（R6年度事業完了）
＊⾦屑川改修延⻑  R1︓47m、R2︓44m、R３︓90m、Ｒ４︓49ｍ、Ｒ５︓27
ｍ、R6︓30m
【実施内容】
 護岸改修、橋梁架替、堰撤去、設計・調査、用地買収など
・福岡都市圏域総合流域防災事業（⾹椎川、若久川）
【改修延⻑】
 ＊⾹椎川改修延⻑ R1︓0m、R2︓0m、R３︓0m、R４︓0m、Ｒ５︓０ｍ、
R6︓0m
 ＊若久川改修延⻑ R1︓0m、R2︓0m、R３︓0m、R４︓0m、Ｒ５︓０ｍ、
R6︓0m
【実施内容】
 附帯⼯事、設計・調査

遅れている 〇

道路下⽔道局

（４）下水道施設の防災対策 〔6-3（1）再掲〕

8 8-3 (4) ▶各計画に基づき、下⽔道施設の適切な機能を確保するため、効率的な点検・
調査（モニタリング）により、既存施設の状態や能⼒等の把握を⾏い、状態監
視保全等による予防保全型の維持管理、計画的な⽼朽化・耐震化対策を着実に
推進する。

・下⽔道施設の計画的な改築更新および地震対策を実施した。
 ＊R6改築新規完了︓アイランドシティポンプ場、⿃飼ポンプ場

順調 〇

道路下⽔道局 ○下⽔道管渠の耐震化

○下⽔道管渠の改築更新
8 8-3 (4) ▶⽔処理センターの機能を発揮させるため、非常用電源の確保や継続的な燃料

調達を図っていく。
・非常用発電機の更新⼯事を実施した。
 ＊R6〜R7︓⻄部⽔処理センター 順調 〇

道路下⽔道局

8 8-3 (4) ▶災害時でも安定した⽔処理が⾏えるよう、汚⽔処理場の耐震化・⻑寿命化を
推進する。併せて合併浄化槽の設置の推進を図る。

・汚⽔処理場の⻑寿命化を図るため、電気設備の更新⼯事等を実施した。
 R6︓７件 順調 ー

環境局 ○ポンプ場の改築更新

8 8-3 (4) ▶災害時でも安定した⽔処理が⾏えるよう、汚⽔処理場の耐震化・⻑寿命化を
推進する。併せて合併浄化槽の設置の推進を図る。

・助成制度により合併処理浄化槽の設置を推進している。 順調 ー 道路下⽔道局

8 8-3 (4) ▶⺠間事業者等と締結した協定の実効性確保に向け、各団体や他自治体を含め
た合同訓練等を継続的に実施して連携体制や受援体制の強化を進めるととも
に、下⽔道施設の応急復旧や点検・調査等に協⼒を得られる体制を継続してい
く。また、職員の災害対応スキルの向上を図るため訓練や研修を継続していく

・災害⽀援協定を締結している（公社）⽇本下⽔道管路管理業協会と合同で訓練を実
施している。また、他都市から応援を受ける場合の受援体制構築に特化した⽀援隊集
積基地設置訓練を実施している。
・職員の災害対応能⼒の向上のため、管路実地調査訓練をはじめとする４つの訓練、
２つの研修を実施しており、延べ415が参加している。

順調 ー

道路下⽔道局

R4 R5 R6 目標
R5

67% 67% 67% 75%

R4 R5 R6
9km 10km 10km

R4 R5 R6
29km 14km 22km

R4 R5 R6
１箇所 2箇所 2箇所



8-4 貴重な文化財や環境的資産の喪失、地域コミュニティの崩壊等による有形・無形の文化の衰退・損失

（１）文化財の防災対策

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

8 8-4 (1) ▶⽂化財の調査記録に努めるとともに、所有者への防災対策に関する周知を⾏
う。

・⺠間所蔵の有形⽂化財及び地域に伝承されている無形⺠俗⽂化財の調査記録を実施
した。また、１⽉26⽇の⽂化財防火デーにあわせ、消防局予防課と連名で所有者お
よび⽂化財施設に対して防火に対する注意喚起の⽂書による啓発を⾏った（令和7年
1⽉17⽇発送、127通）。消防局は⽴⼊検査を実施。登録⽂化財(建造物)について
は、規制を受けないが、注意喚起の⽂書を発送している。

順調 ー

経済観光⽂化局 ●耐震補強⼯事の終了

8 8-4 (1) ▶埋蔵⽂化財センター整備事業を進め、施設の⻑寿命化及び防災対策を進め
る。

改修第2期⼯事（屋上防⽔改良⼯事）を実施した。2期⼯事のうち屋内諸⼯事は⼊札
不調により7年度前半にずれ込んだ。 やや順調 ー

経済観光⽂化局

8 8-4 (1) ▶復旧復興期における⽂化財等の復旧復興の取組手順等を定め、復旧復興期に
おいて⽂化財等の被災状況を調査し、保護・復旧を実施できるよう関係団体等
との協⼒・連携体制の構築を図っていく。

令和５年８⽉に作成した「福岡市⽂化財防災マニュアル」について、ホームページへ
の掲載、⽂化財所有者に対する⽂化財防火デーの啓発を通して周知した。
災害時における⽂化財（建造物）の保全、災害時を想定した⽂化財（建造物）の調
査、⽂化財（建造物）の⽇常管理・情報発信について、福岡県建築士会との連携にか
かる協議を⾏った。

順調 ー

経済観光⽂化局

（２）地域コミュニティの醸成

8 8-4 (2) ▶各種事業を推進し、引き続き、地域の担い手の育成や、地域の情報発信な
ど、効果的なコミュニティ⽀援を⾏う。

・自治会・町内会が主体的に⾏う地域の活性化や課題解決のための活動を⽀援するた
め、「町内会活動⽀援事業補助⾦」を交付した。
 ＊交付件数 R6  519件
・公⺠館による地域活動の担い手の育成等の機能を強化するため、「地域の担い手パ
ワーアップ事業」を実施
 ＊実施公⺠館数（累計）894館

やや遅れている ー

市⺠局 ●公⺠館利用率

8 8-4 (2) ▶地域における平時からの⾝近な⽀えあいが災害時の共助につながるため、地
域住⺠同士が⽇ごろからの声かけを通じて⽀援が必要な⼈たちを把握し、⾒守
りにつなげていけるような⽀援や、地域主体の⾒守り活動などの取組みを推進
するとともに、⾝近な地域における⽀えあいの仕組みづくりが一層推進される
よう、地域の⾒守りや⽀えあいにつながる施策・事業を社会福祉協議会等の関
係機関とも連携しながら推進していく。

・⾒守り等を必要とする高齢者・障がい者などが住み慣れた地域で安心して暮らすこ
とができるよう、校区社会福祉協議会が中心となって実施している⾒守り活動を⽀
援。
 ＊R6︓138校区（対象47,000世帯） 順調 ー

福祉局

8 8-4 (2) ▶災害時の地域における治安悪化を防ぐため、平時の自治会町内会での防犯パ
トロール等が災害時にも実施されるよう、災害時のパトロール実施について地
域への働きかけ等を⾏っていく。

・市HPにて災害時の防犯パトロールについて周知を⾏い、働きかけを実施した。

順調 ー

市⺠局

8 8-4 (2) ▶災害を契機としたPTSD やエコノミークラス症候群の発症など災害関連死、
孤独死の発生を防ぐため、避難所だけではなく応急仮設住宅においても保健師
による巡回相談を実施するとともに、広域的な⽀援、ボランティアなども活用
した被災者の状況に応じた⽀援を図る。

・R６年度は実績なし。

－ ー

保健医療局

R4 R5 R6 目標
R3

100% 100% 100% 100%

R4 R5 R6 目標
R6

20.8% 20.2% 24.0% 50%



8-5 事業用地の確保、仮設住宅・仮店舗・仮事業所等の整備が進まず復興が大幅に遅れる事態

（１）応急仮設住宅の供与体制の整備

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

8 8-5 (1) ▶福岡県や業界団体とともに、資源配分に関する定期的な連絡会議を開催し、
連携体制の構築を図る。また、資源配分を⾏う各分野のマニュアルを作成する
とともに、マニュアルに基づく訓練を実施する。

・福岡県の主導の下で、業界団体との連絡体制の確認等を⾏い、災害救助に係る体制
の充実に努めている。マニュアルについては他都市の事例を参考に作成を進めてい
る。

順調 ー

住宅都市みどり
局

8 8-5 (1) ▶建設型仮設住宅の供与に関して、平常時から実施している建設候補地の⾒直
しや更新を、今後も継続して⾏う。

・建設型応急住宅の供与について、建設候補地に係る災害の被害想定区域の指定状況
などを更新した。 順調 ー

住宅都市みどり
局

●警固断層による地震時の仮設住宅必要⼾数の充足

8 8-5 (1) ▶借上型仮設住宅及び建設型仮設住宅の供与に関して、平常時から協定締結団
体との連携体制の確認を定期的に⾏う。

・借上型応急住宅及び建設型応急住宅の供与に関して、福岡県の主導の下で、借上型
応急住宅の供与に関する実施要領を更新するなど、協定に基づく事務が適切かつ円滑
に⾏われるよう連絡体制をとっている。

順調 ー

住宅都市みどり
局

（２）地籍調査等の推進

8 8-5 (2) ▶地籍調査を継続して実施するとともに、効果性が高い箇所を優先し、効率的
かつ計画的に推進する。

・⻄区愛宕三丁目及び四丁目の各一部及び姪の浜⼆丁目の一部において地籍調査事業
を実施
 ＊調査⾯積:0.17ｋ㎡
・⻄区愛宕四丁目の一部における地籍調査成果を法務局へ送付
 ＊調査済み⾯積︓60.79ｋ㎡（旧早良町実施⾯積含む）

順調 ー

住宅都市みどり
局

8 8-5 (2) ▶引き続き、国において進められている、防災対策など地域課題に対応した地
籍調査の促進などを踏まえ、効果的・効率的な地籍調査を推進し、境界情報の
保全を図っていく。

・⻄区愛宕三丁目及び四丁目の各一部及び姪の浜⼆丁目の一部において地籍調査事業
を実施
 ＊調査⾯積:0.17ｋ㎡
・⻄区愛宕四丁目の一部における地籍調査成果を法務局へ送付
 ＊調査済み⾯積︓60.80ｋ㎡（旧早良町実施⾯積含む）

順調 ー

住宅都市みどり
局

（３）災害復旧・復興体制の整備等

8 8-5 (3) ▶関連法規や制度の改正、国が平成28 年３⽉に⽰した「復旧復興ハンドブッ
ク」や、他都市における事前復興対策、近時の災害における教訓、社会情勢の
変化等を踏まえて、復旧復興体制を整備する。

・災害復旧・復興計画の基本方針等について、地域防災計画の⾒直しと併せて、社会
情勢の変化等を踏まえた⾒直しを⾏った。
・令和６年能登半島地震を踏まえ、本市における災害対策の課題の検討を進めた。

順調 ー

市⺠局

8 8-5 (3) ▶部門ごとに応急復旧業務及び復興業務の事前整理を⾏うことで、応急復旧業
務から復興業務への円滑な移⾏ができる体制の強化を図る。

・災害復旧・復興計画の基本方針等について、地域防災計画の⾒直しと併せて、社会
情勢の変化等を踏まえた⾒直しを⾏った。
・令和６年能登半島地震を踏まえ、本市における災害対策の課題の検討を進めた。

順調 ー

市⺠局

8 8-5 (3) ▶関係局・区及び警察・医療機関等、関係機関と協議・検討を⾏い、遺体収容
場所・遺体安置所設置基準を策定するとともに、周辺住⺠への事前説明、必要
となる資機材整備、訓練等を計画し、適宜実施する。

・遺体安置所に係るマニュアルの策定に向け、遺体の処置業務における課題や業務分
担について検討を進めた。 やや順調 ー

保健医療局

8 8-5 (3) ▶関係局・区及び警察・医療機関等、関係機関と協議・検討を⾏い、遺体収容
場所・遺体安置所設置基準を策定するとともに、周辺住⺠への事前説明、必要
となる資機材整備 訓練等を計画し 適宜実施する

・関係機関と連携した訓練を実施
順調 ー

市⺠局

R4 R5 R6 継続
100% 100% 100% 100%



8-6 風評被害や信用不安、⽣産⼒の回復遅れ、大量の失業・倒産等による経済等への甚大な影響

（１）被災後の都市イメージの回復、福岡市のブランド⼒の確保・向上 〔5-1（4）再掲〕

目
標

リス
クシ
ナリ

方策 推進方策 進捗状況
進捗状況に対す

る評価
５か年加速
化対策対象

所管局 ●KPI ／ ○補完指標

8 8-6 (1) ▶既往災害における観光振興上の課題と解決策の整理を⾏うことにより、早期
に観光客の受け⼊れが可能となる環境を整えていく。

・⼤規模災害時における、観光部局としての対応フローや宿泊施設等の連携など、観
光客対応のあり方について検討を実施【R2】 やや順調 ー

経済観光⽂化局

8 8-6 (1) ▶市サイトや関係諸団体との協⼒を通じて国内外に積極的な情報発信を⾏うほ
か、マスメディアにより観光客の誘致を⾏う。

・引続き市美術館に設置したデジタルサイネージで災害時に情報発信を⾏う体制を構
築。 順調 ー

経済観光⽂化局

8 8-6 (1) ▶平時から都市のブランド⼒向上を⾏うほか、MICE誘致、開催⽀援等を推進
していく。

・将来のMICE開催に向けた誘致活動、MICEの開催⽀援に取り組んだ。
 ＊R６コンベンション誘致実績︓232件 順調 ー

経済観光⽂化局

（２）企業等の⽣産⼒の低下防⽌対策 〔5-1（3）再掲〕

8 8-6 (2) ▶被災事業者の事業再建を⽀援するため、国・県、関係機関と連携し、⺠間事
業者に対するＢＣＰ策定の必要性のさらなる普及啓発や市内産業界に対する防
災意識の普及啓発を実施していく。

・商⼯会議所、商⼯会と共同で策定した事業継続⼒強化⽀援計画に基づき防災⼒強化
の推進を図った。 順調 ー

経済観光⽂化局

8 8-6 (2) ▶今後も、市域の復旧復興を担う市内中⼩企業の活性化に向けて、経営に関す
る相談や事業資⾦の融資、販路開拓の促進を官⺠が連携し推進していく。

・商⼯会議所、商⼯会と共同で策定した事業継続⼒強化⽀援計画に基づき防災⼒強化
の推進を図った。 順調 ー

経済観光⽂化局

8 8-6 (2) ▶中⼩企業等へのBCPの普及を目的に、福岡県中⼩企業団体中央会が⾏うBCP
策定マニュアルや様式等の作成・公表や、専門家派遣の取組み、福岡県中⼩企
業振興センター及び商⼯会議所・商⼯会が⾏う窓⼝相談などの取組みについ
て、県内事業者に対し周知を図る。

・商⼯会議所、商⼯会と共同で策定した事業継続⼒強化⽀援計画に基づき防災⼒強化
の推進を図った。

順調 ー

経済観光⽂化局

8 8-6 (2) ▶⺠間事業者において、防災体制の整備、防災訓練の実施、事業所の耐震化・
耐浪化、予想被害からの復旧計画策定、各計画の点検・⾒直し、燃料・電⼒等
重要なライフラインの供給不足への対応、取引先とのサプライチェーンの確保
等の事業継続上の取組を継続的に実施するなどの防災活動の推進に努める。

・商⼯会議所、商⼯会と共同で策定した事業継続⼒強化⽀援計画に基づき防災⼒強化
の推進を図った。

順調 ー

経済観光⽂化局

（３）⽣活再建⽀援体制の整備

8 8-6 (3) ▶各種減免猶予、⽀援策について内容を整理し、被災者⽀援に関する各種制度
の概要を市Web サイトに設け、必要に応じ被災者⽀援メニューごとに内容を
整理するとともに、災害時に迅速に相談室の設置や災害時コールセンターの設
置ができるよう整備を図る。

・関係部局と協議を進めている。

順調 ー

市⺠局

8 8-6 (3) ▶り災証明の発⾏について、詳細なマニュアルの整備を⾏うとともに、システ
ム導⼊などデジタル化を図る。

・り災証明の発⾏・管理、被害の認定調査、被災者台帳の作成まで一元管理できるシ
ステムを導⼊した。各区総務課がり災証明チーム発⾏班向けにり災証明発⾏業務及び
システムの操作研修を実施している。
・り災証明チームを中心にマニュアルのブラッシュアップを⾏っている。

順調 ー

市⺠局


